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第一章 序. 說 

國語史 に 於て 言 ふ 所の 近 十 n は、 院政 *鎌倉 • 室町の 三時 代に M る 約 五 百年 を 指して ゐる ものと 解せられ る。 

國 史の 上で、 院政 時代 を 平安朝から 切 離して、 鎌倉時代と 一 にすべき こと を 論じた もの は、 山 W 孝 雄 博 土の 奈. U 

朝 文法 史の 序論に 兒 える 說が 早いで あらう。 卽ち、 山 田 博士 は、 古代より 近世への 變 t) は、 院政 時代に 萌して 鎌 4- 時 

代へ と 進んで ゐ るので、 この 兩期を 一にし、 今昔 物 集 は その 變遷 の徵を 示した 最初の ものと して、 これが 出現 を以 

て、 この 時期の 初 を 劃され たので ある。 

實に、 源氏物語に よって 代表 せられる 中古の 物語 小說の 用語 は、 女性り 言葉で あり、 廷を屮 心と する 拔 級の 

言 紫で ある 0 これに 對 して、 今昔 物語 紫の 用語 は、 僧侶 や 儒者の 言葉で あり、 武士 を 中心とする.^ i 民 階級の 言 紫で あ 

る。 而 して、 源氏と 今昔との か、 る 用語 ト； の 相違 は そ Q ま、 全部 を 時代 的 推移に $1 する わけに は 行かない： 夫々 に異 

なった 社 會の言 語 を 反映して ゐ るが 爲 では あるが、 然し 又、 從來ー M 都 _s の 圏外に-あった が、 京都の 地に あっても 下 


に潛 流して ゐて、 文獻 上に 記載 せられる 機 會も與 へられなかった 武士 言葉 や 庶民 語が、 この 時に 及んで 文學的 作品に 

まで 登錄 せられる に 至った ので ある。 卽ち、 新時代 を 生み出し、 新時代 を 支配した 者の 言語が 著しく その 地位 を 高め 

勢力 を增 したので ある" この 事 は旣に 京都 語に 於け る 注意すべき 變化 である" 故に、 語彙 語法 等に 新時代 色 を 見せて 

ゐ る 今昔 物語 集 の 現れた 院政 期の 初頭 を以 て 、 國語史 の 時期 を 劃す る こと は 充分 の 理由 を 持って ゐる。 

次に、 然 らば 近古の 終 は 何時 を 以て 限ったら よいので あるか。 春 日 政治 敎授 は、 桃山時代の 言語 は 現代 國 の 基調 

が出來 上った 歸着點 であると いふ 意味に 於て、 桃山時代が 一 紀元 を 劃して ゐ ると 觀られ た (「國 語 史上の 一 劃期」)。 織 田 

信 長の 上洛 以後、 京都の 語 は ある 變化を 受けた やうで あるから、 か、 る 見解 は當を 得て ゐる かも 知れない。 

然しながら、 院政 時代 以後 江戸時代の 初に 至る 間 は、 中古 語から 近世 語へ と 移り ゆく 過渡期で ある。 更に 又、 院政 

時代 は 平安朝と 鎌倉時代との 間、 安土桃山時代 は 室町 時代と 江戸時代との 間に 挾まれた 小 過渡期で ある。 さう して 安 

土 桃山時代 は 鎌 八 5,3 室町 時代に 於け る 過渡的な 特徵を も 保存して ゐ るので あるから、 過渡的 狀態を 以て 全體の 特色と な 

す 近古の 屮に、 安土桃山時代 を 含める 事 も 許される であらう. - 院政 時代 は 中古 語から 近世 語への 過渡 狀 態に 入った 時 

であり、 安土桃山時代 は その 狀態 を脫 しつ k あった 時であって、 近世 語が 出来 上る のに は、 江戸時代に 入って 尙 百年 

近い 期間 を 要した ので ある。 

かくして、 白 河 上皇の 院政 を 始められた 寬治 元へ 西紀 一 〇 八 七) 年から 家 康の將 軍に 任ぜられた 疫長八 ( 一 六 〇 一一 一) 年に 

至る 五 百 十 數华問 を 以て 近古と してよ いので あるが、 この 長期 間 を通覽 する に、 初と 終と では 可な り 著しい 變 化が 認 

めら れる" その 差異 を 重要視して 院政 鎌倉時代と 室町 時代と を對 立せ しめ、 夫々 に 平安朝 や江 戶時 と 同列に 置かう 


とする 說も 出て 來る けれども、 前後との 變 化に 比較す るなら ば、 院政 鎌お 時代と {ャ 町 時代との 問の 變化 はや、 少ぃ。 

故に、 普通に はこれ を 以て 近古の 中の 小 lEil 分と して ゐる。 それにしても、 、王と して 资 料の 不足の 爲に、 その 兩 時代 を 

截然と 分つべき 時期に 就いての 研究が まだ 行き届いて ゐな いので、 こ、 に は、 近古 全 1^ を 一括して 說 くより 外な かつ 

た。 たビ 個々 の 事柄に ついては、 その 間の 變邀を 述べる やうに 力めた。 

近古 語の 研究資料 は 量の 上から 言って 決して 少く はない。 且又、 當 時の 原本の 今日に 傳存 して ゐる もの も 稀で はな 

い。 然し、 か、 る 竹  1^1 资料を 彼是と 探索 渉獵 する 事 は 私の 能くし 得ない 所で あるから、 多く は？ i 先 が 根本 资 料に 就 

いて 調 ^研究 せられた 結果 を拜 借して 筆 を 進め、 その 間 多少 私自身で 新に 加へ 得た に過ぎない。 又、 近古： Afw 餘ハゃ 

に 於け る 口語の 變遷 を大觀 すべきで あるに も 係らす、 或は 要な 事項 を 全く 逸したり、 或は 些細な 破 を 詳述したり 

して ゐ るの は、 畢竟、 近古 語 全般に わたる 智識が 整って ゐ ないから である。 吉利支 丹 側の 資料に 據る 所が 多かった の 

で、 室町 末期が 特に 委しくな つたの もやむ を 得ない。 すべて、 私自身と して は、 諸 先輩の 研究 を總 めて、 私^::>:^の硏 

究を 進めて 行く 上の 假 りの 目標 を 立て、 見た に過ぎないの である。 さう して、 紙面が 限られて ゐ るので、 語 * に は 及 

び 得なかった。 音韻 語法に 關 しても 亦 全體の 組織 を 整へ るより は 簡單に 纏める のに 便 {且 な 體裁を 採った ものである こ 

と を 特に 斷 つて 置きたい。 次に、 參考に W ゐ資科 を 仰いだ 主耍 な文獻 を擧げ てお かう。 

平家物語の 語法 山 K 孝 雄 大正 三 年刊。 現^の 平家物語 諸 本 中で 鎌倉時代の 面影 を傳 へて ゐ ると 推お せられた 延 

慶本 (延虔 年中 紀州 根來 寺に て 書 寫の奥 書 を 有する もの) を用ゐ てな された 忠赏 精細な 語法 研究で ある。 鎌倉時代の， S 

法 を 研究す るのに 基礎と なるべき ものである。 當 時の 口語 は 平家物語の 會 話の 屮に窺 はれる と m 心 ふが、 木 Si では 地の 

序  tt 
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文も會 話の 文も區 別し ないで 取扱って あるので、 口語の みに 就いて 知らう とする に は 注意 を 要する。 

{li- 町 時代の 言語 研究 湯澤 幸吉郞 昭和 四 年刊。 抄物に あら はれた 語法 を 綿密に 研究して ある。 その 材料に とられ 

た 抄物 は、 勅規 桃源 鈔 (寬正 三年 抄畢、 永 正 六 年寫) 、論語 紗 (天隱 龍澤？ 文明 七 年跋、 民. M 社 覆刻)、 史記抄 (桃源 瑞仙、 文明 九 年 

抄、 寬永 三年 板)、 古文 眞寳 之抄 (笑 雲淸 三、 大永 五年奧 書、 刊)、 四 河 入海 (笑 雲淸 三、 天文 三年 抄、 刊)、 蒙求抄 原 常 忠の孫 某、 

享祿ハ 牛 間抄、 寬永 十五 年 根)、 三體詩 絶句 紗 (季昌 新 注、 元 和 六 年跌、 刊)、 中華 若木 詩抄 (如月 壽印、 寬永十 年 板) の 八 種で ある。 

年代の 明確な ものの み を 選ばれた 爲に 後の 刊 本が 多 いのは 致し方ない。 抄物の 用語 を 室町 時代に 於け る 一 般の 口語と 

見 倣して よい かとい ふ 事に は 疑問が あるが、 當 代の 口語 法 研究に は 不可 缺の 參考 書で ある" 

脾吉利 支 丹 敎義の 研究 橋 本進吉 昭和 三 年刊。 一 五 九 二  (文祿 元 X 牛、 天草 擧林版 吉利支 丹敎義 Doctrig 

Christan の 羅馬字 綴な のを阈 字に 改め、 その S 語に 就いて 精緻な 研究 を盡 された ものである。 原本が 文語で 書かれ 

てゐ るので、 語法 研究に 寄與 する 點は さほど 多くない が、 發 音に 關 しての 研究 は 音韻 史に 貢獻 する 所 最も 大 である。 

天草 本 平家物語の 語法 湯澤 幸吉郞 「敎 育」 第五 百 三十 九號 和 三年 一月) 所載。 一 五 九， 二 (文祿 元 K 小、 天草 學林版 

平家物語 (委しく は 「日本の 言葉と イス トリ ャを習 ひ 知らん と 欲する 人の 爲に 世話に 和げ たる 平家の 物語， 一) を國 字に 飜 

字した 龜 井高 孝 氏の 天草 本 平家物語 (昭和 二 年刊) に基づいて 語法 的 硏究を 加 へ られ たもので ある。 

天草 本 平家物語 四卷 は、 禪 坊主 落ちの ィル マ ン 不干ハ ビヤンの ロ譯に 係り、 灌頂卷 を 別に 立てない 系統の 百 一 一十 句 

本に 據 つて ゐ るが、 た 1- 第 一 卷 及び 第一 ー卷 最初の 一 章 「祇 王淸 盛に 愛せられた 事」 等 は、 私の 照合した 百 一 不句本 (京都 

軒 立 圖書館 蔵) と は 一 致しないで、 別 系統の 流布本の 本文に 近い。 流布本の 何れと 一 致す るか は 未だ 確かめて ゐ ない。 


何れにしても、 原木の 文語文と 天草 本の ロ譯 文と を 比較す る ことによって、 近 十：： に 於け る 中期 頃と ii^ 期との 相逮 遷 

を 可成り に 明かに し 得る。 

國語 史上の 一 劃期— 文 祿伊曾 保 を 中心とした 語法 I 春 R 政治 新潮 社 版 日 木 文舉？ S 座所 收 初版^ 十^ 卷ぉ卜 <： 

卷 昭和 三 年刊。 一 五 九 三 (文祿 二) 年、 天草 舉林版 俅曾保 物語 Esopoiio  Fabiilas を 中心とし、 前記の： 个 {| 物 ¥ ての 

他の 吉利支 丹 物語 等 を も 資料と して、 桃山時代の 音韻 語法の 注意すべき 點に關 して 考察して ある。 保 は 新 村 出 博 

士の文 祿舊譯 ^曾 保 物語 (明治 四十 四 ギ刊) なる 飜字 本と 共に 原 羅馬字 木 をも參 して ある。 新 村 博 十の 飜字木 は 昭和 三 

年に 改訂版が 出た。 

曰 葡辭書 .v^ocabulario  da  liiigoa  de  JalDam. 本篇 一 六 〇 三 (慶長 八) 年 補遺 一 六 〇i: 年長 崎學 林刊。 古今 雅俗の 口 

本 語 約 三 萬 を染錄 して * 葡 語で 說 明した 當代辭 書の 隨ー である. - 日本 耶蘇 會士の 共編になる が、 その 主宰？^ は少 くと 

も、 次に 述べる ロドリゲスではなかった と考 へられる ので、 音韻， S 法 方面に 關 しても、 ロドリゲスの 文典と 併せ る 

べき 價慨を 持って ゐる。 

n ドリ ゲス著 日本 文典 Arte  da  lingoa  de  Japam. 一  六 〇 四— 一 六 〇 八 (慶長 九 I 十三) 年長 崎^ 林 叫。 葡^牙 生れ 

の 宣敎師 ジョァ ン •  ロドリゲス JoSo  Kodrigdez が アル ブレ スの 拉丁 文典に 倣って 日本文法 を 組織 立てた ものである。 

耶蘇 會士の 四十 年間に わたる 研究に 基づき、 日本人の 所說 をも廣 く參考 し、 加 ふるに 彼の 該博な 學識 とい：； ト拔な 兌 解と 

を 以て 集大成した 大著で ある。 當 時の 日本の 言語 文字 を大觀 して 詳細に 記述 說 明した ものである。 主として^ 準 語た 

るべき 口語 を對 象と して ゐ るが、 叉 方言に 及び 文語に も觸 れてゐ る。 發音を 委しく 說 いて ゐる事 は 木 文典の 國， 語 史料 


ほ鯽 

として 最も 價値 多い 所以で ある。 故に、 この 稿で は 能 ふ 限り 利用す る ことに 努めた。 單に大 文典と 標 して 引用す るの 

は 本文 典 を 指して ゐる。 引例の 口語文で 何々 物語 又は 何々 の 舞と 記した もの や、 何等 出典 を 記さない 語句 はすべ て 本 

文典 所 引の ものである。 

n ドリ ゲス著 曰 本 小 文典 Art^  breve  da  lingoa  Japoa. 一  六 一 一 0( 元 和 六) 年 媽港學 林刊。 同 著者の 長 崎版大 文典 

を 簡約に した ものであって、 大 文典 は 事實を 詳細に 載録して ゐ るのに • 小 文典で は 規範的 態度が 著しく 濃厚に 現れて 

ゐる。 前著に 改訂 を 施した 點も 齢くな く、 大 文典 を 見る 者 は 必す參 照すべき である。 この 小 文典の 佛譯 れ mens  (IG 

la  Grammaire  japonaise  (一  八 二 五、 文政 八 年 巴 里刊) は 不完全な 寫 本に 據 つてな された ので、 日本語に 關 して 誤謬が 少 

くないの みならす、 發 音の 章な ど を 新に 書き改めて、 翻譯當 時の 日本語 舉 習の 便を圖 らうと した 爲に、 國語 史料と し 

て 持つ 原本の 價値 をば 減じて ゐる。 

コ リヤド 編 日本 文典 Arte  de lei お ua  Japoiia. 西班牙 文寫本 (大英博物館 蔵)、 Al.s  Grftmmaticae  Japonicae 

Linguae. 羅馬 一 六 三 二 (寬永 九) 年刊。 大體に 於て t! ドリ ゲス の大 文典 を 簡略に した もので は あるが、 著者 ディ ヱ ゴ • コ 

リヤド Diego  colladc 自身の 觀察も 加へ てゐ るので 參考 となる。 コリ t ドは 西班牙 生れで ドミンゴ 門 派に 屬し てゐ 

た爲 に、 宗派 上の 對抗 意識から 殊更に ドリ ゲス に對 して 異を樹 てようと した 所 も ある. - 西 文 寫本は •  原 稿本の 傳寫本 

かと 考 へられ、 拉文 版本と 相補 ふべき 所が 多い。 

以上の 外に 參考し 引用した もの は 夫々 に 註して 匱いた。 國字 本からの 引用 は 出来るだけ 原本に 隨ひ、 句讀點 濁點は 

讀み 易から しめる 爲に 私に 施した。 羅馬字 綴 は 大抵 吉利支 丹の ffl ゐた その ま」 である。 


― 8 


第二 章 ー专  葡 

【ェ】 H は 町 時代の 末に 單 一 母音の e でな く、 漸强 重母音の に發 音せられ てゐ たもの 、やうで 

母  音 

ある。 羅馬 字書き にした 吉利支 丹 本で は、 ェを すべて？， と^して ゐて、 e と寫 した もの を兑 ない。 

ロドリゲスの 大 文典 (五六 丁 表、 一七 六 丁 表、 一七 九 丁 表) に、 羅馬 字で 五十音 阖を 示して ゐる ものに も、 ァ 行の アイ ゥに 

は、 A  I  (Y)  v(u と 同音 價) を あてながら、 ェには を あて \ゐ る。 小 文典 (七 丁 裏) では、 五十音 圖を平 假名と 羅 

馬 字と を 以て 示して ゐる。 それで は、 ァ 行と ヮ 行と に 「ゑ」 - ヤ行に r,^」 を 書き、 平 假名 は 同じくない けれども、 mM 

字 は 皆れ として あるので、 何れも ほビ 同一 の發 音で あつたと 推測 せられる。 慶長 三年 耶蘇 會版落 紫 集 は 字音 引に した 

落葉 集の 部も訓 引に した 色 葉 字 集の 部 も 發音的 假名 遣に よって 排列した ものであって、 「ゑ」 の 部に すべて を收 めて ゐ 

る。 日本側の 文獻 では、 寬永板 韻 鏡の 卷 頭に 揭 げた 五 昔 五位 之 次第が アヤ ヮ三 行の 何れに も H を あて、 ゐる。 溯って 

は 長錄元 十二の 日附を 有する 連歌 懐紙の 裏 を 用 ゐた讓 經ロ傳 明鏡 集 (和 E 英松 博士 蔵) にも さうな つて ゐる (「音 岡 及 手 B 

詞默考 五十音 圖證 本」 に據 る)。  . 

上古に は 一 般にァ 行の 衣 (e) と ヤ行の 江 (P) と を區^ して 居り、 中古に 入って 天 暦 以後^ 別 を 失った のであって、 

ヤ行の 江 も 頭 音が なくなって e となった ので あると 說 かれて ゐる。 然し 又、 中 十 n 以來 2^ が 消失した ので はなく して、 

却て 語 中 語尾に 於て が 勢力 を 得て、 室町 時代に は 語頭に 於ても， とのみ 發 音せられ る やうに なった ので はない かと 

も 想像せられ る。 この 點は文 獻的調 を 進めて 一 暦の 考究 を 要する。 今日、 東北 や 九州 地方に、 S ^準，？ i で e に發， おす 

S  讓 
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る 場合 を， 卯ち. 戸に 代へ てゐ るの は、 古い 發音 を傳へ てゐる もので あらう。 

〔ォ】 ォも窒 町の 末に は 0 でな く、 ヮ 行の ヲと 同じい 漸强 重母音の g であった。 吉利支 丹はォ をす ベて？  § と寫し 

て、 0 とは寫 さなかた。 その ^ § の 文字 は I の 發音を 示して ゐ るつ ロドリゲスの 小 文典に 擧げ てゐる 五十音 圖 では、 

ァ 行に 「を」、 ヮ 行に 「た」 の 假名 を 置いて、 何れも； S と發音 を 註して ゐる (七 丁 裏)。 落葉 集に 於て は、 字音 假名 遣ゃ歷 

史的 假名 遣で 「お」 「を」 に 始まる 語 は 皆 「を」 の 門に 牧 めて ゐる。 これらの 事實 からして、 母音の 0 が單獨 に發音 せら 

れる 事はなかった と觀 てよ いで あらう。 

近古に 入って、 ァ 行の ォとヮ 行の ヲ との 混同 は、 假名 遣の 上に も 著しくな り、 定家 假名 遣に もこの 事 を 第一 に說ぃ 

てゐ るので あるが、 これ は ヲがォ と 同じく  0 と發 音せられ るに 至った からで あると せられて ゐる。 然るに、 室町 時代 

の 末に は 却て ヲの 本来の 發音 である ™ によって 統 一 せられて ゐ るの は、 果して 一 旦 消滅した 音節が ある 期 問 を經て (恨 

活 したので あらう か。 今後に 殘 された 研究 問題で ある。 

【鼻 母音】 n ドリ * ケスは rDJ^G の 前の あらゆる 母音 は、 常に、 半分の til ある もの、 叉 は、 鼻の 中で つくられ、 

til に いくらか 近い sonsonete の 如く 發 音せられ る」 とて、 mSda (未だ) mkl6( 御堂) mddoi (惑 ひ) iiSdete (撫でて) 

mSdzu (先 づ) ngiuai (味 ひ) か guru (上ぐ る) さ (加 賀) fanaf£a(：K だ) f お ama(PI ^鎌) 等の 例 を あげて ゐる (大文 

典 一七 七 丁 裏)。 吉利支 丹が 羅馬 字で 寫 した 音節で Df^G に はじまる もの は、 ダ行 ガ行の 音 及び その 拗音で ある。 それ 

らの 音の 前に ある 母音 は 鼻音 化した こと を 述べて ゐ るので あるが *  til と は 葡萄牙 語に 於て 鼻音 化 を 示す 符號の ~ を 

呼ぶ 名で あり、 sonsonete と は、 反語 的な 言 ひ 方 をす る 際の 特殊な 調子で ある。 ロドリゲス はまた 小 文典に 於ても、. 


半分の チルを 持って ゐ るかの やうな 一種の ソン ソネテ を 以て、 鼻に 氣息を 通す るので あって、 菊 語で、 Faclo  (^命) 

Geada  (霜) Imagino  (我 想像す) を發 音す る 場合の やうに 明瞭 なチル を もって 發 ー靑 すべ きもので はない と^  c, てゐる 

(一 二 丁^ 大 文典の 例 語の 上に 加へ た 符號の  一 ノは、 他に g: 聲の平 聲ト： 聲の例 を 示して CliS (荼) Vdii (椀) として ゐ 

るので (一 七三 丁 表)、 ァクセ ントの 高低と ともに 鼻音 化して ゐる こと を 示した のであって、 ~ を 施せば 葡， おの チルと 

同一 視 せられる からで あらう。 かくの 如く、 日本語の 鼻 母音 はさ ほど 著しくなかった ので あるが、 南 赞 人 はこれ を强 

めて 明瞭な チルを 置いて 發 昔し 勝ちであった。 彼等の 殘 した 書翰 その他の 記録 文書に、 「信 長」 を Nobunaiiga  r^u 

を Yondo の 如く  n を 加へ て 書いた ものが 多く、 「長 崎」 は 殆ど 常に Naiigasaqi と 書かれて ゐた。 ロドリゲスの 大文 

典に も、 南赞 人が 日本語 を發 音す る 際に 陷り 易い 誤謬と して、 「科」 を トン ガ、 「我等が」 をヮレ ランガと いふ やうな 例 

を擧げ てゐる (一七 二 丁き。 

耶蘇 會士が 早く 歐洲に 送った 手紙の 中に、 「山伏」 を Yamanbuxi と寫 した 例が 往々 見られる. - a ドリ ゲス大 文典に 

も、 Mairi  sorofaba  (參り 候 はぐ) とい ふ 時の B の 前の 母音が 往々 鼻 昔 化する が、 これ は 一般に 適 川せられ る 規則と 

はなって ゐな いと 述べて ゐる (一七 八丁 表 )o ダ行 ガ行の 前で は 規則的 に 鼻音 化し て も バ 行 の 前で は 特定の 場 八：： にし か 

鼻音 化しなかった もの... やうで ある。 然るに コ リヤド は、 その 文典 を 始 として 西日^ 書 (自 華 原 本、 ダ チカ ン文ゅ ii)  • 

拉 西日 辭 書( 一 六 三 ニ年羅 馬刊) . 懺悔 錄( 一 六 三 ニ年羅 馬刊) に 於て DGB の 前の 母 fj:: に は 常に チル の 符號を 施して ゐる。 

拉文 日本 文典で も N ほど 强ぃ 音で なく 敏速に 發 音せられ る柔 かい 音で あると 說 いて ゐ るの みで、 如何なる 場合に 暴 音 

化する かとい ふ 事に は 言及して ゐ ない (四 頁)。 

普  0 
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現在の 方言で は、 東北 方言が DGB の 前で 鼻 母音 を用ゐ (小 倉 進 平 博士 「仙臺 方言 音韻 考」 二 六 1H! 以下)、 高 知 方 曾 は DG 

の 前で のみ 鼻音 化し、 B の 前の 母音が 鼻音と なる 事 はない と 言 はれて ゐる (服 部 四郎氏 「高 知 方 盲の 發音 につ いて」 音聲學 

協會々 報 第二 十三 號七 頁)。 九州 方言に 鼻 母音の 存在す るとの 報告 は 見ない やうで あるが、 九州 以外の 地 を 知らなかった 

害の コ リヤドが、 DG の 前 のみでな く B の 前で も 規則的に 鼻音 化の 記號を 加へ てゐ るの を 見れば、 當 時の 九州で は、 

今日の 東北 方言と 同じく 鼻音 化が 著しかった ので も あらう か。 然し 又、 彼は實 地の 觀 察に 基づかないで 概念的に さう 

定めて 書いて ゐ るので ない とも 保し 難い。 

何れにしても、 か- -る鼻 母音 は AGB の 破 障 音の 前に 現れる ので あるが、 a ドリ ゲス小 文典で は、 DG の 前に 於て 

は必す 鼻音 化する が、 JZ 卽ちジ *• 行 ザ行 音の 前で も 時に 鼻 母音と なると 書いて ゐる (一 二 丁 裏 土 佐の 東部 地方で 

は バ行 音の みならす ザ行 ジ ャ 行 音の 前で も 鼻 母音が 聞かれる とも 言 ふ。 果して 然 らば、 n ドリ ゲ ス の 記述 は根據 ない 

もので も あるまい。 

鼻音 化の 條件 並に 鼻 母音の 性質 は 地方に よって 多少の 相違 もあった であらう が、 ili- 町 時代の 末に は廣く 一  般に行 は 

れた發 音な ので ある。 た 備前國 では 全然 募 音 化しない ので 有名で あつたと、 ロドリゲス 大 文典 方言の 章に は 記され 

てゐる (一 七 〇 丁 裏)。 

た ビに窒 町 末期ば かりで なく、 古くから 國 語に は 募 母音が 存 したので はない かと、 橋 本 進 吉敎授 は觀て ゐられ る。 

卽ち、 中古 以後 「行かで」 などい ふ 場合の 打消の 「で」 も、 その 前の 母音に 鼻音 化が あつたと すれば、 もと、 そこに 打消 

の 助動詞 「な」 「に」 「ぬ」 「ね」 などに 存 する n 音 を 含む ものが あった こと を 想定す るに 都合が よく， 更に 又、 平 曲の 


一ば i り 方に タ、、 、イマ (唯 <fr) を タンダ イマと 發 昔し、 フ ダン (不斷 ) をフ ン ダンと 發音 する ことがあ るの も、 ダの 前の 母 

が； 4 音 化して ゐた とすれば、 容易く 說 明せられ ると 述べられた (「國 語に 於け ろ 鼻 母音」 方苜 第二 卷^  ： 號四 K)。 さう して、 

東北 方言の 如く、  DGB の 前の 母音が 明瞭に 鼻音 化する のが 古い 狀態を 示し、 高 知 方言の 如く • 鼻音 化の s:! 度 も： ii く 

範 圍も狹 いのは 新しい 狀 態を傳 へた ものであって、 ドリ ゲス 等の 記述に よって 知られる 窒町 末期の 京都 語 は その 中 

間の 狀態 にあった ので あらう。 

【カ行 音】 ガ行 音の 子音 は 近古 を 通じて g であった らしい。 これが、 今日の 束 部方首 の やうに、 1^3 

子音と 音節  フ  , 

屮 語尾に 於て、 轟音の 9 に發 音され る やうに なった の. は、 g の 前の 母ず が $e に^ 音 化して ゐた影 

響で あらう (吉利 支 丹 敎義の 研究 三 六 頁)。 

【サ行 音】 吉利支 丹は國 語の サ • ソ • スを S  g  § と 3,  S, との 兩 様の 辍で 表して ゐる。 これに 就いて ひ ドリ ゲス 

が說 明して ゐ るのに よれば、 日本語の サ • ソ • ス は 葡語西 語の 發 音に 於け る ゆ S.  §• に相當 する のであって、 wig 

の 如く 柔ぃ 音で なく、 それよりも 幾分 か 强く發 音すべき である。 然し、 g.  S, 叫 を 一 署 進めて さ、 やく やうに 發-背 す 

れば、 別の 音と なる のであった とい ふ (大 文典 五 七 丁 表、 小 文典  一 二 丁 表)。 これ は、 日本語の サ • ソ • ス の 子音のお の 位 

置が、 歐洲 語の S に 比して、 や- -ロ蓥 に 近い こと を 指して ゐ るので あらう. - 從 つて、 今 R のサ • ソ • スの發 ts" と大 g 

同じであった と考 へられる。 

然るに、 シとセ とに は .ng の 文字 を 用 ゐてゐ る。 一方 また シ ヤ行の 昔 も g.s g g  g と寫 して ゐ るので、 サ行の シと 

セはサ • ソ • スとは 異なった 子音に 發 音せられ てゐ たこと がわ かる 3 その X の發 音に ついて、 口 ドリ. ケ スは次 の 如く 


音  齲 

說 明して ゐる。 X は 拉丁の 如くお と發 一昔すべき でもな く、 歐洲の ある 地方に 於け るが 如く 齒の間 や 喉で 發昔 する ので 

もな く、 舌 を 曲げる ので もな く、 また 西班牙 人の 發音 とも 異なって ゐて、 葡 語に 於け るが 如く、 一  つの 子音と 母音と 

の 結合した 音節と して 明瞭に 發 音すべき であると 述べて ゐる (大 文典 五 七 丁 裏 小 文典 一 一丁 裏— 一 二 丁 表)" 說 明に 明確で 

ない 所が あるが、 今日の 葡 語の 發 音と 同じく、  g の 音價を 示して ゐる ことが 推定 せられる。 乃ち、 シは 現在の 如く S 

と發 昔して ゐ たので ある。 セも 亦，^ と發 音した のであって、 たヾ關 東方 言で はおとな つて ゐた (大 文典 一 七 〇 丁 裏)。 

C 

濁 昔の ザ • ジ • ズ • ゾは 今日の 發 音と 遠って はゐ なか つたが、 ゼ は淸 音の セに 對應 して tefD と發 音され て ゐたコ かく 

C 

て、 吉利支 丹 は ザ行 音 を 巧；^  g. 戸 § と 書いて ゐる。 j はジ ヤ行 音に も用ゐ たのであって、 希躐 語の 如く 母音 を 伴った 

音で はなく  • 葡 語に 於け ると 同じ 發音 であると、 ロドリゲス は 註して ゐる (小 文典 ニー  丁 表 )o 

現在 も 来 北 地方 や 出 雲 九州 地方で、 シ r ジ H を セ • ゼ の 代りに m ゐてゐ るの は、 窒町 時代に 廣く行 はれた 發 音が 邊 

地に 名殘を 留めて ゐ るので あらう。 

〔タ行 音】 タ行の 淸音 は、 古く ，srh.s,2to であ. つて、 その子 音 は t で 統一 せられて ゐた。 チ • ッの 音が 今日の やう 

な發 音に なった の は、 近古の 事で ある。 チ ， ッが..^-,§から||と變化した過程を證すべき資料は得難ぃが、 室町 時代 

の 終に その 變 化の 最後の 段階にまで 到達して ゐた事 は 吉利支 丹に よって 敎 へられる ので ある。 

吉利支 丹の 羅馬字 綴で は、 タ • テ • トに ね，^, S を あて、 チに ッに S. 叉 は を あてた。 ロドリゲス 大 文典 (五 五 丁 

裏) に、 日本語に 缺 けた 音節と して、 『お な 及び 葡語 流に 發音 する ^  ？ W  £  ^ を數 へて ゐ るので、 チ • 

ッが .む5 でなかった こと は 明かで ある。 さう して、 ^は チヤ • チ 广チ" • チュの と共に、 伊太利 語の .§.,2.§.§ 
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と 同じく、 葡 語の Chito (下等の 更紗) などの やうに 發音 すると、 小 文典 C1 二 丁 表) に說 いて ゐる。 卽ち iS と發 昔され 

C 

てゐ たので ある。 

ッを寫 すのに， i. 乂は § を用ゐ たの は、 ，s と は 異なった 特殊な 音節で あるから， 特^な 綴字 を 考案した ので ある。 ッ 

の發 音が スと いくらか 關係 あるので、 スを寫 す g. を 基と して、 S; とも 書いた ので あらう。 これ は 耶蘇. 4: 十が 早い 頃に 

用ゐ たのであって、 文 祿慶長 頃になる と!. に 改めた が、 寫本 類に は 後まで も i: が 散： する。 !• の發 音に 關 して は、 口 

ドリ ゲス が、 t と C. とが 結合して ゐる やうに 發音 すると も 言 ひ (大 文典 五八 丁 表)、 無聲の T に 始まり，! と は 違った  一 0 

の 中間 音であって、 伊太利 語の I に相當 すると も說 明して ゐる (小 文典  一 一丁  ffioo 乃ち、 今 曰と M じ やうな 發音 であつ 

たので ある。 

燭 音の ヂ ッも 古く はおお であった が、 近古に は、 淸 音に 於け ると 同じ 變化を 受けた。 吉利支 丹 はヂを .53、 ，ッを| 

又は i と 書いた。 .ei は 伊太利 語の 緩 を 借りた のであって、 伊太利 語で Giapoii を發 音す るのと M じで あり (人文 典 五 七 

丁 裏 一七 八丁 表)、 ^の 濁音で あると いふから (小 文典  一 一丁 裏)、 現在の 九州 や 土： の 方言に きかれる り發 -11= とめど 變 

C 

りなかった ので あらう。 

ヅに § を あてた の は、 淸 音の ッに を あてた ので、 その 濁音と して、 C. を Z に變 へたまで 1> ある。 ロドリゲス は、 

ッの音 を寫 すのに は が 適して ゐ るから、 その 濁音の.、 ッ は，! と 書くべき であると て、 彼. K 身 は，! を用ゐ た。 葡|^^1ゃの 

綴字 法から 言っても、 語頭に 同じ 子音 を 一 一つ 重ねる こと はない からで ある C 大 文典 五八 丁 表)。 その 音 は、 今日の 九州 や 

フ 

土 佐の 方言に^ する，^ であった に 違 ひない。 

C 

音  s 
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かくの 如く、 ヂ • ，ッ は^, S ではなかった が、 今日の 標準語の 發 音の やうに、 ジ • ズと 同じで もなかった。 一 般には 

ジ • ズ • ヂ • ヅの發 音 を 混同し なかった ので ある。 た 都の 地で は、 この 區別を 失 ひかけ てゐ たのであって、 ヂ* 

、、ッ をジ • ズと發 音す るば かりで なく、 逆に ジ • ズの 代りに ヂ • ヅと發 音す る こと もあった (大 文典 一 七 九 丁 裏 )o 京都に 

於て この 混 亂を來 したの は 可成り 早い やうで ある。 北 邊隨筆 卷之三 假名 遣の 條に 引用した 東 野 州 常緣の 消息に は、 拾 

遣 集 後 撰 集 を書寫 して 「證本 を 寫し留 校合 度々 の 時に をお すつ のかな まで 本の ことく 直し 秘蔵 仕 候」 と あるつ その 「す 

つの かな」 と は 「す」 「づ」 の 假名の 事であって、 常緣の 頃に は旣に 紛れ 易くな つて ゐた 事が 知られる。 應仁 前後から 混 

同す る 傾向が 相 當に强 く あら はれた ので あらう (「國 語 史上の 一 劃期 ヒ 四 頁)" 

窒町 時代の 末に、 京都で は IhM 別 を 立て 難い 迄にな つて ゐ たと は 言へ、 他の 地方で は 明瞭に 發 音し 別けて ゐ たので、 

標準語と して は 混同す る こと を 認めなかった やうで ある。 耶蘇 會士の 手になる もの は、 辭 書類 は 勿論、 その他 日本語 

で 書かれた 洋字國 字の 諸刊 本で は、 正しく 書き 別けて ゐる。 謠 曲の 謠ひ 方で もこ の^を 嚴 重に 守った のであって、 元 

十四 ( 一 七 〇 一 ) 年 版 謠開合 假名 遣 ゃ享保 十一 ー( 一 七 二 七) 年 版 音曲 玉 淵 集に、 この 點 について 說明を 加 へて ゐ るの は， 

元祿 頃になる と、 全く 識別せられ なくなった からで ある。 

【《行 音】 ハ行の 子 昔が、 古く P であった のが F となり 更に H と變 化した こと は、 國語 音韻 史上 最も 顯 著な 事 實で 

ある. - 近古 は大體 F 音の 時代であって、 終 頃に は H 音 も あら はれ かけて ゐ たので ある。 

近古の 初に F 音であった 事 を 知る に 足る 資料に は、 治 承 五 (一 一 八 一) 年に 寂した 東 禪院心 蓮の ロ傳を 記した 悉曇ロ 

傳 (酸 醐三寶 院藏) が ある。 その 中に ハ の 音を說 いて、 唇の 内分 を 上下 合して 丁と 呼んで 終に 之 を 開く と ハ の 音と なる 


と 言って ゐ るが、 マ行 昔 は 唇の 外分 を 上下 合せる やうに 說 いて ゐ るので、 m 昔の 場 <5 口よりも： S の. 2： 方 を 合せる とい ふ 

ハは、 兩 1$ 摩擦音の F に發 音すべき こと を說 明して ゐ るので あると、 橋 本 敎授は 解せられ たので ある (「波 行 子音の 變遷 

について」 岡 倉 先生 記念論文集 二 〇 一 頁)。 

永 正 十三 (一 五 一 六) 年に 成った 後奈良 院御撰 何 曾の 中に、 

母に は 二れ び あ ひたれ ども 父に は 一 度 も あはす くちびる 

とい ふの が ある。 新 村 博士 はこれ を 解して、 ハ ハを發 音す るのに は 唇が 二度 會 ふけれ ども、 チ チの發 昔に は 一：^ 2 がー 俊 

も關係 しないと いふ 意で あると て、 ハ行 音の F 昔であった 謙 左と せられた (「波 行 輕晷音 沿革 考」 艰^! 原^ 三 〇 七 页)。 

萬 暦 十七 ( 一 五八 九) 年に 倭寇 を 防いで 功 を 建てた 明の 侯繼 高の 全浙 兵制に は n: 木 風土記が 附 して ある。 さう して 日 

本 語 を 漢字で 寫 して ゐ るが、 その 漢字 を 見る に、 同一 語 を f 音の 文字で も寫 し、 h 昔の 文字で も ^11 して ゐる。 また 元 

末 明初の 陶宗 儀が 著した 書史會 要に 伊 y:: 波 歌 を あげて、 ハ行 音を寫 すのに、 pf  h の 音 を 持った 字 を 併用して ゐ るの 

も， 日本の ハ行 音が 支那の pfh 何れの： W とも 全く 一致す る もので はない が、 また 何れと も 似た 性質 を 有して ゐ たか 

ら であらう。 さう して 又. I から h に變 化せん として ゐた事 を 推知せ しめる であらう。 n  "f; ドの 文典へ 版本 i:K) に は、 

f の 字に 日本の ある！：々 では、 拉丁に 於け る f の 如くに 發 音され るが、 他の 國々 では h の 如くに 發 音され る。 然し、 その h は 

完 仝な もので なく、  f と h との 巾 の もので、 口と 唇と- 1 ^合せて 閉. ちる が、 しかし それ も 十分 に はしない。 

と 述べて ゐ るので、 近世 初頭に は F より H へ 移らん とする 中間 音が、 ある 地方に あら はれて ゐた 事が わかる。 然し、 

か、 る 音 はま だ^ 準 的な 發音と は^められて ゐ な，^ つた。 コリャ ドも ハ行 音を寫 すのに f のみ を W ゐ、 h の 文字 は 全 


0  0  、 

然 使って ゐ ない。 たぐ、 感動詞に は Ha,  Hilt な， どと * コ リヤドの みなら ャ、 耶蘇 會士も 書いて ゐる 3 

ロドリゲス は發 音に 關 して 精密な 觀察 をな して ゐ るのに、 F 音に ついては、 何等 說く 所がない。 小 文典 (一 0  丁衷) 

に、 曰本語には^2^:^.2と綴られる音節の發音が缺けてゐて、 その代りに；^ isf^ を 持って ゐ ると 述べて ゐ るので * バ行 

の 子音 は 明かに 齒 唇音の V でなかった ので ある. - 而 して ハ行の 子音 を寫 すのに S ゐた. I は、 泣 丁 を 始め 歐洲 語に 於て 

は、 V に對 する 無聲音 であって、 齒唇 音に ® する。 然るに、 。ドリ ゲスが V 音の 有無に ついて 述べながら f 音の 事 を 

注意し なかった の は 何故で あるか。 コ リヤド も、 前述の 如く、 日本語の f は 拉丁の 發 音と 似て ゐ ると 言って ゐる。 或 

は、 歐洲 語に 於け る f を： E ゐて寫 し、 叉 それ を 歐洲語 風に 發音 しても、 餘り 奇異な 感を懷 かしめ ない 程に、 當 時の 日 

本 語 の ハ行の 子音 は齒 唇音 の f と 紛ら はしい 發音 であった ので も あらう か。 

中古 以來、 語 中 語尾の ハ行 音 は 他の 音に 變 化する のが 普通であった から、 pss^fsfs れと發 音した の は、 殆ど 語頭に 

ある 場合に 限る と 言って よい。 ハ は 語頭 以外で も； g と發 音す る ことがあった， - 例 へ ば 「母」 を Fii さ I とい ふの などが そ 

れ であるが、 室町 時代に は 寧ろ ハヮ とい ふ 方が 多かった やうで ある。 ロドリゲスの 大 文典に は 「候 は ヌーを Soroimba, 

Sorofaba 「候 はんに も」 を Sorofannimo と 書いて ゐる (五三 丁 裏)。 多くの場合に、 語頭 以外に ある ハはヮ と 發音さ 

れ、 ヒ はィ、 フ はゥ、 へ はが、 ホは W となった ので ある。 

P 音 は、 appare  (天 晴) ippp  (言つ ば) yoppijte  (能 引いて) yoppitoi (夜 一夜) などの 促音 か、 p3>pat,o,  poppcto, 

fi!>r>uttppin づ in,  ponpon など 擬聲語 擬態語 かに あら はれる つ その外、 パ ン (葡 1)「5) パァテ ル (拉 Imtbr 父) ベル サゥ 

ナ (拉 pensna 身 位) など、 外來 語の 中に 用 ゐられ た。 P 音 を寫す 半濁音符 は 吉利支 丹の 工夫した 所であって、 文祿頃 
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の 耶蘇 會刊 行書から e 例 を： ni- る ことが 出来る。 

【ヤ行 言】 B ドリ ゲスは ヤ行 音の pp^p の發 音を說 いて、 葡 語の Desmayo  (氣 絡) Atalaya  rs- 張) また 四. ば i の 

Ayuda  (援助) などに 於け るが 如くに、 イブ シ 口 ン (Y  ) を 以て 發-背 する のが 正しい と 述べて ゐる (小 文典 ： 二  T 表〕。 今 口 

と 同じく 漸强 重母音で あつたので あらう が、 子音 的な 響きが 相 當に加 はって ゐた かも 知れない。 

ロド リゲ スは、 大 文典に 於て、 五十音 圔のァ • ャ. ヮ三 行の ィ* ヰを寫 すのに、 ，1: れも Y.VJ 以てした 所 も ある (一 七 

九 丁 表) が、 また ァ • ヮニ 行に I、 ヤ行に Y を あて (五六 丁 表 一七 六 丁 表)、 いろは 歌 を 报げて は、 いろの 「い」 を I、 ぅゐ 

の r ゐ」 を Y と寫 して ゐる (五 五 丁 裏)。 小 文典で は、 ァふ 二 行に 「い」 の 假名 を W ゐ. ヤ行に 「ゐ」 を W ゐて、 その 發荇は 

三 行 共に Y で 示して ゐる (七 丁裹 )。 ヤ行に 殊更 「ゐ」 Y を あてよう として ゐ るので ある。 

士  n 利 支 丹 は、 ィの 母音 を寫 すのに； Hl(i.J) を 書いて ゐ るが、 i と j との 間に は .R^ なく、  i が 二つ 綾く 時に： リと 

書く ので ある。 それらと Y との 間に は 大體の til 別 を 設けて ゐ たので ある。 ロドリゲスの 說明 によれば、 yxei  (威 to 

ycon (遣 恨) guioy (御意) Tbuy (武威) meiy (名 醫) C6.y (高位) yru(！g る) などの 如く、 他の 文字の 前にあって も 後に 

あっても、 特^の 意味 を 持って 居り、 一 語をなしてゐるものにはv^をmゐる。 又 uguyslll>?)  tagiiy (類) vdgiiy (大 

食 ひ) などの 如く、 語 中に あっても 語末に あっても、 主として g" の 音の 次に 來て、 それだけで 音節 を 構 成す る 場合に、 

Y を 害く ので ある C 大 文典 五 七 丁 裏)。 後の 場合 は. So 以外の 音の 次に あって、 例 へば、 3 ズ類) xinl.uy  (親類) canniy 

(感淚 ) などに 於ても £ ゐ るが、 何れも 單 獨に發 昔す る 場合で ある。 これに 對 して、 amai (甘い) xighei (繁 い) vomoi 

(重い) ataraxij  (新しい) furui  (古い) など 二重母音 をな す 場合に は、 ij を 以て 書く ので ある。 さう して、 mocliij 


著.  0 

(用 ゐ) xij  (强 ひ) foxij  (欲しい) などの i は、 l)ifunlren  (白蓮) な a  (ぢ や) fkmua  (ひ よんな. >  (laimi6( 大名) mil) (見 

う) などに 於け る i と 同じ 發音 であると 說 いて ゐる (小 文典 一 〇 丁 表— 裏)。 

か、 る說 明の 如くで あれば、 Y は單 獨に發 音され る 母音の ィ であり、 ij は 二重母音 をな す ものであって. ： リと書 

かれて ゐる 場合 こそ は、 ヤ行 音の ィ である 害で ある。 然るに、 大 文典の 五十音 圖 では、 ァ行ヮ 行に I を あてる 事 は あ 

つても、 ヤ行に I を あてる こと はなく、 ヤ行の ィは 常に Y を 以て あら はして ゐ るので ある。 小 文典に 於て はァ .ャ* ヮ 

三 行す ベて Y に 改めた の は、 個々 獨 立した 母音と して は 何れも 同じと 觀 たからで あらう か。 それにしても、 單獨に 明 

瞭に發 音され るィ が、 本來 ヤ行 音に 屬 すべき ものと して、 他の ヤ行 音と 同列に 置かれるべき 程に、 單純 母音で はなく 

なって ゐ たか 否か は 疑ふ餘 地が あらう。 

なほ、 日葡辭 書で は、 特に Y を 用ゐる こと をし ないで、 語頭に 於て は Icon,  Ixei,  I,iru,  ita とし、 語 中 語尾に 於 

て は、 Bu-i,mei-i,  .v.-icamm.i  (初 冠) の 如くす るか、 1 ダ、 vi,  .sgvi  (大喰 ひ) の やうに、 と 書いて 別々 に發 音すべき 

こと を 示して ゐる。 尤も、 I^anglly  (亂 ：；^) の 如き 例外 もないで はない。 

【ラ行 音】 ラ行の 子音 は、 今日 一 般に行 はれて ゐる發 音と 變り なかった やうで ある。 n ドリ ゲ ス の說く 所に よれば、 

日本語の は Lf?l 曰で はなく  R 音で あるが、 葡 語で Koma,  lionn ス 名譽) を發 音す る 時の やうな、 R を 二つ 重ねた 强ぃ音 

ではなく、 葡語 でも Ceruleo  (紺色の) farinha  (粉) に 於け る やうに、 R を 一 っ發 音す る輕 いもので あつたと いふ。 さ 

うして、 xim.6( 辛勞) gimiimi (元来) l.enren  (戀々 ) の 如く •  R が N の 後に つ く 時、 叉 は botmcu (沒 落) などの 

如く、  T の 後に ある 時には、 ロ莕に 觸れて 輕く發 音した のであった (大 文典 五 五 丁 裏、 五 七 丁 裏、 一七 八丁 表ヽ卽 ち、 卷 
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舌の R3 でもな く、 舌 を 口 蓥に强 く あてて 發 音す るので もなかつ た享 がわ かる。 

【ヮ行 音】 吉利支 丹 は、 ヮを w、 ヲを； 5 と 書いた。 小文字で は V  U 通 川して ゐ たから g  §  g  § と兩 様に 書かれて ゐ 

る。 そ S 發 音に 關 する。 ドリ ゲス の說 明に 曰く、 

ra^ の 音節に 於て、 V の 文字 は 正しく は 子音で ない。 從 つて、 我々 の W の やうに、 唇.^ 强く 打って 發ー 1_ "して はならない。 さう 

で， よくて、 子音と 母音との ほ J- 中間に あ；： る 所の 別の 方法 以て、 V に いくらか 躺れ たがら、 A  乂は 0  L1 落^く やうに 發 音す 

べきで ある。 (大 文典 五 七 丁 裏)。 

說 明の 不充分な 所 も ある けれども、 漸强 重母音に 發 音すべき 事 を 言った ものと 解せられ る。 然 らば、 入 マ= の發 音と ほ 

ぼ 同じで あつたので ある。 

【カ行 的 拗音】 カ行 的 拗音の ク 7  • クキ • ク" は 漢字 音に よって 輸入せられ、 漢籍 佛典 をへ ：1 む 上 

換  音 

に は 長く 保存した ので あるが、 國語 化した 言葉に 於て は * 中古 以来 直音に 發 一"？ |门 する 倾向 があった。 

「顧」 r 國」 の 發音は 元 來クヲ • クヲク である けれども、 日本で は 初から コ • コクと 直音に しか 發音 しなかった。 クヮは 

近古に も 標準 音と して 行 はれ、 クキ • ク-は 近古に 消 減して キ • ケ となった。 

「蹶」 の 字音 ク" ッに發 して ゐ ると 言 はれる ク M ル の 語 は、 早く 祌代紀 に 見えて ゐ るが、 降つ て 類聚 名義 抄 にも 「蹴」 

に 化ル、 「蹢」 にク. エルと 訓じ、 伊 波 字類杪 また 「蹴」 にク H ルと訓 じて ゐ るつ か、 る辭 書に 記されて ゐる だけで は、 

未だ 院政 鎌倉時代に、 この 發 音が 行 はれて ゐ たこと を證 する に 足らない ので ある けれども、 後^！河法^^-御^に係る梁 

摩 秘抄卷 二に 收錄 せられた 童謠の 中に 「く ゑ させ てん」 と 出て ゐ るので、 普通の 言葉の 中に あっても、 ク K ルと發 -s:: し 


音  飆 

たので はない かと も考 へられる。 尤も、 その 發 音が 果して 唇 的 拗音で あつたか 否かに 就いては 疑 ひがない でもない。 

一方、 この 語 は 直音 化して、 ゲルと なわ、 中古の 落 窪 物語 以來 その 用例に 乏しくない。 近古から はこの ケルが 一 般に 

行 はれる に 至った ので ある。 

漢籍 佛 典に 加 へられた 訓點 や、 漢籍 佛典 を訓讀 する ための 辭 書類に は、 近古に もな ほクヰ • ク H と 記した もの を 見 

るので あって、 佛 典を讀 誦する に は 後まで 元の 發音を 保存した やうで あるが、 漢籍 を訓讀 する のに、 どの 程度まで 正 

しく 發 音して ゐた かとい ふ點 になる と 明瞭で ない。 室町 時代の 日常の 口語に は 行 はれ なくなって ゐ たと 觀て差 支ない 

であらう。 伊呂波 字類抄 では、 クヰ *ク ヱの 音に 從 つて * クの 部に 擧げて ある 語 も、 窒町 時代に 出来た 節用集になる 

と、 キ • ケの 部に 見出され、 發 音もキ • ケ となって ゐる。 發音 主義 をと つて ゐる 耶蘇 會版 落葉 集 も 節用集と 同じで あ 

る。 倭 玉篇の 如き 漢字 をよ む 爲の辭 書に 於ても * クェ • ク ヰと よませた 例 を 見る 事が 出來 ない。 漢籍の 訓讀 にも 日本 

化した 直音 を 用ゐる やうに なった ので あらう。 

クヮ たク7 は 最も 長く 淺 つた 發 音であって、 今日で も 九州 • 四國. 東北の 諸 地方 や 出 雲に は 聞かれる ので あるが、 近 

古に は、 更に 廣く 一般に 行 はれて ゐた。 然し 文明 年間に 桃源 瑞 仙が 草した 三體 詩抄に は、 その 頃、 京都の 下 曆社會 の 

者が ク プを 力と して ゐた事 を 述べて ゐる。 卽ち 曰く、 

力 ハ直昔 、 クヮ、 キヤ ハ 拗音 ナリ。 直音 ト云 ハ スグ ゾ。 拗音 ト云 ハソ バへュ が ウダ ャゥ ナゾ。 サ ルホド -1 下劣 ノモ ノガ觀 音 

げチ ガ 

ト云 タリ、 正月 二月 ト云 ハ却テ 直音-一力 ナウ テョ イダ。 

かくの 如く、 一 部に は 直音 化する こと も あり、 その 方 をよ いとする 者 もないで はなかった が、 標準 的な 發音 はや はわ 


― 22 


ク グ" であった。 故に、 辭 書類に はこれ を 誤って ゐ ない。 

.f:E! 利 支 丹 は 力 .ガ を r1 お と寫 し、 クヮ ，グ "を ^  ？ と寫し 分けた。 

【ジ ヤ行 昔と チヤ 行 音】 ジ ヤ行 音と ヂ ヤ行 音との 區別 は、 この 時代まで 存 して ゐた。 告利支 丹の 羅馬字 綴で は 次の 如く 

書き分けた。 

ジ ヤ行 ，5^  お  f 行 I  •』 —  § 

指定 助動詞の 「ぢ や」 は、 窒町 時代に 發 生した ので あるが、 この 語の 發音は 一種 特^な ものであった やうで ある。 こ 

れは、 「である」 が 「であ」 となり、 更に 音 變化を 起した ものであって、 一部に は .c.?- とも 發 音した が. しく は R でも 

I でもな く、 語頭の 音 は G よりも 寧ろ D に 始まり、 口中で 作られる ある 力 を 伴って 發 S: され、 明瞭で は あるが 然し 

一種の 中 問 音で あると、 ロドリゲスの 大 文典 (一 五三 丁 裏 一七 八丁 表) には說 いて ゐる。 近世に 及んで、 一 九の 木せ 陶ひ3 

膝 栗^に 美 濃 方 11 一口と して 川ゐ、 谷川 士淸の 倭訓菜 大綱に 尾 張の 方言と して 錄 せる 「で や」 は、 { せ 町 時代の か、 る發音 

を ある 程度まで 傳 へ たもので あらう。 

【ア^ィ 段ェ 段】 ァゅ K ィ d^H^ の 長音 は、 この 時代の 普通の 言葉の 中には あら はれなかった。 感動 

長  音 

詞 のハァ を、 羅馬 字書き にした もので は、 S と寫 して ゐ るので、 この場合に は ハ ー と- 4- めに 發 音し 

てゐ たので ある。 近畿 地方で は、 今と 同じく 單 音節 語 をす ベて 延ばして 發音 する 傾向 はあった が、 木より 1^ 準 的な 發 

音ではなかった 。今日 * 中國 地方の 方言で、 助動詞の 「まい」 を マ ー と 言 ふの も、 旣に窒 町 時代の 末から あつたの であ 

る。 0 ドリ ゲス は中國 方言の 特徵の 中に 數 へて、 次の 如く 說 いて ゐる。 


中 國の者 は、 發音 する 際び ろが リ 1.^ 過度に する。 卽ち、 口.^ 過大に 開いて、 一種の 高い 響 > ^與 へる。 例へば、 nariimai の代リ 

に nam ミ； I とい ュ。 

豐後 にも か、 る 發音は 行 はれて ゐ たので ある (大 文典 一 六 九 丁 裹) 

は 二重母音に 發音 すると、 n ドリ ゲス の說 いて ゐる こと は、 前に 述べた 通りであって、 吉利支 丹の 羅馬字 綴で 

も • すべ て： リ .5? など- M 1 字で 表して ゐ るので あるから、 まだ ィ 1* ェ ー と 長音に 發 音して はゐ なかった ので あらう。 

南蠻 系の 外來 語の 中には a  ei の 長音 も 含まれて ゐ たのであって、 それ を 假名で 寫し たもの を 見る と、 

ハ ァテレ (葡 radrc 父) パァ テル (拉 Paler 父) ミィサ (拉 Missii 法會) ヒィ リヨ (葡 1 二 Iho 男の子) 

と い ふ 例が、 耶蘇 會の 初期 刊行物の 斷簡 中に 出て ゐる、 d 謠物 等で 音 を 延ばす 場合 を 示す 記法 を應 用した ので あ つて、 

夫々 ァ ー • ィ ー と發 音した ので あらう。 平 假名で 書いた 例 は、 寫本刊 本 中に 多く 見出され るが、 それに は 

ば あば (拉 I-:lpa 法王)  ち リんだ もで (葡 IVindade 三位 一 體) 

ひ いです (拉 Fids 信仰)  ば、 2 つ いす も (葡 Bautismo 洗禮)  . 

の 如く、 片 假名 書きと は 違って、 「あ」 「い」 の 假名 を 小 書して ゐ ない。 e の 長音で は、 葡 語の l>l.ol)15t"l(： 豫言 者) を、 

文祿 初年の 刊行と 推定 せられる 「どち りい なきり したん」 及び 一 六 〇〇( 慶長 五) 年 改訂版の 同書に、 「ぼろへ えた」 「ぼ 

ろへ えた」 と 書いた 例が 見られる。 この， 語 も、 一 五九九(慶_^^^四) 年刊行の「ぎゃどぺかどる」では、 多く r ほろ へた」 と 

し、 一ヶ所 だけ 「ぼろへ いた」 と 書いて ゐる。 この 書き方の やうに、 e の 長音 も、 「い」 の 假名で 示した のが 普通で あ 

る。 例へば、 次の 如くで ある。 


-、 れ いぢ i (葡 CJoIlegio 學林) く はれ ぃすま(^^。？-13§13四旬齋) 

1 方に は • か、 る 長音 を 示す 假名 を 全然 附 してない 例 も 多く、 「ば あてれ」 も 伴. 大述の 字 を あて 、バ テ レ ンと首 ふや 

うにな つた 如く、 日本語 化した もの ほど、 本来の 長音 も 短音に 發 昔せられ たやう である。 それ も畢竞 a  ei の-;:^ 昔が 

日本語の 中に^し なかった からで ある。 

【ォ 段】 ォ 段の 長音に は、 開 合の 二種が あり、 室町 時代に はこれ を 「開」 「合」 叉 は 「ひろがり」 「すば り」 と 言って ゐ 

た。 吉利支 丹 は その 開 音 を 6、 合 音 を <o と寫 した。 

6-0 の發音 法に ついては、 ロドリゲスが 大 文典 2 七 五 丁 裏) にも 說 いて ゐ るが、 こ 、には小文典の^^？-を^かぅ。 

二 望 母音の >"<oi に 終る 音節 は 菊 語に 於け ると 同 樣に發 音す る。 卽ち、 長音の 6( 大 文典 LL 「ひろがる」 6 と いふ) は 二 つの g,^ 

以て 發音 すると： 1： じで ある。 例へば、 J^Iinha  5ふ( 我が 祖母) Capa  de  d6( 朝 服) EnxS (手斧) P6(^) の やうに、 口と H と.^ 開 

いて 發音 する。 變長 音の <o( 大 文典に 「すばる」 <o とい ふ) は 二つの 母音 OU  .^以 て發音 すると 同じで わる。 ち、 湘？ の！ -leu 

av ひ (我が 祁父) ま ca (口)  IVISChc (木 兔) C6rpc (身 體) に 於け るか 如く、  口.^ 少しく 閉ぢ、 それと 共に 1$.^ 阅 めて 發ー li" する。 (1 

二 丁 表) 

これによ つて 大體の 區別は 知られる。 開 音の >o は^に あたり、 合 音の 6 はおに あたる。 

d は、 ァ 段の 音節が ゥの 母音に つ く 時、 例へば、 字音 末尾の ゥ音、 用言 語尾の ゥ昔便 形、 助 動：^ の 「う」、 叉、 字 

音 末尾の フ、 動詞 語尾の 「ふ」、 その他 ゥと發 昔せられ る 語 中 語尾の フに接 緒した 場合に あら はれる § の 音が 變 化して 

來 たもので ある。 卽ち、 §が§ となり、 次に § が 融合して、 a と 0 との 中 問 せ" である n.s" の，^ となった ので ある。 


カウ カウ (孝行) が c6c6 チャウ (町) が cli6 マウス (申す) が m6su カフ (買 ふ) が c5 ァ カウ (赤う) が acS アラウ (盲 

らう) が al.6 となった 類で ある。 

ァゥ (央) ァフ (逢 ふ) は、 ワウ (王) など、 同じく、 吉利支 丹 本に はがと 書いて ゐる。 落葉 集で も 押 奥に は 「わう」 と發 

音 を 註して ゐる。 單 獨に發 音せられ る 才の音 はすべ て ？ であった からで ある。 

ク ヲの拗 短音 は存 しなかった が、 ク ワウから 出た 長音 は、 唇的拗 昔であった。 例へば. ク ワウ ミヤ ゥ (光明)、 クヮ 

ゥク ワウ (廣々 ) を、 吉利支 丹 は qu6mi6,  (1116(1116 と寫 して ゐる。 

マ行 バ行 e: 段 活用 動詞の 連用形が 撥音 便と なる 事 は 中古から あり、 近古に 廣く行 はれた ので あるが、 室町 時代に は 

更に 所謂 ゥ 音便 をと つた。 ゥ 音便と は 言 ふ もの 、、 がその 前に ある 母音と 融合して 長音に 發 音せられ たので ある。 

その 長音 は 三種に 分れて ゐて、 その 中 § の 融合した もの は 6 となった。 助動詞の 「む」 は g  m n と變 化して、 次に ひと 

なり、 長音と なった。 それと 同じく、 マ行 バ行の 動詞 の 場合に は、 が m  n  u の 過程 を經 て、 長音 化した ので あ 

らう。 例へば、 ycl.6(la (選う だ) vog6da  (拜 うだ) y6da (止う だ、 病う だ)" 

合 音の 6 は、 ォ段 又は ェ 段の 音節に U 又は 0 の 音が つ き、 或は 又 撥音が e 又は 0 の 音に 精いて 出來 たので ある 0 

g の 過程 を經 たもの は、 主として、 正しい 假名 遣で 「お ほ」 と 書かれる ものに 見られる， - 吉利支 丹 本に よれば、 「大 

方」 「狼」 「公」 「仰す」 などの 「お ほ」 は. W と 書いて ある。 しかし、 この種の 長音 化は必 すし も 規則的に 行 はれた ので は 

なく，  I 多 さ」 「覆 ふ」 は vouosa,  vou6 と寫 されて 居り、 その他 「焰」 「氷」 「通り 」 「遠い」 も 長音と はなら す、 の 十 

も touo となって ゐる。 


^から. となった の は、 中 問に g の 階段 を 通って ゐ るが. 前者に 比して 優勢で ある。 町 時代の 末期に は、 例外 を 

許さない 一 般的 法則と なって ゐた。 

ま 公 f6c6 相應 s6uS 等 16 內證 ヨ .bb  fy^s 良う 来う cS 思 ふ v§r 數ふ caz, 

S の 6 と變 化した 經路に 就いては、 「吉利 支 丹 敎義の 研究」 (四 七 頁 以下) に 委しい 說明 がして ある。 それに よれば、 

8ー8 お-， の やうな 順序 を經 たのであって、 i 至 町 時代の 末に は、 大體に 於て、 その 最後の 段階にまで 進んで ゐ たので あ 

る。 例へば、 「えう」 「せう」 「でう」 「ねう」 の 如く、 正しい 假名 遣で H 段の 假名 を W ゐる もの を、 文^ 元年 版 羅^ 字 

本士 I： 利 支 丹敎義 では、 Cany6( 肝要) X6X6( 少々) gi<.>gi6( 條々) bunlKX 豐 饒) など 誓いて ゐて、 「よう」 「しょう」 「 ぢょ 

う」 「にょう」 など、 ォ 段の 假名 を 含んだ 拗音と 少しも 一 R 別して ゐな いので、 共に 最後の 段階の めに 建して ゐた jg?; がわ 

C 

かるので ある。 然るに、 「けう」 「げ ふ」 の やうな カ行 音に 限って、 qe6qe (敎 化) qe^acu (凶 惡) qe5man (瘸慢 ) sague5 

ケゥク ワイ 

(作業〕 と、 もとの ェ音を 存じて ゐる、 又 一方に は、 「交 會」 を esquai と窨 いた 例が あり (原本の qi6 は qi<,> の 誤)、 

「業」 を gui へ >  と 書いた もの も 他 本に 見られる ので あるから • カ行 音 だけ は、 當時 まだ 大體に 一 3 の投 階に 5m まって ゐた 

らしい ので あるが、 それにしても、 ある 場合に は、 ぉ乃至-^の段階まで進んでゐたものと^！^-へられると、 橋 本 敎授は 

推定 せられた。 

ロドリゲス は c】>  giA の發 音に 於て は、 C に いくらか 觸れて TD を 以て 發音 すべきで あると て、 ch(x 蝶) な 6 

(條) cli6zu  (手水) Cll<,>f6  (重 寳) は te<\  (leA,  te(，>zu,  the ミ <X  te「>fr> とい ふの が 日本語の 正しい 發昔 であると 說 明して 

ゐる (大 文典 一七 八丁 表： r 然 らば、 タ行 音も檩 準的發 音に 於て はおの 段階に あつたの であらう。 


ま  a 

大 文典に、 下 二 段 活用 サ行 變格 活用 動詞の 未来の 言 ひ 方を說 き、 agls6( 擧げ う) の 語 を 以て 列 示し、 他の 語の 構 ま 

に 就いては、 連用形の おに 終る もの は. ま 又は I に變 へ、 は <p、  はへ I、 お は： p、 『？^ は. g に變 へる と 述べて ゐる 

(七 丁 裏) つ 然るに、 小 文典に 例 語 を 集めて 表示して ゐ るのに は、 Curabe6( 比べう) fe6( 經ぅ) aglle6( 擧げ う) todoIS() 

(屈け う) motome6( 求めう) fall  (撥ねう) fallaro<,> (離れう) ataye6( 與 へう) de6( 出う) tate6( 立てう) maj06( 交 

ぜぅ) Saxe6( させう) mairaxe6( 參ら せう) と 書いて、 悉く  e の. 字 を 加へ てゐる (一 九 丁 裏— 二 〇 丁 表)。 その 表の 前に、 

日本語 動詞の 活用 を 理解す るに は、 五 音 (五十音 圖) と 假名 遣と を 知らねば ならぬ とカ說 して ゐ るので、 こ. T こ e を 書 

いたの は、 標準 的發 昔に よった ので あるに しても、 假名 遣に 索 かれた 所が あるので はない かと 考 へられる。 

日葡辭 書の 卷 頭に 置かれた 例言 中に ォ段拗 長音に 關 する 一 ケ條が ある。 それに 曰く、 

Fi6r6( 兵糧) ：vsji  (名字) などの やうに、 長い 音調 持った 語に 於て に、 初の 音節 ズど、 時には E、 時には I で 書く。  F:S  (表) 

QiSv 經) などの やうに 短い 音調.^ 持った 語に 於ても 同樣 である。 、、れ は 何故かと いふに、 假名で は、 一方. A  Fiau で-で ro、  ft- 

方.^  Feu (へう) と 書く からで ある。 それ だからと言って、 發音するのにIiリもKがすぐれてねるとぃふ事はぁ，，^唇、ぶ、 。 寧 

かみ ゆう 

る、 E で 書く ことが 出來 ると いふ i リも、 上 衆が 長い 音調. 持った 語. J,  Fi6r6( 兵糧) Fi5gi  (兵 學) などと 發 音す るので、 そ 

の發音 法に 從 つれが ぶい。 FiS,  などの 如き、 短い 音調 有する 語 も 亦 Qc6  ,-5 は QiG とずって、 I に發 音し；^ 方が 5： か 

つてね る。 然しながら、 -、、 に は 假名 書きの 方法に 隨 つて、 E で 書く こと も 採用して ねる ので、 これらの 語. に、 差別た く E 

xij で も 書く、 一  と にす る。 

この 說明 によれば、 上 衆卽ち 上方の 者 は、 ォ段拗 長音 を、 開 音 も 合 音 も I の 音 を 重く 發 音して ゐた ので ある。 化って 
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と fS けば、 その 發 音に は 最も 近かった 害で ある。 然るに 日葡辭 蒈 に は、 を？^ 川し、 或は 一， 語を兩 様に に： 

き、 或は 一方の 書き方の み を 用 ゐてゐ るつ これ は、 必す しも その 語の 發音に 基づいた ので もな く、 假名の 記法 をも參 

照した からで あると 斷 つて ゐる けれども- 開 音が ェ 段の 假名 を 含む 事 は 全然ない ので、 開 昔に. g と 書いた の は 記法の 

混亂を 物語る もので あらう。 

マ行 バ行 四段活 S 動詞 速 S 形の 撥音 便が * 語 斡の ォ段 H 段の 音節に つ ^いて ゐる もの は、 { ザ-町 時代に 合 昔の 6 とな 

つた。 n 音が 母 昔 0 と 近似の 性質 を 持って ゐ るので、 g S と 同様な 變化 をした ものと 思 はれる。 ォ 段に 縫く もの は、 

y6da (讀 うだ • 呼 うだ) ま da (飛う だ) yoroc6da (喜う だ) の やうに 直音と なり、 ェ 段に 精く もの は saqeOda  (叫う だ) 

sone6da  (嫉 うだ) の やうに 拗音と なった。 テ ミズ (手水) が テゥズ となった の は 中古の ことであって、 近古に は te つ >zu 

となった ので ある。  - 

以上 述べた やうな ォ段 長音に 於け る 開 合の 別 は、 近古時代の終まで確.|:^に{寸られてゐた" 假 名 遣の 上で も、 それ を 

混同す る こと は 殆どない。 た 「う」 と 「ふ」 との 假名 を 誤る の は、 中古 以来の 事で あるから、 一； 一一 n ふ 迄 もない。 また ォ段 

掬 長音の 合 音 は、 ォ 段の 音節から 生じた もの も、 H 段の 音節から 生じた もの も、 その 發 音が 略！： じであった ので、. そ 

の 間で は 假名 遣が 亂れ てゐ る。 落葉 集 は 發音を 基礎と して 排列した ものであって、 長 昔の 假名 は 「う」 を 以て 統一し、 

「當」 「到」 「答」 「踏」 は 「たう」、 「束」 「冬」 は 「とう」 と 書いて 別し、 拗音 は、 「長」 「®」 の 「ちゃう」 に對 して、 rmj 

「朝」 「鳥」 何れも 「てう」 と 書いて、 開 合 を 別って ゐる。 小 林 好 日 氏の 調^に よれば、 應. 水 三十 §:( 一 £ 二 七) ギ兩 所十聽 

衆 評定 事 書 案 (卨野 山 文 香) にも 「訴訟」 を 「そせ う」 と 書いた 例が ある。 これ を 以て 觀れ ば、 その 2^ には旣 に.， しょつ 一と 
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「せう」 とが 同 昔 ー乂は 甚だ 近い 音に 發音 せられる こと もあった かと 想 はれる o また 應永 三十 一 一年 辆淵彥 太 郞玄狀 案 (高 野 

山 文書) に は、 合 音の 「條， 一 を 「ちゃう」 と 開 音の 假名 遣 を 以て 書いた 例が 見られる (「室町 時代 言語 2 九覺 書」 國文 學路査 第二 

輯ー ollnoo 開 合 を 偶. - 誤る こと は 可な り 早くから あつたの かも 知れない.^ 然し、 一般に この 別 を 失った の は 近世に 入 

つてからの 事で ある。 卽ち. 元 祿 前後に は、 開 音の.^ も 5 になって しまったの である。 

ロドリゲス は、 同 一 語 も 意味の 相違す るのに 從 つて 開 合 を 異にする ことがあ ると 述べて ゐ る。 例へば、 「法」 は弗敎 

の敎法 又は 宗派に 關 する 意味の 時には、 me き rengiiequi6  ( 妙法 蓮華 經) V6b(x 王法) Ximb6( 心 法) bupp6( 怫法) 

X0f6( 諸 法) Iof6( 如法) の やうに、 常に 合 音 をと り、 規則 命令法 則 を 意味す る 時には、 1.0ま( 例 法) f6xiqui  (法式) の 

やうに 開 音 をと る。 「理を 破る 法 は あれ ども 法 を 破る 理 はなし」 とい ふ 時の 「法」 も； S である。 また 「方」 は、 方向 を 意味 

する 時には 2)6  (東方) saif6 ハ 西方) Xif6fal)p6(g: 方 八方) の 如く 開 音であって、 yof6(ra 方) の 如く 平方 を 意味し、 

yacuf(x 藥方) の 如く 調劑を 意味す る 時には 合 音であった とい ふ (大 文典 一 七 八丁 襄)。 これ は 略事實 にかな つた 說 明の や 

うで ある。 饅頭 屋本易 林 本 その他の 節用集 を昆て も、 「法度」 「法例」 「法式」 「方角」 等 は 波の 部に 收め、 「法師」 「法 

語」 「法 流」 「方 藥」 等 は 保の 部に 收 めて ある 3 日葡辭 書に 錄 されて ゐ るのに もこの 151! 別が 認められる。 然し 又、 jj^ 叫 

1 語に つ いて 見れば • 何れと も 決し 難い もの もあった やうで ある。 

【ゥ 段】 ゥ 段の 長音 も 近古に あった。 吉利支 丹？ i これ を >u と寫 し、 u ドリ ゲスも 初 は その 書き方 をして ゐる けれど 

も、 小 文典 を 著した 時には A と 書いた。 大 文典 (一七 五 丁 裏) に 於ても、 >u は 唇 を圓め ロを閉 ぢる點 で、 「すばる」 6 に 

甚だよ く 似て ゐて、 九州な どで は <o を >u. に發 音し、 これ を 「すば り 過ぐ る」 と 言 ふので あって、 本來， ^は<0 に K すると 
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觀 るべき ものであると 述べて ゐ るので、 か、 る觀 方から して •  U の 長音 も 亦 合 音の 記號を 加へ る ことにし たので あら 

う。 日本人 は、 これ を 「ひく」 とか 「長む る」 とか 言って、 <o と は 1^ 別して ゐ たので ある。 その 發 一-せ 法に ついて、 口 ドリ 

ゲス は、： 二つの U が 書いて ある やうに 引延して 發音 すると 言って ゐる (大 文典 一 七 五丁^、 小 文典 一 二 丁 表)。 

ゥ 段の 長音 は、 「ッ ゥ」 (通) 「ヌル ゥ」 (緩う) 「クウ」 (食 ふ) など、 ゥ 段の 音節に ゥの 音が 緣ぃ たものに 生じた。 マ行 

バ行の 叫 段 活用 動詞の 撥音 便が 語 粋の ゥの 音節に 續ぃ たものに も あら はれた が、 町 時 の 末に も 撥音 便 をと る 方が 

普通であって、 日 葡辭書 は 撥音 便り 語形 を擧 げてゐ る" 「組む」 など は cuiida とのみ しか 言はなかった けれども、 r:^ 

ぶ」 は musunda とも musida とも 言 ひ、 「進む」 は susunda とも suslsa とも； 一一； II つた やうに、 ある Si は 雨 核の 一一 n ひ 

方 をした ので ある (小 文典 二三 丁 裏)。 

その外に、 「ィ ゥ」 (有) 「リウ」 (流) 「アキ ウド」 (商 入) r ゥッ クシ ゥ」 (美しう) などに 於け る. 2 の 融合に よって ゥ段 

の拗 長音 を 生じた。 また、 マ行 バ行 S: 段活 m 動詞の 撥音 便が 語幹の ィ 段の 音節に つぐく 時に も、 najada  (馴染う だ) 

nijilda  (溶う だ) xilda  (染 うだ) となった が、 ゥ 段の 音節に つ く 場合の 不规则 なのと は 異なって、 この 長 昔 は 规則的 

に 行 はれて ゐた。 

「キ ゥ」 r シゥ」 「リウ」 など を、 謠 曲に 於て は、 拗 長音に しないで、 kill,  shiu,  riu と i 音 を： 止しく 發音 する のが 

常で あるから、 室町 時代の 末に は拗 長音に なって ゐ たにしても、 i 音 を 今 曰よりも 重く 發 昔して ゐた ので はない かと 

橋 本 敎授は 推定 せられた (吉利 支 丹 敎義の 研究 五三 H)。 
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漢字 音の 四聲 は、 我が 國に傳 へられて、 漢籍 佛典 を讀 誦する 際に 正しく 守られた ので あるが、 日本 

入 聲 音 

語に なって 日常 用 ゐられ たものに 於て は、 P 音 K 昔で ある もの は、 日本語の 音節 構成 法に 從ひ、 母 

音 を 伴って 開 音節と なり、 人聲の 性質 を 失った。 卽ちパ K 音はキ • ク となり、 P 音はフ となった ので ある。 然るに、 

T;;m は 近古に も尙 支那に 於け ると 同様に 入 聲に發 音して、 ，S  S の 音と はならなかった" 

士 口 利 支 丹 は、 その 入 聲音を T を 以て 寫 したつ 例へば、 betmot  (別物) fitjet  (筆舌) fotiiet  (發埶 -:) jitguet  (日月)。 こ 

の T 音が， g の發 音に 變す るの は 中古 以来の 事であって、 近古 末に も 同一 語で 兩 様の 讀方 をした ものが ある" 日 葡辭書 

の 中から 例 を 拾 ふと、 Bet,  Beclii (别) IBeEan,  iBecliidan (別段) X6g§t,  X6guaclii (正月) Itd6,  Ichid6( 一 道) 等が 

ある。 假名で 書く 時には、 にチを 用ゐ、 T にッ を用ゐ た。 T を寫す 特別の 文字がなかった からで ある (大 文典 五八 丁 

表)。 故に、 パッと 書いても l)at とよむ のであって、 か、 るッを 「詰 字」 と 呼んだ ので ある (小 文典 九 丁 表： T 

世 阿 彌應永 三十 四 (一 四 二 七) 年の 自筆と 推定 せられる 「松 浦の 能」 (觀世 左 近 氏 蔵) に、 r ジせ ツモ ハヤ クヒコ 口へ テ」 と 

「時節」 の 末 音ッを 小！^ 曰して、 これに 半圓の 符號を 加へ て ある" 謠 曲の 方で は、 か、 る 場合の 入 聲音を r 吞 む」 又は 「含 

む」 とい ふので あって、 音曲 玉 淵 集卷ー 「つめ 字より うつり やうの 事」 の條 に、 ガ行 ザ行 ダ行 バ行の 濁音、 ナ行 マ行の 

鼻音が 次に 來る 時には 「上の ッメ字 を 呑に と 註して ゐる。 例へば、 「雪 月」 「骨 髓」 「越度」 「血判」 「出 人」 「發 明」 等に 

於け る 中の ッ字を 指して ゐ るが、 謠開合 假名 遣で は 「鼻へ 入る」 と 言って ゐる。 この 發音は 現在の 謠ひ 方に も傳 へられ 

てゐ る" その 音に 就いて 今日の 舉 者の 觀る 所は必 すし も 一 致しない。 石黑魯 平氏 は、 先づ舌 尖と 齒莖の 上との 閉鎖 を 

して * その 閉鎖 を 破らないで、 2, を 出さう と 企て \ 息 を 鼻に 通す ので あると て、 の音字をぁてられた(「謠曲(觀世梅 


若 流) の發音 法に 就いて」 音？^ の 研究 第 I 輯ニ四 頁)。 ：！^ 伯 功介 氏 は、 舌 を 上に 着けて 密閉 を 作り、 も！^ 時に 輕 く 閉ぢ、 

咽頭に 於て 鼻腔へ の 密閉 破裂 を 起す ものであって、 その 際の. どび こと 舌の 後部と によっても：： 腔の 方へ の 密閉が 作ら 

れ、 のどび この 密閉が この 發 音の 本質に 關 係し、 舌先の 密閉 は 色附け 的な 變化 に過ぎない とて、 1^ 又は， g の 音字 を以 

て 示された (「謠 の發音 (突 生きに ついて 〔補 ひ〕」 音骧の 研究 第 I 輯四 〇K)。 橋 本 進 士：： 敎校 も、 軟 nij^: と 咽； 收 との 閉鎖に よつ 

て發 せられる 鼻 的 破裂音で あると 觀られ た (吉利 支 丹 敎義の 研究 五 七 贾)。 何れにしても、 入聲の T 音が 次に 來る 有聲 It 

又は 鼻音との 關 係から 變 化した 特殊な 發 音であって、 讅曲 のみに 止まらす、 {ザ_ 町 時代に は 普通の 談話に 於ても W ゐた 

ので はない かと 考 へられる。 

これ は 主として 有聲音 及び 鼻音の 前に ある 時に 起る 音變 化で あるが、 また 「藤 橘 叫 家」 の 如き 無聲昔 の 前で も、 「菩 

薩」 の 如き 語末で も、 稀に 起る とい ふこと を 石 黑氏は 指摘 せられた. - 苦 曲玉 淵壤に は、 「訓の^><字は^直にi?ふ又ッ 

ムルは 有存て 移る はた ま/、 有 也」 とて、 字音の 入聲音 以外に も吞ん で謠ふ 場合が あると て、 「山 賤」 「， 抓 月」 「千滿 

殿」 「木津 川」 「おそれつ へう そ」 を 例示して ゐる (卷 一、 廿 一 丁 裏)。 

促音 は旣に 中古に 現れて ゐる。 物語 類の 用語の 上に は餘り 見られな いが、 漢文 を訓讃 した もの、 中 

。く  ー|| 曰 

に、 その 例が ある。 石山 寺藏 「金剛 般若 集驗 記」 の 加 點の時 は 明確に 知り 得ない けれども、 ： 人 .ぉ. 承 

和 (八 二 四 —八 四 七) 頃の ものと 觀 られ、 その 中に r 發」 を r タ テ」、 「有」 を 「タ モテ」 と^じて ゐ るの を、 大矢透 博 十 は 促音 

便の 例に 擧 げられ た (假名 遣 及 假名 字體 沿革 史料 第 四面、 かくの 如く、 八 r 日 促音に 發 fju する 場合の 假名 を 全然^お して 

ゐ ない 例 は、 その後の 資料に も 緩いて 見える。 延、 お 本 平家物語に 於ても、 「キット」 「サ ット」 「トワト」 r ヒ フット」 


など、 擬聲 擬態の 語に は ッ字を 用 ゐてゐ るのに、 所謂 促音 便の 場合に は、 本 來の音 は 勿論、 促音で ある こと を 示す 記 

號を 加へ た 例 は、 全くない ので ある。 ここに 於て、 山 田 博士 は 平 曲の 發 音に 徵 して、 「前の音を稍長く呼びて ，f^-の音 

にう つり 行き、 中間の 音 は 實は微 にして 殆ど 省かれた る 如き すがたに なりたり しものに あらざる か」 との 解釋を 加へ 

られた (平家物語の 語法、 下 一 七 六 六 頁)。 

延慶本 平家物語で、 促音 便 を 全然 表記し ない もの、 大部分 は ラ行 叫 段 活用 及び ラ行 變格 活用であって、 タ行 四段活 

用の 例 は 僅に 「モ テ」 の 一 語に 過ぎない。 「もて」 のみ は 中古の 物語 類に も用ゐ られ、 その 發 音の 如何に 關ら す、 「もて」 

と 書く のが 記載 上の 習惯 になって ゐる。 ラ行 音が 鼻音に 變 化する 時に、 これ を 書き表さな いのも、 中古 以來の 習慣と 

して、 延慶本 平家に 於ても、 稀に その 例 を 見る ので あるつ 院政 鎌倉時代に は、 タ行 叫 段 活用の 促音 便 は 表記しても、 

ラ行 四 段 活用 等の 促音 便 は 表記し ない 事が 多い のであって、 延慶本 平家で は、 その 全然 表記し ない 方針 を 取った ので 

ない とも 言へ ない。 た s^、 ある 實 際の 音響 を模 した 擬聲語 や、 音聲 そのもの によって 特殊の 意味 を 表さう とした 擬態 

語に あって は、 その 全 語形 を 何れ かの 文字 を 用 ゐて寫 し 出さねば ならなかった ので ある" 

1 方 叉 他の 資料に よれば、 促音 便 を 色々 な 假名 を 用ゐて 表して ゐ るので ある。 ッ字 を闭ゐ たものに は- 長寬元 (一 

1 六 三) 年 點大廒 西域 記、 永 萬 元 (一 一 六 五) 年點香 藥鈔、 寬喜三 (一 二三 一) 年 點白氏 文集に 「欲. 一 を 「ホッ (スヒ とし、 寛 喜 

點 文集に は 「尙」 を 「タツ トフ」 と訓 じた 例 も ある。 ッ 字の 外に は、 ン字を 用 ゐた例 も 中古から あり、 窒町 時代に 及んで 

も、 桃源 和尙の 史記抄に、 r ヮルク ナン タホ トニ」 「紅 藍 ヲ取テ モ ン テ」 など 寄き、 「チリ チリ 一一 ナ ン ッ タ時」 「ッレ テ 

イン ッテ」 など 「ン ッ」 を 以て 寫 した 例 さへ ある： 親鸞 聖人な ども 種々 な 記法 を 併用した らしく、 吉澤 博士の 調査に よ 


れば、 「ン」 「ッ」 の 外に 「チ」 r フ」 の 假名 を 以て 促音 を寫 して ゐ るので あるが、 而も それ は 親 13- のみに 限った 事で はな 

い (國 語國 文の 研究所 收 「敎行 信 證の訓 點は坂 東 語 か」 四 〇 四更 以下 「本顿 寺 本敎行 信^ 點^の 乘 に 就いて」 五〇 九 K 以下)。 要する 

に、 鎌倉時代に は、 促 昔 を 全然 表記し なかったり、 表記した りして、 表記す るに しても、 川ゐる 文.：：^ が 一 おして ゐな 

かった ので ある。 これ は 畢竟 促音の 本體が 明確に つかめなかった からで あらう。 さう して * その 發 11：： 法が 八：' 日と 如：！： 

程 相違して ゐ たかは、 容易に 斷 言出來 ない。 

種々 試みられた 表記法の 中で は、 ッ字を あてる 方法が 次第に 勢力 を 得て、 窒町 時代から は、 大體 これによ つて 統一 

された." ッ字 を用ゐ るの は、 漢字 昔の 人 ast 音 を 中古 以來ッ で 表して ゐ たが、 その 入^. -pi:: が 力 • サ *タ. ハ行 音の ル S 

にある 時に 促音と なった ので、 その ッ字を 字音 以外の 場合に も應 用した ので あらう。 世 阿彌は 入， 啓の ッを小 誓して ゐ 

るが * 促音の 場合に も 亦 同じ 書き方 をして ゐる。 

ム カシサ テヒコ トイ、 シ人キ ミノ セン ジニ シタ カイ テフ子 ノウ ェ ヨリ カツ ハ トミ ヲ ナケテ チイ ロノ ソコ 二 シ ツム 

ト ミ ェ ：：リ (松 浦 乃 能) 

士ロ利 支 丹の 羅馬字 綴で は、 caccacu  (各々) yecqui  (悅 喜) bucossa  (無骨 さ) taxxite  (達して) mot-te  (以て) tappai  (答 

拜) の 如く、 次の 文字と 同一 又は 同音の 文字 を 重ねて 示した。 室町 時代の 促音 は、 恐らく 今日の 發 音と； S ど變 りな か 

つたので あらう. - 

入 聲音を 含む 字音 語 以外の 促音 便 は銶倉 時代に 最も 優勢であって、 武士赏^^ぶに於て特に多く用ゐ、 一 舣社會 の 言葉 

にも、 その 傾向 は 著しかった やうで あるが、 窒町 時代に 入る と、 その 勢力 を 著しく 減じ， 一部に 固定して ss つた だけ 
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である。 ロドリゲスが、 規則的な 促音 便と して 擧げ てゐ るの は- 「引 キ」 「追 ヒ」 が 接頭 辭 的に 用 ゐられ て、 r ヒッパ ル」 

「ヒッ 込ム」 「オシ パナス」 「ォッ 取ル」 となるな どで ある (大 文典 一七 七 丁 裏、 小 文典  一 一丁 裏) つ その外 は、 漢字の 入聲 音が 

力. サ • タ • ハ行の 昔に つ く 場合で ある" さう して、 獨り T の 入聲音 のみでな く、 開 音節と なって ゐる r チ」 「ク」 

「フ」 もす ベて 促音 化した。 例へば、 数詞の 「イチ」 「シ チ」 「ハチ」 「ロタ」 「ヒ ャク」 「ジ フ」 が 助數詞 に續く 時に も あ 

ら はれた ので ある。  - 

漢字 音の 三內 鼻音 m  n  の 別 は、 漢籍 佛典 を讀む 上に 保有され たけれ ども、 日本語に 取 入れた もの 

撥  音 

では. 喉內の が 早く ゥ となり、 更に 室町 時代に 長音と なった つ 唇內の m が 舌內の n との 1?!： 別 を 失 

ひ、 大體 n の 一藩に 歸 したの も 中古に あり、 近古に は 全然 識^せられ なかった， - さう して、 室町 時代に、 m 尾 音の 語 

が 複合して 連聲 となる 時に も、 r 感應」 「探 幽， 一が 「カン ノウ」 「タン 二 ユウ」 となって ゐ るので、 r 感」 「探」 を n 尾 音に 

發 昔して ゐ たこと がわ かる。 音曲 玉 淵 集に も、 「陰陽」 に 「ヰン 一一 ャゥ」 と 註して ゐる。 「三」 が、 「三 六十 八」 「三 郞」 に 

サブと いひ、 「三位」 を：， サ ン ミ」 とい ふ 所な どに 本来の 唇內 音の 面影 を傳 へ てゐ るの は 珍しい 例で ある。 吉利支 丹 本で 

は、 勿論 三 內音を 悉く n 字で 寫 して ゐ る。 

固有の 日本語に 於ても、 マ行 ラ行の 音節が 母音 省略と 同化に より、 所謂 撥音 便の 現象 を 生じた の は、 中古の 事で あ 

るが、 未だ 顕著ではなかった。 それが、 院政 時代 以 〈31 頓に 勢力 を 加へ 範圍 も廣 まって 來た) バ行の 撥音 便 も、 中古に 

は 確實な 例證を 5：： 難いが、 鎌倉時代に は 普通と なった。 

延慶本 平家物語 は 撥音 を寫 すのに、 ム • ン 兩 方 を E ゐてゐ て、 バ行 マ行の バ • ミが 撥音 便と なった もの は、 ム のみ 
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で 表して ゐる。 これ を觀 ると、 ムの字 は m 音を寫 して ゐて、 か、 る 撥音 便 は m 音の 狀態 にあった ので はない かと も 想 

像せられ る。 然しながら、 ナ行 ラ行の 撥音 便に はン • ムを 共に 用ゐ、 ナ行 音の 前に ある 時に も ムを誉 いた 方が 多い の 

であるから、 ンとム との. R 別 は 認められない。 從 つて、 バ行 マ行の 撥音 便 は m 音であった とのみ は 言へ ない。 た^、 

マ行 バ行 パ行の 音の 前に ある 時 は、 何れの 撥音 も m に發 音せられ た 事 は、 ロドリゲス も說 いて ゐる (大 文典 五八 丁 表 一 七 

八丁 表、 小 文典 一 〇 丁 裏)。 恐らく、 近古の 初めから その 通りであった らう。 ガ行 音の 前に ある 撥 昔に 就いては 何 や》 說ぃ 

てゐ ない けれども、 喉內 音に 同化せられ なかった とも 考へ 難い。 

撥音 便 は 鎌 時代に 於て 最も 盛に 用ゐ られ、 r ゴザ ン ナレ」 r テ ン ゲリ」 などの 言 ひ 方 も 軍記 物に 多く 兒 える 所で あ 

る。 「ゴザ ンナレ J は 「二 コソァ ルナ レ」 の變 化で ある" 「テ ン ゲリ」 に關 して は、 山 田 博士が、 「一一 ケリ」 を 「ン ゲリ」 と 

1W つた 音便が あって、 r ン ゲリ」 を r ケリ」 と 同じと 考 へ て 「テケリ」 を 「テ ン ゲリ」 とい ふに 至った ので はない かと 述べら 

れた (平家物語の 5f!S 法、 下 一 七 五六 頁 w。 「二 ケリ」 を 「ン ゲリ」 と 言った 實 例が 得られな いので、 その 類推 語形で あるか K" 

か は 定め 難い。 「タグ」 (唯) を 「タンダ」、 「ズ ハ」 を 「ズ ンバ」 とする 如く、 單に揷 入した ものである かも 知れない。 

鎌倉時代に 榮 えた 撥音 便も窒 町 時代に は衰 へ、 ある もの は その代りに ゥ 音便 をと つて- i^s- 化する 倾向 があった.^ 

所謂 連聲 は、 ァ • ャ • ヮ三 行の 音が 撥音 ゃ人聲 音に つ く 時に ナ行 マ行 叉 は タ行の S: に發 ti= する 事 

であって、 中古に 於て 漢語の 複合語に あら はれ 初めて ゐ たが • 近古に入って{1?^町時代に；ャ：ると. 漢 

語が 「は」 「を」 などの 助詞に つ く 時に も、 固有の 日本語の みの 連續 する 時に も 現れた。 ロド リゲ ス (大 文典 一 七 七 丁裘、 

小 文典  一 二 丁 表— 衷) や 玉 淵 集の 說明 によれば、 撥音の N 音 を 受ける 場合に、 母音の ァ *ィ* ゥはナ .-丁 ス となる j 例へ 


普  0 

r  »  ** ンナ A ジ シャノン ナ  シン 二 ケン レイモン-一， ノ  |ー  * ンヌン  K 

ば 御主 • 赦免 ある • 愼恚 • 建禮 門院 • おん 入り 候. 寒 雲. 住む とやい はんうた かたの。 ヮ. ヲはナ .ノ となる。 例へ 

, 、 --.〕^;.^ナ、 一 r) ナ-カ ^.^v  >  ノ ノウ >  「ン --ャ  --ャ イン-ユウ カン- 1 ヨウ セン- 1 ヨウ 

は 人間 は • 天皇 *觀 音 • 感應。 ャ • ュ • ョは ニヤ. ニュ.  一一 3 となる。 例へば、 今夜 • ベ けんや • 因由 • 肝 耍 • 專耍 C ェ 

はすべ て， の 音であった から 二"  ，g となった。 例へば、 輪廻 • 繁榮. 玄慧法 印。 「因 緣」 は 「ィ ン ネン， 一との み 言 ひ 「ィ 

ン  一一 ^ ン， 一 と は 言はなかった。 

)  [ f  .  .  -  シ ウタ  ハツ チン ァ ヅゥン * サテン チ リウ トウ タイ ネン ブット 

人聲の T に繽く 場合に はァ行 音が タ行 音と なる。 例 へ ば • 叱啞 • 八 音 • 遏雲 • 法緣 • 蓑 笠 翁 • 大念怫 を 申す つ ャ* 

r  セッ チャウ グン ザ、 ノ シュ" チュ モ ツチ ョク  ブヅ チエン 

ュ. ョは チヤ • チュ • チヨと なる。 例へば、 攝陽郡 談* 出 涌. 物欲。 H はテ ともなる が， ，の發 音で あるが 爲に， 「佛緣 ，13 

如く チェと も發 音した。 以上 は讅 曲の 謠ひ 方を說 いた 玉 淵 集に 述べ てゐ るのに 據 つたので あるが、 。 ドリ ゲ：. は、 「秘 

ミッタ  n ンニ ヅタ  タイ セクタ 

密 あらば」 「今日は」 「大切 は」 など、 ァ*ヮ の 音の 變 化する 一部の 例し か說 いて ゐ ない。 これ を 以て 觀れ ば、 謠 曲の 謠 

ひ 方の 基づいて ゐる窒 町中 期の 發音 では、 廣 ぃ範圍 にわた つて 行 はれた ので あるが、 ロドリゲスの 觀 察した 末期の 發 

音で は、 前述の 範圍に 限られ、 旣に 衰勢に 向って ゐ たので あらう。 今日、 速 聲の發 音が 行 はれて ゐ るの は 九州 方言で 

あって、 九州 方言に 於ても、 た 撥音に つ く 場合に 「郵便な 來 た」 「本の 讀む」 などい ふ 外に、 入聲 音に つ ^- く 場合 

の もの は 全くき かれない やうで あるつ 撥音に つ く 場合の 連聲 も、 近世に 降って は衰 へて しまったの である。 

連 聲は窒 町 時代に 殆ど 規則的に 行 はれた 發音 法で あるに も 係らす、 これ を 假名の 上に 示す こと はしなかった。 吉利 

支 丹が 羅馬 字で 書いた ものに も、 大抵 は 書き表して ゐ ない。 日 葡辭書 を 見ても、 「安 穩」 を Amion 叉 は Anuou と 

檩 出して ゐ るの など は 例外であって、 大多數 は、 sany(，>( 算用) の 如くに のみ 書いて ゐる。 「延引」 を Yeniii の 形で 擧 

げ、 Yennin と 書いて ある やうに 讀 むと 註して ゐ るので、 やはり 連 聲に發 音すべき こと を 認めながら、 名 遣 通りの 
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形で 登錄 したので ある。 原則として 表音 主義 をと つた 吉利支 丹が、 速 聲を發 音 通りに 記さなかった の は、 主として 日 

本人 自身が これ を 表記し なかった とい ふ 事に 起因す るで あらう。 

「合 ふ」 の 語が i の 音に 續く 時に、 ヤ行 音に 變 する 寧 は 今日 普通な ので あるが、 窒町 時代に も 行 はれた ので ある。 梳 

本敎授 は、 室町 時代の 書寫と 認められた 周 抄 215 子爵 蔵) の 中から 「相 兼 ヨリ ャ ワイ ヂハ」 「ヨリ ャ ウテ」 「思 ィャゥ 

タホ トー 一」 「カタ ライヤ ゥゾ」 などの 例 を 抄出 せられた (吉利 支 丹 敎義の 研究 六 四 la)" 吉利支 丹の 羅爲字 綴で も、 「アイ」 

を Yai と寫 した 例 は 見當ら ない が、 連用形 終止形に は往々 y 字 を 加へ てゐ る。 日葡辭 書に も、 Yuqiai,  6,  6ta  (行き 

合 ふ) Miai,  6,  y6ta  (見合 ふ) voqi  ai,  y6  y6ta  (起き 合 ふ) の 如く、 或は 書き、 或は 書いて ゐ ない。 天 草本 平家物語 

に は 「出合 ふ」 を dey6 と 書いた 所 も あるので、 e の 音に つ ^- く 時に も 音 變化を 起して ゐ たこと が 知られる。 一 五 九 三 

(文祿 二) 年 天草 版 金 句集の 中に、 「帷幄」 を yyacu 「 一 惡」 を ycliiacu とも yaliyacu とも 書いて ゐ るので、 「合 ふ」 の 

外に も ァ音を ヤ行 音に 發音 する ことがあつ たやう である。 

「馬」 「梅」 は、 中古 以来 多く は 「むま」 「むめ」 と 書かれ、 その 語頭 音 は m に發 昔され たので ある。 古 

語 頭 音 

利 支 丹 は • これ を V で寫 した けれども • その 發音は V でない と、 ロドリゲス は 注意して ゐる。 卽ち 

§  g 歸の 音節の 前に ある V は、 明瞭な V  (ゥ) に發 音し ないで、 閉ぢた 口の 中で 發音 する のが 勝って ゐて、 日本人が 假 

名で 書く のに、 「う」 でな く 「む」 を用ゐ るの も、 か、 る 發音を 示す 爲 であり、 「御馬」 を vomma 「傳 liT」 を temma と發 

音す るの も、 その 理由に 基づく と說 いて ゐる GK 文典 1 七 八丁 表— 裏)。 S の 前ば かりで なく、 「む ばら」 (荆) 「むべ」 

など、 b の 前に 於ても、 かくの 如く 發 音せられ た 箸で ある。 


第三 章 語  法 

【複数の 一一 目 ひ 方】 名詞の 複數を 示す のに は、 その 名詞 を 二つ 重ねる ものと、 接辭を 添へ る ものとの 

名  詞 

二方 法 を ffl ゐた。 先 づ* 名詞 を 二つ 重ねた 言 ひ 方 は、 鎌倉時代に 盛に 用 ゐられ たのであって、 全體 

を總 括して 示す よりも、 その 一 つ/.^ を枚擧 して 指す 意味 を 持って ゐた。 

0  0  0  0  0  0 

浦々 島々 泊々 -ー差 タレ ドモ 肝心 モ身ニ ソヮデ 我 子ノ行 へ ゾ悲シ カリ ケル (延慶 本 平家、 六本) 

右の 如き 例 を 見ても、 單に 多數を 示して ゐ るとの みは 言へ ない。 分娩す る 事 を 「身々 となる」 と 言った の も、 この 意 

味に 於て 理解 せられる。  ， 

窒町 時代に 至る と、 この 方法 は 固定す る 傾向が あり、 鎌倉時代の 如く、 如何なる 名詞で も 自由に 重ね 用ゐ ると いふ 

事 は 見られ なくなった。 さう して、 前代に 於て 最も 多く 使 はれた 「人々」 「 國々」 「寺々」 「度々」 「様々」 「處々 」 等の 

如き 普通の 言葉に 限られた ので あるが、 旣に 文語 的 言 ひ 方と なって ゐ たので、 窒町 末期に は、 高 尙な言 ひ 方で ある や 

うに 感ぜられて ゐた (大 文典 一 一 丁 表)。 

複數を 示す 接辭 として 注意すべき は、 「たち」 「しゅう」 「しゅ」 「ばら」 「ども」 r ら」 等の 接尾 辭 であって、 尊敬 又 

は輕 蔑の 意味 を も 伴って ゐる。 

「たち」 (達) これ は 人に 關 する 名詞に のみ 添へ、 可な り 程度の 高い 尊敬の 意 を 含んで ゐる" 例へば、 「大將 達」 「北 

方 達」 「御子 息 達」 「智者 達」 「龍王 達」 など は、 延慶本 平 { 尿 物語の 用例で あるが、 窒町 末期に は、 身分の 武ぃ 者の に 


も往々 w ゐて、 「殿達」 「^人 建」 「あの人た ち」 など 言 ひ、 すべて 敬意 を 持って ゐた (大 文典  一 六 T 表 )o 

「しゅう， 「しゅ」 (衆) この 語 は 室町 時代に 用 ゐられ 始めた もの、 やうで ある。 ロドリゲスの 說明 によれば、 「たち」 よ 

り も 敬意が 薄い けれども、 人に のみ W ゐ、 nz 上 や 同 楚に對 し、 又は 目下の 者に も 使った ので ある 。例へば • 武士 衆 • 

都 衆 • 地下 衆 • 客 衆 (大 文典  一丁 裏 二 ハー 丁 表 )o 「衆」 は 「しゅう」 とも 言った が、 「しゅ」 とい ふ 方が 多かった，" 

「ばら」 (原) 「ばら」 は 中古 以來 兩ゐて 鎌倉時代 にも 及んで ゐ るが、 室町 時代に は、 特殊の. に 限られ、 ；般 の詁言 紫 

から は 影を沒 した。 鎌倉時代の 用法 を 延慶本 平家物語に 徴す るに、 敬意 を拂ふ 人に 對 して 原」 「殿原」 と 15 ふ 外に、 

「下部 ノ 法師 原」 r 賤キ小 法師 原」 「下人 冠者 原」 「乞食 法師 原」 「奴 原」 など、 卑 める 者に 對 しても 川 ゐてゐ る。 ：：g 氏 物 

語 玉葛卷 にも 「す やつばら」 とい ふやうな 例も兒 える から、 かく 輕蔑 する 者に 添へ るの は 中古に も 溯り 5> るで あらう。 

「ども」 (共) 「ども」 は 人 のみでな く、 人 以外に も、 無生物に さへ 添へ る。 人 以外に 用 ゐた例 を擧げ ると、 「乘尻 共」 

「天狗 共」 「馬 牛 共」 「離レ 島 共」 「弓箭 太刀 共」 「釘 共」 r 用途 共」 r 饗應 共」 「不思議 共」 など あるが、 人に m ゐる 場合に 

は、 鎌倉時代 にも、 尊敬す る 者へ 向って は 加へ てゐ ない。 窒町 末期に は卑 める 意 を 示す と 觀られ てゐる (大 文典 一丁 褒 

I 六 一 丁 表)。 延慶本 平家物語に、 

大將 ョ リ始テ 御子 孫 共 マ デ 並居 テ聞拾 ケリ (三本) 

梶原平 三 I 時此ノ 御舟 共 -I 逆 捲 ヲ立候 バヤ ト^ケ レ バ (六本) 

など、 「子孫 共」 「舟 共」 に 「御」 を 添へ たの は、 「子孫」 「舟」 に對 する 敬意 を 示した ので はなく、 大將 とか 舟の、 王と か を 

尊敬した からで ある。 故に 「共」 が 用ゐて あるのと 矛盾 しないの である。 なほ、 「ども」 は M 1 物の 多數 である こと を-: 小 

薛  法 
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し、 「など」 は ある 一 つの 物 を 代表的に 擧げ 示して その他に 種々 異なった 物の ある こと を 意味す るので あって、 「ども」 

と 同様に 用 ゐた例 は、 近古に はま だ 現れて ゐ ない。 

「ら」 (等) 「ら」 は 鎌倉時代に は必 すし も卑 める 意 を 添へ る ものではなかった やうで あるが、 旣に 「天狗 メ等」 とい ふ 

例 も 延慶本 平家物語に 見え、 窒町 時代に は 「惡 人ら， 一 「百姓ら」 など m ゐて、 「ども」 よりも 輕蔑 する 意が 强 かった. - 尤 

も、 この 相違 は窒町 末期の 話 言葉の 上に あら はれて ゐ るので あって、 文章語に 於ても 認められ たとい ふので はない 

(大 文典  一 丁 裏 一 六  一 丁 表： T 

【敬 讓の言 ひ 方】 1 〔接頭 辭〕 「ご」 「ぎよ」 「おん」 「お」 「み」 (御) 名詞に ついて 尊敬 を あら はすのに は、 これらの 接 

頭辭を 最も 多く 用ゐ た" これ は 尊敬 せらるべき 人 を 表す 名詞に 添へ るば かりで なく、 尊敬せられ るべき 人と 種々 の點 

で 關係を 有する 事物 を 表す 名詞に も 添 へる ので ある. - 後者の 用法に 於け る 「御」 が 所有者 を 尊敬す るので ある こと は、 

ロドリゲス も說 き、 「御法度」 「御成 敗」 「御 狀」 などの 「ご」 は 「公方の」 又は 「天下の」 とい ふ 意 を あら はし、 「御意」 は 貴 

下の 命令、 「みことば」 は 彼卽ち キリストの 言葉の 意で あると 述べて、 か、 る 接辭は 所有 代名詞に あたる と 解して ゐる 

(大 文典 九 六 丁 表 一 五八 丁 裏)。 更に 叉 「御 奉公 申し上げたい」 「おん 無沙汰 申すまい 一 「御 談合 申し上げ たく 候」 「御見舞 

_ ご だんか ふ 

仕るべく そろ」 など、 所謂 關係 敬語の 用例 を擧げ て、 日本の 學者達 はこれ を 以て 正しい 用法に 反した ものであると 言 

つて ゐ るが、 か、 る 「御」 は 「爲 の」 「に對 し」 などの 音 •、！ を 含み、 「御 奉公」 は 「お 爲の 奉公」 「御身 樣に對 しての 奉公」 とい 

ふ 意味 を 示す と 述べ てゐる (大 文典 一 五 九 丁 裏)。 窒町 末期に は、 旣 にか、 る 用法が 可成り 廣く行 はれて ゐ たので ある。 

その外、 當 時の 用法 を、 ロドリゲスの 述べて ゐる 所に よって 記せば 次の 通りで ある 。「ご」 も 「ぎよ」 も 字音 語に 接續 
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する けれども、 「ご」 は 一 般に廣 く 用ゐ、 「ぎよ」 は 特定の 語に 限られて ゐて、 「御意」 「御^」 「御 寢」 「御 感」 「御札」 「御 

藤」 「御 盃」 等に 於て、 「ぎよ」 を用ゐ た。 「おん」 「お」 「み」 は 固有 語に 接繚 する ので あるが、 「ぉん」は文章語か5^^敎な 

どの 莊 重な 談話 語 かに 用ゐ、 「お， 一は 日常の 話の 中に 用ゐ る。 「おん」 「お」 が 一般的な のに 對 して、 「み」 は 特殊 的で あ 

つて、 文語に も 口語に も用ゐ るが、 接續 する 語が 限られて 居る。 然し、 多くの場合、 「み」 のつ くものに は、 「おん」 

「お」 もつ くつ 例へば 「みて」 (御手) 「みあし」 (御 足) 「みことば」 (御言 葉) 「みで し」 (御 弟子) 「みまへ」 (御前) 「みよ」 

(御代) など は、 「おん」 「お」 を 以て 代 へても よいので ある。 例外と して は， 商店の 意で は 「みくら」 と 言 ひ、 馬の 粒に 

は 「おん くら」 「おくら」 と 言 ふが 如く、 區^ ある もの もあった (大 文典 一 五八 丁 裏 I 九 丁 表)。 

「尊」 「贵」 「？ これらの 窒町 末期に 於け る 尊敬の 度合 は、 「尊」 が 最も 高く、 次が 「贵」 であって、 「御」 は それよりも 

低く、 「芳」 は 「御」 よりも 低かった。 

「尊」 は、 主として 儈侶 ゃ剃髮 した 老人に 對 して、 「尊 老」 「尊 師」 など 用ゐ、 時に 俗人に も、 「尊顔に 能 はす」 「尊 札 

に與 る」 「尊意 を 得」 など 言った。 「贵」 は、 本来 俗人 ゃ剃髮 して ゐ ない 者に 對 して、 「貴 面に 能 はす」 とか 「贵 札」 「貴 

翰」 などい ふので あるが、 また 僧侶に 向っても 「貴 儈」 などい ふこと もあった。 「芳」 はもと 「御」 と 同 3::^ の 敬 .ii:!- を^し 

てゐ た。 故に r 芳恩」 と 「御 恩」、 「芳 惠」 と 「おんめ ぐみ」、 「芳せ 情」 と 「おんな さけ」 は 夫々 同等の 敬語であった けれども、 

室町 時代に は、 r 芳」 の 敬意が 輕 くな つたので， 書翰に 於ても 亦 口語に 於ても、 「芳」 の 上に 更に 「御」 を^ね て、 

御芳礼 披見 之 虚靑陽 遊 宴 殊 珍重 候 (庭訓 往來、 上) 

御 芳情 過分の 至り e  御 芳志 辱け ない C 
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など 言 ふに 至った ので ある (大 文典 一 六 〇 丁 表 —裏 )3 

「しゃ」 輕 蔑した 意 を 示す 接頭 辭の 「しゃ」 は 近古の 初めから 見えて ゐて、 今昔 物語 集に も フン ャ附」 「シャ 尻」、 宇 

治拾逍 にも 「しゃ 首」 「しゃ 頭」 など、 用例 は 多い つ 主として、 對 手の 身體の 一部分 を 表す 語に 添へ るが、 又 「シャ 冠」 

「シ ャ乘 物」 など、 その 身に 直接した 物に も用ゐ た。 

0  0 

しゃ、 若き 宮の、 子の 日に か ゝる耿 む やう やに ある (十 訓抄、 上) 

の 如く、 感動詞に も用ゐ た。 史記抄な どに も か、 る 「シ ャ」 の 用例が ある けれども、 室町 時代に は 接頭 辭 としても、 多 

く は用ゐ なかった やうで ある。 

2  〔接尾 辭〕 「殿」 「樣」 「公」 「老」 鎌倉時代に は、 「殿」 が 普通に 行 はれて ゐ たが、 室町 時代に は、 「様」 が 新に あら は 

れ、 「殿」 に 代って 一 般に ffl ゐられ るに 至った。 すべての 敬語 は、 敬語と なった 始めに 敬意が 强 くて 次第に 弱くなる も 

ので あるから、 室町 時代に は、 「様」 が 最も 高い 敬意 を 表して ゐた。 それに 次ぐ のが 「公」 であった。 「殿」 や r 老」 は その 

下に あるが、 殊に 「老」 は 敬意が 輕ぃ。 「老」 は 僧侶 ゃ剌髮 した 老人に 用ゐ、 一般に は 同輩の 間 か、 身分の 高い 者から ® 

い 者に 對 する 場合と かに、 主として 書翰の 中に 使った ので ある。 さう して、 對 手が 俗人で あれば、 「老」 の 代りに 「殿」 

を 用ゐた (大 文典 一 五 九 丁 裏 I 1 六 〇 丁 表： T 

その他、 「御前」 は 「様」 と 同程度の 敬意 を もって 女に のみ 使 はれ、 「御」 は 女に も 男に も 使 はれた (大 文典 一 六 〇 丁 裏)。 

また 僧侶に は 「御 房 一 を用ゐ た。 

「め」 輕 蔑の 接尾 辭 「め」 は 近古の 初めから 用ゐ られ、 殊に 固有名詞の 人名に つけて、 「西 光め」 「景 時め I などい ふ 事 
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が 多かった やうで あるが、 「鬼神 めら め」 (日蓮、 法 華！^ ヮ』 明鈔) の 如く、 廣 くつけ る やうに なり、 1  ポ町 時代^ 來  一：^ 盛に な 

つて、 今 曰に 及んだ。 

【人代名詞 1 1 〔自 稱〕 近 十 ：！ を 通じて 最も 普通に 用 ゐた自 稱の代 名- 1 は 「われ」 である。 室町 時代に 

は、 「われら」 も 「われ」 と 同義と なり、 謙 遞の心 持 を 表した 上品な 言^と せられた。 

室町 時代から は、 また 「わたくし」 と 「それがし」 とが、 話 言葉の 中に 多く 使 はれる やうに なった。 「わたくし」 (私) は 

公て 5^ して 自己 一身に 關 する こと を 意味す る 名詞と して、 又は 「私に」 とい ふ 副 II として、 十 ：！  くから^ する もので あつ 

て、 窒町 時代に も、 「自身で」 の 意に 「私に」 を用ゐ て、 「私に 言 はれた」 「私に する」 とい ふやう にも 言って ゐた (大 文典 

六 七 丁 褢九六 丁 表 )o 然し、 自稱の 代 名 としての 用例 も、 窒町 時代の 初期から 兑 えて ゐる。 卽ち、 ^^經？^に 

抑此山には鎌倉殿の御^^判せ殿の渡らせ給ひ候由承て吉野の執行こそ罷向ひ候 へ、 われく しらは 何の 遣 恨 候 はれば、 一 先づ落 

ち させ 給ぶべく 候 か。 (卷 五) 

と あるの などが 早いで あらう。 「それがし」 はもと 不定 稱 であった が、 これが 自稱 にも W ゐられ たの は 鎌倉時代に はじ 

まり、 室町 時代に 入って ひろまった。 

「み」 (身) 「みども」 (身共) 「みどもら」 も 室町 時代に 用ゐ た。 「み」 は 多少 高ぶった 心 持 を 作 ひ、 、H- として 身分 あるお 

が用ゐ たが、 「みども」 「みどもら」 は 身分の 高下に 拘らす ffl ゐた (大 文典 六 七 丁 裘)。 「ども」 を 添 へれば、 ^下す る 意 を 

表すから であらう。 「わら は」 (妾) は 童の 義 から、 女子が 謙遜して いふ 自稱の 代名詞と なした のであって、 「此の 女子 

のい ふやう、 ，^^ぃは此の守の女にて侍りしが」(宇治拾遣、 十三) など を 始め、 近古 初期から 党え てゐ る。 {ャ 町 時代に は、 
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「わがみ」 (我 身) 「み づ から」 (自) を 女が 用ゐた (大 文典 六 八丁 表)。 

「おのれ」 の略體 「おれ」 を 對稱に 用 ゐた例 は 記紀に も 見えて ゐ るが、 自稱 に用ゐ たもので は- 

御. 前のお はしまして、 い， さく 黑戶の 道 おれら 知ら Q に敎 へ よと 仰せられて (讃岐 典侍 日記) 

と あるの が 古い 所で ある。 その後、 降って 窒町 時代から 一 曆盛 になった。 安原 貞窒の 片言 卷 三に 曰く、 

みづ からの、、 と.^ 〇^ れと いふ は ft しと 云リ のれと い ふ 中略の： と 紫 成べ し 。(中略) 扱 此，^ れと云 ふこと 葉 は。 尊 氏 公の 

世 中 心の ま 、にし；： まひつ る 比より 別て はや リ出 侍リ て。 侍 分の 者なら では。 えい は ざり しと か；： れリし 人 侍りき。 

卽ち、 武士 言葉と して 流布した もので あらう。 同輩 か 下輩 かに 對 する 場合に 用ゐ たのであって、 この 外に も、 か、 る 

類の 語は少 くなかった。 

「此の方」 「こなた」 「こち」 など は 方向 代名詞から 轉 用した ものであって、 身分の 高下 を 問 はす、 普通に 用ゐ たので 

あるが、 特に 初の 二つ は 丁寧であって、 「こち」 は略體 である だけに、 丁寧 さは 劣った 〔大 文典 六 七 丁 裏： P 

「朕」 「まる」 は、 錄倉 時代 以後 近古 を 通じて、 主上に 限られて ゐ るつ 

漢語 系統の 卑下した ものに は、 僭 侶の 「愚僧」 が あり、 「愚 老. 一 も 老人 ゃ剃髮 者が 用ゐ、 「拙者」 「愚 拙」 一. 拙 夫」 「i ぞ」 

など もあった が、 室町 時代に は、 すべて 主として 文語に 使 はれ、 口語の 上で は 稀であった (大 文典 六 八丁 裏 )o 

2  〔對 稱〕 近古に 於け る 普通の 對稱 代名詞 は 「なん ぢ」 (汝) である。 その 複數形 は 「なん ぢら」 か 「なんだ ち」 である。 

「なん ぢら」 は 對者を 見下し、 「なんだ ち」 は 敬意 を 含んで ゐ たやう であるが、 窒町 時代に は、 文語に 於て、 敬 讓の意 を 

含む ことなく 用 ゐられ た (大 文典 六 八丁 表)。 
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對者を 尊敬した 場合の 代名詞に は、 「その 方」 「そなた」 「こなた」 が 多く m ゐ られ、 文語 ゃ勿體 ぶった 口 J^e に は 「貴 

所」 「貴殿 「責 邊」 「貴方」 「御 邊」 などが 用ゐ られ、 更に 丁寧に いふのに は、 「こなた 様」 r 贵 殿様」 の やうに、 「s^」 を 

添へ た。 

そな；.： は 躬ょリ も强 うはない。 それにぶ つて それがし は 貴所.^ 物と も 思 は «。 (天苹 本伊贫 保) 

事物 代名詞の 「それ」 を轉 EE し、 「それに」 とも 言 ふ 事が、 窒町 時代に 行 はれた。 「あれ」 「あれに」 も 亦 同様に 對稱の 

代名詞と し、 「それ」 よりも 用例が 多い (室町 時代の 言語 研究 四 〇 頁)。 

「こち」 を自稱 とした やうに、 「そち」 を對稱 にもした ので あるが、 「そち」 は 目下の 者 や 子供に 向って S ゐた。 「おの 

れ」 の 用法 も 亦 「そち」 と 同じで ある (曰 菊辭 書、 大 文典 六 八丁 表)。 

「われ」 を對稱 としたの は、 

白河院 (中略) 仰 事ゎリ ける は、 小 一 條院は 世の この 人に て わりけ るが、 賴義. ^身 放れで もれり ける が、 き はめて うるせ く 

お ぼ ゆる 也。 今 はわれが 侍れば とこ そ忠盛 朝臣 に は 仰 事 有 けれ o( 古今 著 聞 集、 九) 

などの やうに、 鎌倉時代の 事で あるが、 初めは 親しみ を 表した もの、 やうで ある。 延慶本 平家 物， 詰に、 「わ 殿原」 「わ 

ぬし」 「わ 御 使」 「わ 牛小舍 人」 「わ 僧」 など、 「われ」 の 「わ」 を 接頭 辭 風に m ゐてゐ る もの は、 對 者に 叙し み を 持った 場 

合で ある (平家物語の 語法、 上 一 六 九： A)。 然し、 室町 時代に 至る と、 身分の 低い 者と 話す 6- に、 侮蔑して 言 ふ 場合に も 川 

ゐる やうに なった (日 葡辭 書)。 

「ねし」 (主) 「おねし」 (御主) も窒町 時代に 於け る 對稱の 代名詞で あつたが、 「ぬし」 は ni 下に 對し、 「おぬし」 は 同 に 


對 する 語であった (H 葡辭 書)。 「おぬし」 はまた 「おのし」 とも 首って、 抄物に は、 妻が 夫に 向って この を m ゐた 例な 

どが ある。 

3  〔他 稱〕 事物 代名詞の 「かれ」 「あれ」 「それ」 「これ」 を 代用す るの が 普通であった。 室町 時代に は 「あの」 「その」 

「こ の」 に 「人」 又は 「者」 を 添 へ た 言 ひ 方 も 多く 行 はれた。 

輕 蔑した 場合の 他稱に は、 「しゃつ」 「き やつ」 が 鎌倉時代から 用ゐ られ、 窒町 時代に は 「あいつ」 「こいつ」 も 用ゐら 

れた。 その他、 史記抄に は 次の 如き 例が ある。 

カツ ゲクセ モノ デャ (十) 雍齒 二 云 ッケチ {寸 ラセ ラレ タレ バ、 後一 一 チヤ ッ爲魏 守 タホド II 、 ッョク II クマ レタゾ (六) 

4  〔不定 稱〕 「たれ」 を 「だれ」 とい ふ 事 は、 室町 末期に 現れ かけて ゐ たかと 思 はれる。 

〔事物 代名詞」 近稱に 「これ」、 中稱に 「それ」、 遠稱に 「あれ」 を 使った が • 室町 時代に は、 「この やう」 「その やう」 

「あの やう」 とい ふと 同じ 意味で、 「これ やう」 「それやう」 「あれ やう」、 「これ つら」 「それ つら」 「あれ つら」、 「これ 

しき」 「それし き」 「あれし き， 一が 用 ゐられ た。 日蓮の 法 門 可 被 申 様 之 事の 中には 「それて い」 の 語が 見えて ゐる。 「そ 

れ， 一 を 名詞に 直接す る 言 ひ 方 は 鎌倉時代の 終 頃から あつたの であるつ 不定 稱には 「いづれ」 「なに」 が あり、 「いづれ」 を 

「どれ」 とい ふの は 近古の 初から 見えて ゐる。 

熊 野へ まいる に はき. ちと い ぜ. ち とどれ ち (か) しどれ と v5< し) (梁 座 秘抄、 二) 

「この」 「その」 「あの」 と 同列の 不定 稱に 「どの」 が窒町 時代に あら はれた。 この 時代に、 不定 稱は 「ど」 の 音節 を 語頭 

に 持つ 傾向が あつたので、 それに 索 かれて 出来た 類推 形で あらう。 


どの 出 1^ どの はざまに か 、リて ゆかんず るぞ (義！ ^記、 三) 

「そん ぢ やう」 人 や 場所な ど を 漠然と 指す 場合に 、【「そ」 の 系統の 代名詞の ト； に、 「そんち やう」 の 語 を 冠す ろ ことが 

あった。. 

此嶺は 本宮、 彼 は 新 (お、 是は そん ぢ やう 其 王子 彼 王子な ど、 王子々々 の 名. ^中て (覺 一本 別 本； 牛 家、 十) 

人 ノ前デ 大人 ヲホ メテ ソン ヂャ ゥソレ ハカ カル ョィ 人ヂャ ト云ハ (史記抄、 十) 

六 國^ 秦-ー 降參 シテソ ンヂ ャゥソ コヲ 進ゼゥ ト云ゾ (古文 SIM 寶抄、 八) 

鎌 食 時代の 終 か窒町 時代の 初 かに 發 生した もので あらう。 史記抄に は、 「ソン ヂャ」 と 書いた 所が あるので、 終 を^: g 

音に 發 音した 事 も あるので あらう。 この 語 は 「その」 「それ」 「そこ」 と 連合して、 某の 意 を！； 小す ので あるが、 「かや i 

ャゥ イツ 何事 カァ ラン ゾ」 (莊 子抄、 人間 世) の 如く、 直ちに 不定の 意 を 持った J^li に 添へ た 例 も ある。 

この 「そん ぢ やう」 に 就いて、 谷川 士淸 は倭訓 菜に 於て， 「平家物語に 見 ゆ、 それと いふ その 義 なるべし、 何で ふとい 

ふが 如し」 とて、 「そん ぢ やと 書 は あし、」 と 言 ひ、 「そんで ふその」 の 形を檫 出して ゐる。 一一 一 tc^ など もこれ に從 つて ゐ 

る けれども • 窒町 時代に は、 皆 「ぢ やう」 と 書かれて ゐて、 開 音であった から、 合 音の 「で ふ」 と！： 様に 解す る ことに は 

疑問が ある。 

【場所 代名詞】 近稱に 「こ、 こ、 中稱に 「そこ」、 遠稱に 「あそこ」 を W ゐ、 「あそこ」 を 「あしこ」 とも 言った。 「あしこ」 

の 用例 も 早くから！ え てゐ る。 

あしこに 立てる は 何人 ぞ (梁 鹿 秘抄、 二)  落人 ト テア シ コ コ 、- 一打 散レテ (延慶 本 平家、 三 末) 


0  法 

不定 稱には 「いづく」 「いづこ」 の 外に 「どこ」 の 形が あら はれた。 その 發 生の 經路 は、 ィヅ n のコの 影響に よって、 

ヅがド となり、 いで ィが晚 落した ので あると 推定せられ るが、 山 田 博士 は、 三卷 本色 葉 字 類抄に 「於 何」 を 「イトコ 

二 シテ 力」 と訓 じ、 建 治 本 古文 孝經 (大原 三千 院蔵) に 「安」 を 「イトコ ソ」 と訓 じて ある 例 を 引いて、 この 推定 を確實 なら 

しめられた (平家物語の 語法、 下 二 〇 一 五 頁)。 「どこ」 の 用例 も 早くから あるので あって、 梁 塵秘抄 (一 一) に 「ほとけ は どこ 

よりかい でた まふ」 「釋迦 の 住所 は どこ/ \ ぞ」 など 見えて ゐる。 窒町 時代に なると、 口語に は 大抵 「どこ」 のみ を m ゐ 

た。 不定 稱が 語頭に 「ど」 をと る やうに なった の は、 この 語に 始まる。 

【方向 代名詞 〕 近稱の 「こち」、 中稱の 「そち」， 遠稱の 「あち」 が 多く 用 ゐられ たが、 「そち」 は 延慶本 平家物語 等に は 

用例がない。 室町 時代に は、 「あち」 を 「あっち」 とも 言った。 「ら」 を 添へ た 形 も、 「こちら」 とい ふの が 室町 時代に あら 

はれて ゐる。 

不定 稱の 「いづち」 は、 窒町 時代に 「どち」 となり、 「どち」 の 方が 多く 用 ゐられ た。 「どち」 は 方角ば かりで なく、 「ど 

れ」 と 同じく、 あれ かこれ かと 選びとる 意 を も 示した。 

中稱の 「そなた」 の 外に 「そかた」 とい ふ 語が、 延慶本 平家物語に 見えて ゐる。 

平家 是ヲ 0- テ五 百餘艘 ノ船ヲ 二百 餘艘ソ カタへ 指ゥケ (四)  ： 

これが、 「そなた」 の 原形で あるか、 「いづかた」 などに 類推して 新しく 作られた もので あるか は、 容易に 斷定し 難い。 

「いづこ」 が 「どこ」 となり、 「いづれ」 が 「どれ」 となった やうに、 「いづかた」 を 「どかた」 とも 言った やうで ある， - 

0  0  0 

ャマザ トハョ ドコサ へッ、 ァケ 一一 ケリド カタ ゾ カネ ノヲト ノス ナルハ 
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山家 冬 夜 ト云心 ヲ經信 卿ノ謓 也。 ィヅカ タト 云べ キヲド カタ トヨ メル イカ o( 和 默童蒙 ゆ、 二) 

^ 1 【定 數詞】 日本の數詞には、 固有語と漢語との兩系統がぁって、 同有語は漢；^^に鹏倒せら^-て充分 

に發 達しなかった ので あるが、 漢語の 数詞が 勢力 を逞 くした の は 近古から であらう。 一般に 漢， 語の 

日本語へ の 進出 はこの 時代から 著しくな つたから である。 

窒町 時代の 漢語 數詞 の發 音で、 三が 四に 績く 時には、 「サン シ」 を、 「サ ゥシ」 と 言った。 吉利支 丹の 羅- i| 字 緩に よし 

ば S0X1JU  (三 叫 十) sSxinen (三 四 年) sSximomme (三 四 匁 目) などと 寫 されて ゐる。 た 九々 の 三 四十 二 は sagino 

jeii とよんだ。 室町 末期に 於け る 九々 の 唱へ方 は、 現在と 多く 變り はない。 今日、 一 との 掛を 「イン イチ」 「イン-こ 

など、 すべて 「イン」 とい ふが、 當時は 一 ニニ 五 二 六 •  たけに 「イン」 とし、 一一 は 「イチ イチ」、 一三 は 「イツ サン」 一七 

は 「イツ シチ」 などと 呼んだ。 八 は fa (四 八. 五八) pa (八 八) fachi (二八. 五八：； ハ八 • 七 八) paclli( 一  八 •；；； 八) とやう に 

121! 々であった (大 文典 二 一 六 丁 表— 裏)。 

固有 語の 數詞を 連呼す る 場合に は、 

ヒト フタ ミ  ョ  イツ  ム  ナ、 ャ  n 、ノ ト 

とい ひ、 今日の 如く- 1 一音節 を 以て 統 一 する までに は 至って ゐ ない。 然し、 n 數を勘 { 几す るのに は、 

ヒ トイ (又は) ヒヒ トイ フッカ ミツカ ョッカ イツ 力 ム イカ ナスカ ャ， 力 ひ. 6ca) 

コ、 ノカ トゥカ (t6ca) 

と 言った。 十 は 單獨に は tcuo とのみ 書かれて ゐる。 六 は r ムッ」 とい ひ 促音に はなって ゐ ない (た 文典 ニー 丁 表)。 

語  注 
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【不定 数詞】 數量 に關 する 疑問 を 示す のに は、 「いく」 (幾) が 多く 用 なられた。 それに 助数詞 を 伴 ふので あるが、 普 

通に は、 「いくら」 「いくつ J  r いくばく」 等の 形 をと つて ゐ るつ 「なに」 (何) も 盛に 用ゐ、 ナンの 發音 とな つて ゐ たつ 

「ほど. 一に r いく」 が 接する 時 は 「いかほど， 一とな り、 「なん」 が 續く時 は 「なん ほう」 となった。 そ Q 語源の 忘れられた 室町 

末期に は、 更に 又 「ほど」 を 添へ て 「なんぼう ほど」 とも 言 ひ、 一人 數 はなん ぼう 程 ある ぞ J 「なんぼう 程 高ぃぞ と 首 ふこ 

とい まだ 聞かぬ」 など、 m ゐ た.^ 「なん， 一が 他の 名詞に 冠せられ る 時に、 その 間に 「か， 一 を 挿入す る ことがあ るが、 室町 

時代に は、 「なんが 日」 「なんが 月」 「なんが 年」 「なんが 國」 など、 r 力」 と發 音した。 又 「何時」 は 「いつ」 と 1  一一 口った が、 

「何時頃」 は 「いつつ 頃， 一と 促音に した (大 文典 六 五 丁 裏 一 二 四 丁 表： r 

〔助 數詞】 助数詞の 發達は 著しい ものが あり、 漢語に つくもの- 固有 語に つくもの、 何れも 細かい 區^ を 立て.. 使 

ひ 分けられ るに 至った。 

長さの 單位を 示す のに 鎌倉時代に 用ゐた 「段」 が 六 間で ある ことに 就いては、 山 田 博士が 延慶本 平家物語の 用例に 基 

づ いて 斷定 せられた (平家；^ 語の 語法、 上 二 六 〇 頁 以下 )o 室町 時代の 「里」 は 所に よって 同じくなかった。 都で は 三十 六 町 

*  かみみ ち 

を 以て 一 里と し、 これ を 上 道と 言った。 九州で は、 或は 四十 八 町と し、 或は 五十 町と し、 水路に は 十八 町と した.^  0 

東の 一 里 は 六 町であった (大 文典 二 一 九 丁 裏)。 

重さの r 斤」 は、 物に よって 相違が ある。 茶の 一斤 は 二 〇〇 匁、 糸 や 木綿 等 は 二 五 〇 匁、 實の ある 綿 は 五 〇〇 匁で あ 

る。 一 般には 一 六 0 匁 を 以て 一 斤と する のであって、 眞綿. 藥 .沈. 麝香 • 龍 腦等 はこれ によった (大 文典 二 一  八丁 褢 )。 

固有 語の 助数詞の 室町 時代に 於け る 用法に ついて 一 言 すれば、 贝類 十箇に  蓑に  一 m、 安 こ.  一く 口。、 矢 こ 一が、 
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こし  か？ >  はね  t**  0  ^ 

刀に 一 膝な ど、 人體の 一 部分 を 指す 名詞 を用ゐ たもの が あり、 また 燈 やや： に ー懸、 巾に 一 刎、 香に 一 姓、 雲に 一 群、 

袴 や 肩 衣に 一 下な ど 上 一一 一 n ひ、 動詞から來たものもぁる(大文典ニニ六丁1"3^|ニニ八丁裹)。 

【主格】 、}f 格 は； 51.^ を とらない こと も あるが、 多くの場合に は 助詞 を 伴 ひ、 近 十：！！ から は、 「の」 より 

體 言 の 格 

も 「が」 が 主格 を 示す 助詞と して 優勢に なった。 「の」 は 元 來從屬 句の 主 一せ か、 獨ー i 句に 於ても、：^ 歎 的 

な 叙述 をな す 際 等に 用ゐ て、 尋常の 終止 をな す 述語に 對 する 主語に つく 事 はない。 延慶本 平家物語の 川 法 も 亦 さうな 

つて ゐる。 同書に は 「が」 も 「の」 と 同じ やうに 用ゐて ある。 た 主格が 人に 關 する ものに つくと き、 

田 内 左 衞門成 直ノォ ヮスル トミ 申ハ 僻事 力 (六本) 

サ レバ コソ土 侬 一お メゲ寄 スルハ 何事 ノア ラン ゾト テ少モ サヮが ズ (六 末) 

の 如く、 、王 格に 立つ ものに 對 して、 「の」 は 敬し、 「が」 は 卑しめる とい ふ 相違が あった。 窒町 時代に なると 「の」 も 「が」 

も 零 常の 叙述 をな した 單文 にも 用ゐ たが * 待遇 上の 相違 は尙^ したやう である。 II ドリ ゲ ス の說明 (人文 典  一 T 表 一 二八 

丁 表、 小 文典 一 三 丁 表) によれば、 「が」 は 自己 か、 身分の 低い 第三者 かに 用ゐ、 「身共が」 「あれが」 と la つた。 又ネ 下し 

輕 蔑す るのに は、 その 意 を：： 小す 接辭 と共に 用ゐて 「身共ら • が」 「次郎 めが」 「こいつめ が」 など、 も； 1" つた。 、H.- 人が 地位 

のない 從 者と 話す のに は 「が」 を 使った。 

蓑 笠 着れ 旅人が 二人 づ れで 通る (伊吹 の 舞) 

右 は 敬意 を 含んで ゐ ない" これに 對 して • 「の」 は 對者か 第三者 かに m ゐて" 幾分 敬意 を 表し、 少 くと も輕 する 意 を 

含んで ゐ なかった。 
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諸事の 次第 yj^ ば義 盛と 武 蔵^の 御覽ビ られた (昌 尊の 舞) 

窒町 末期に 於け る 「が」 の 勢力 を •： 小す ！ 例と して、 天草 本 平，： M 物語の 譯 文と 百 二十 句 本の 原文と を對 照して 擧げ よう。 

0  0  0 

おやのお とせに こもお とす、 し、 つのお とせに らう どうもつ！ Z  く、 あにが おとせ. はおとと もお とす、 むま にに 人、 ひとに にむ ま 

おち かさなって (百 二十 句 本、 七) 

親が 落せば 子 も 落す、 、王が 落 ぜ ば郞 黨も續 く、 兄が ^せば 弟 も 落す、 馬に は 人、 人に に 馬が 落 重なって (天 草本、 三) 

町 末期に は、 「が」 を 普通に 川ゐ、 特に 主格に 立つ 人 を 尊敬す る 場合と か 上品に 言 ふ 場合と かに 「の」 を用ゐ たので あ 

らう。 

「が」 は、 王 格を强 く 指す 所から、 願望 を 意味す る 述語に 對 する 主語に 用ゐる やうに なった。 

酒ガホ シクハ 飮メ、 琴 ゲヒキ タク ハ ヒケ (四 河 入海、 十ノ  二) 

平家の 由來が 聞きれ い 程に もら— 略してお 語リ あれ (；大 草本 平家、 一 ) 

か、 る 場合に 「酒 ノ飮、 、/タキ 時ュ ク也」 (蒙 求抄、 十) の 如く 「の」 を 用 ゐた例 も あるが、 普通で はない。 

、王 格に つ いた 「は」 が 上に ある 語の 末 音と 融合す る こと は、 室町 時代から あった〕 

新茶の ちゃつぼ ふ、 な ふ、 いれての のち は、 M つや (澄 茶に かく) しら 52 しらぬ (閑吟 集) 

わごれ うお もへば もの ゝ津 ょリ き；^ 物. c^yj- れ ふる： とに： リ やなに 事 (同前) 

【速體 格】 この 期に 於け る 連 體格を 示す 助詞に は、 「の」 と 「が」 とあって、 延慶本 平家物語で 「が」 を 用 ゐてゐ るの は、 

上に ある 名詞が 殆ど 全く 人に 關 する ものに 限られて ゐる。 これ は 代名詞の 場合に も 見られる 傾向で ある。 


、王 格に 於け るが 如く、 速體 格に 於ても、 「の」 と 「が」 との 待遇 上の 相 遠 はあった ので ある。 顯昭 の. K3 今^ 卷四 「萩 

が 花 散る らん 小 野の」 の 欧の條 に、 

ハギゲ ハナ ハ萩ノ 花 也、 ノト ィフ 言葉 ヲ が トヨ メル コト ァリ C 

とて、 類例 を 多 數に列 擧し、 「アシノ チ ルヲァ シガチ ル」 とよめ る 主格の ST 合 を も 一 絡に して、 

コレラ 大旨 ハケ タム n トパ ナリ、 シヅ ゲナド ハサ ゲル コ卜 パト オヤ" へ タリ。 

と： 百って ゐる. - n ドリ ゲスの 記述 も 亦 室町 末期に 至る まで、 か」 る 識別の _J ^した こと を 物語って ゐる。 卽ち、 大 文典 

(IT 裏 三 八丁 裏) に は、 「の」 は 對者ゃ 尊ぶべき 第三 *； につけ、 「が」 は 自己 や 卑しむべき 第三者に つけ、 又は 對者 を輕^ 

する 時に つける とい ひ、 小 文典 (ニー 一丁 表) に は、 「の」 はすべ ての 人稱 にわたり、 「が」 は 身分の 低い 者 か 自 稱 につける 

と 述べて ゐる。 延慶本 平家物語の W 例 を： れば、 自稱の 代名詞 はすべ て 「が」 をと つて 居り、 對稱の 代名詞に 於ても 》 - 

ドリ ゲス の-百 ふが 如き 倾向を 認め 得る， - 例へば、 

且ハ御 邊ノ御 心- 1 モ御 推察 候へ (二 本) 

不： が 首 ヲ别べ ケ レドモ 今度 バ カリ ハ宥 ラル 、ゾ (三本) 

【補 格】 他動詞の！ IZ 的 語 を 示す のに 「を」 「をば」 を 以てする のが 普通で あるが、 「を」 で 動作の 行 はれる 場所 又は 出 

發點 を^す こと も 多かった。 さう して 次の 如き 言 ひ 方 も、 室町 末期の 口語に 行 はれて ゐた (大 文典 九 七丁爽 

： の 人 >y は 家 知行 *處. ^はらう-^。 惡糞 共.^ 守護 人 ふリ町 はら はれ^ C 

賴朝 おとなし やか LL 仰^らる、 やう は、 定めて 首 ば 小路.^ 渡されう す (伊吹の 舞) 

0  法 
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陸 歩う で參っ 


通過す る 場所 を 示す のに、 「を」 の 代りに、 「より」 「から」 も用ゐ た。 

川, ば ど： からお 渡リ もつれ か。  川 橋 渡つ 

0  0  C  0  0  0 

川 vj. 舟ふリ 渡つ；：。 川 舟から 渡つ；. 1。 

其の 他に も 色々 な 言 ひ 方が あ つ た。 

川.^ 舟に て 渡つ；：。 川..^ 舟で 渡 つれ。 

徒步 路で參 つれ。 船路 か ら參 つ れ。 


川.^ 橋から 渡つ；： 

—據^ら參1-す，0 


かちで 參 つれ。 

舟に 乗って 參 つれ _ 


徒步 から 參 つれ。 

舟.^ 乘 つて 參 つれ。 

かく、 「を」 の 代りに 「より」 「から」 を 用ゐる の は 本來の 正しい 首 ひ 方で ない と、 ロドリゲス は 言つ てゐる (大 文典 一 〇 

九 T 表— 裏)。 然し、 か、 る 「より」 「から」 の 用例 は 上古に あり、 中古に 主として 「より」 を用ゐ たのであって、 近古に 

もな ほその 名殘を 留めて ゐ たので あると 觀 るべき であるつ 「より」 よりも 「から」 を 多く S ゐてゐ るの は、 「から」 が 優勢 

となった が爲 である。 

「で」 を 「にて」 と 同じく £ ゐるゃ うにな つたの は、 寬； 兀^ ( 一  二 四 六) 年 書 寫の法 華 經品釋 に、 

此條目 出事デ ハ 候へ ドモ 自餘ノ 佛土モ 大旨ハ カウ コソハ 說事デ 候へ 

と あるの などに よって、 鎌倉時代から である 事 を、 山 田 博士 は 確め られた (平家物語の 語法、 下 二 〇 二八 頁 以下)。 窒町時 

代に は、 「を 以て」 とい ふ 漢文の 訓讀 から 出た 言 ひ 方. VJ 「にて」 「で」 の 代りに 用ゐ て、 「これ を 以て 御 分^な されい」 r 御 

分刖を 以て (儿 めさせられい」 などと 言った。 百 二十 句 本 平家物語 (七) に 「さし も ふかきた に 一 つ 平 {, ^のせい 七まん よき 

にて ぞむづ みける」 と あるの を、 天草 本で は、 


にんじ 5  0  0  c うめみ 

さし も. ぼか ハ；： 谷 ； つ.^ 平家の 人數七 萬餘リ > ^以て 埋.. け まら しれれば (三) 

として ゐる例 も ある." 

「に」 は 動作の 歸着點 を 表し、 「へ」 は 動作の 方向 を 一； 小して、 互に 一 511 別せられ たので あるが、 「へ」 が. 第に 「に」 S 地位 

を も 侵す に 至った。 旣に 延慶本 平家物語に 次の 如き 例が られ る。 

河へ 打 入ル、 事 ハ畠山 一番 也、 向ノ  3 がへ 着 事 ハ武藏 ^ノ 代人 大櫛彥 次 郞季次 マ 先 也 トゾ名 <J ^ケル (五本) 

君/西 A 條 へ 召 籠 ラレ サセ 給シ後 ハ (五本) 

更に 對手を 示す 場合に 用 ゐた例 も ある。 

此 次第 ヲ缣倉 殿 へ 申サデ ハイ 力-一 ト テ使ヲ 〈ム ^ マ ； 3 ラ セケリ (六本) 

降って {It- 町 時代に 至る と、 動作の 行 はれる 方向の みならす、 歸着點 や 對者を も 「へ」 によって 表す やうに なった。 尤も、 

それ は 京の 事であって、 九州で は 却て 方向 を 示す のに 「に」 を S ゐた。 また 關東 では 「さ」 を もって 方向 を.： 小した ので、 

「京へ 筑 紫に 關來 (又は 坂 束) さ」 とい ふ 陈が出 來てゐ た。 三條 西實隆 は、 その 日記 實 隆 公 _H 明應五 ( 一 四 九 六 X 牛 正：：：： 九 口 

の條 に、 宗 祇の談 として 「京- -ッ クシへ 坂 東サ」 と錄 し、 次の 如く 說明を 加へ てゐ る。 

京-一 ハイ ヅク -1 ュクナ ド云筑 紫-一 ハイ ヅクへ ュクト 云 坂 東 二 ハイ ヅ クサ ュクト 云  . 

京と 筑紫 とが 他の 所傳と 相反して ゐ るの は 思 ひ 遠 ひした ので あらう。 ロドリゲス は大 文典に 二度 こ の^を 引用して や 

や 委しい 解釋を 施して ゐる (一 一 0 丁 表 一 七 〇 丁 表 >。 それに よれば、 京で は 「へ」 の 外に 「のかた へ」 「の 方へ」 を 使 ひ、 九 

州で も 「のかた へ 一 「の はう へ」 を も用ゐ たが、 その外に 「の 様に」 「の 如く」 「さま」 (又は 「さまへ」) 「さな」 を川ゐ たの 


である。 「さな」 は 「さま」 の音變 化と 解せられ、 八 「日の 九州 方言に 「さん」 「さ」 となって ゐる。 關 東の 「さ」 も 亦 「さま」 

の變 化した もので あらう. - Ct ドリ ゲス は、 また、 「の やうに」 「の 如く」 を、 ある 地方で は 「へ」 の 代りに 用ゐ て、 「都の 

やうに 上ろ 一 「. 關 東の 如く 下る」 など 上 一一 n ふが， 粗野な 低級な 言葉 遣で あると 言って ゐる (大 文典 二三 丁 裏)。 天 草本 尹 

曾 保 物語に 

fcr  0  いさご いん 

あま；： の猶 船が m から 西に ゆく も ゎリ、 鵄の砂に印^^刻むもぁリ0 

と ある 初の 「に」 は筑紫 言葉と 見られる。 コ リヤド 編拉文 日本 文典 (五八 頁) に、 九州 方言と は 明記し ないで、 或る 者 は 

「都のより 上る」 「都 さな 上る」 「都の 如く 上る」 ともい ふが- よい 言葉 遣で はない と 註 して ゐる。 同文 典 の 西 文寫本 

(一三 一 頁) に は、 「都の 如く」 と 並べ て 「都の やうに」 を あげて ゐ るので、 版本の 「都のより」 は 「都の やうに」 を 誤った も 

ので あらう つ 1^ 準 語 的 言 ひ 方 も、 寫 本に は、 「都へ 上る」 「都 を 指いて 上る」 「都へ 向けて 上る」 と あるのに、 版本に は 

「都に さいて 參ろ」 「都に 向けて 參ろ」 と ある。 版本の 如くば、 寧ろ 九州 方言と 見るべき である。 

後 II ハ富賁 二 ナラ. i 云テ (四 河 入海、 九ノ 三)  遠國デ ハ勝 タウ ゾ 思へ ドモ (史記抄、 十二) 

の 如く、 今 mr 安藝のと ぬけ」 とい ふ 言葉に よって 知られて ゐる 「と」 を脫 する 言 ひ 方 も 抄物に ある。 

目的語 を 示す 「を」 が 上に 來る 語の 末 音と 融合す る 例 も 室町 時代に あら はれて ゐる。 

リ 3 ゥ 0  0- 

所領 ゥ玲 ラセ テプ ゲン シャ- 一 ナサ レイ (蒙 求抄、 三) 天子 一 1 モノ ゥ申ス 時-一 (勅規 桃源 抄、 一) 

〔呼 格】 呼 格 は 主として 對稱の 代名詞 又は 人 を 示す 名詞 を 以て 形作る ので あるが、 單獨に それらの 語の みで ある 場 

合の 外に、 下に 感動 助； I を 伴 ひ、 ト： に 感動詞 を 置く こと も ある， - 下につ ける 感動 坊詞は 「や」 「よ 一の 領で、 時代 的變遷 


は 殆どない。 上に 置く 感動詞に は 次の 如き もの を用ゐ た。 

ヤヲ ノ レラ、 只今 チト 忍デ アル 力 バヤ ト思ゾ (延慶 本 平家、 三 末) 

ャ 、平家 ノ 公達、 聞 給へ (同前、 二 中) 

ロドリゲス は 

ャァ か；^ ん\、 召し もない LL 推參 して、 武 藏め怨 むな というて (曰； E 尊の 舞) 

などの r ャァ」 を y^l と寫 して ゐ るので、 長く 延ばして 發 音して ゐ たこと が 知られる。 又、 天草 版 拉丁 文典 を 始め、 a 

ドリ ゲス ゃコ リヤドの 文典 また 日 葡辭書 等 は、 「いかに」 を 呼 格 を 構成す る助辭 として 取扱って ゐる。 卽ち、 「いかに」 

は、 近古に 最も 普通に 用 ゐられ た 呼掛の 語であった ので ある。 その外に は、 「なう」 「なう く」 「まう し」 「物申さう」 

「もの まう」 「きかせら る、 か」 等 を 用ゐた (大 文典 一 三 九丁裹 )，- 

【活用形】 1 〔終止形〕 近古に は、 志久 活用の 終止形 を、 他の活用形が.！^§称に「し」を今：：んでゐるの 

形 容 詞 

に 類推して、 「し、」 とする ことがあった。 

秋 ふかみ 夜風 はげし ゝ むべ しこ そふ もの 里人 衣う つなれ (永 長 二、 一  〇 九 七 年 東 塔 ハ介耿 合) 

11；； ノ鼓色 ァシ、 ヲソ ラクハ 鬼神 ノ爲 -1 ヲ カサレ タ ル歟 (績 古事 談、 五) 

見 苦シ、 トクく 罷出ョ トー H  (延慶 本 平家、 一本) 

それ も戀 しく 乂、、 れも いと ほし、 (謠 曲、 唐 船) 

泣く にわれ なみだの ぬし はかなし > 'ぞ (閉吟 集) 

語  . 法 
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世間の 聞え も 恐ろし 、ともって、 急 、高 雄へ 送り 奉られ；^。 (天草 本 平家、 四) 

院政 鎌倉時代に は 未だ 多い と は 言へ ない が、 窒町 時代に なると、 各方 面の 文獻に その 例 を 見出し 得る。 然しな ほ 「し」 

に 終る もの、 方が 多い やうで ある。 近世に 入る と、 文語と して 「し、」 を 用ゐ、 口語で は 特殊な 場合に 限られた。 

連體 形の 「き」 「しき」 が 音便に よって 「い」 「しい」 となった の は、 中古に 始まる が、 この 形が 終止形に 及んだ のは遙 

かに 後れた のであって、 鎌倉時代に 於け る 確實な 用例 はない やうで ある。 窒町 時代に 人る と、 急に 發展 した ものと 見 

えて、 抄物 類で は、 速體形 終止形 何れも 「い」 「しい」 となって、 こ. -に兩 活用形の 形態 上の 一 R 別が 失 はれた。 

2  〔連用形〕 速 ffl 形の 「く」 「しく」 は、 中古 以來 音便に よって 「う」 「しう」 ともなつ たが、 近古に も、 抄物で は 「く」 

「しく」 と 同等の 勢力 を 持って ゐ たらしく、 用例が 相半ばして ゐる (室町 時代の せ n 語 研究  一 ニニ 頁) つ 降って この 時代の 末 

に 出た 吉利支 丹 物で は、 助詞 「て」 に續 くに も、 中止す るに も、 修飾語と なる にも、 多く は 音便 形に より 長音と なって 

ゐて、 「く」 の 用例 は S しく その 數を滅 じて ゐ るつ 卽ち速 用 形と して はォ段 又は ゥ 段の 長音が 本位と なって ゐ たので あ 

る。 然し これ は 近畿 以西に 於け る 不法であって、 鬼 部に 於て は 「く」 を m ゐてゐ た- - これが 當時 にあっても 著しい 方言 

的 特徴 をな して ゐた事 は、 今日と 同じい (大 文典 一七 〇 丁 裏)。 さう して、 今日の 東京 語. では、 「ござる」 に 連る 時に だけ 

は 「う」 となる のであって、 室町 末期に も- 近畿 語で I ござる」 に繽く 際に は 「う」 のみ を 用 ゐてゐ た 事が、 天草 本 平家 物 

語の 用例から は 言 へ るゃぅでぁる(天草本平家物！*^2の|!^2法ニ三頁)。 然し、 當 時の 關東 方言で は、 この場合 にも 一く」 をと つ 

てゐ たもの らしい。 ロドリゲス は閼 東に 於け る 普通の 口語の 用例と して、 「短くな す」 「長く 語る」 「堅く 言 ひ 渡す」 を 

擧げ、 それに 緩いて、 r したく ござる。 (卽 ち) したう ござる」 とやう に、 都の 首 葉 を 以て わざ/、 註釋を 加へ てゐ るの 


である (大 文典 一 八 九 丁 表)。 

「よつ ぴ いて ひやう と 放つ」 とい ふが 如き： 百 ひ 方 は、 鎌倉時代の 車 記 物に 多い が、 「能く」 が これと や、 似た 音 變化 を， 

とる 事 は、 室町 時代に もあった のであって、 抄物に 次の 如き 例が ある リ 

是ヲ ョッョ ムカヲ (餌) ヲ薦紳 ト讀デ ハ ク セ事ゾ (史記抄、 八) 文章 ハ ョッ 似セョ セタゾ (：！ 前、 十六) 

杜子美 ガョッ 云 カホデ (四 河 入海、 七ノ 二) 

破 障 音 や 摩擦音に 接績 して ゐ るので ないから、 普通の 促音で はない。 人聲昔 の 如き 特殊の 發 ま：： をした ので も あらう か。 

【形容動詞】 所謂 「なり」 活用の 連體形 「なる」 を 「な」 とした 例 は 近 ト= の 初から 見えて ゐる。 

0  0  0  0 

しな だまむ かしな まひ もまて し. はし こま も ひまな しか もま.^ なし (藤 原 隆^ 朝臣 集) 

ふれつ もじ 牛の つの もじす ぐな，. T じゅがみ もじと ぞ君 はお ぼ ゆる (徒然 草) 

鎌倉時代に はま だ 「なる」 が 普通であって、 「な」 の 用例 は 稀で あるが、 窒 町 時代から は、 「な」 が 勢力 を增 して 「なる」 

に 代る に 至った。 終止形の 「なり」 も 室町 時代から 「な」 となった。 例へば、 

淸淨ナ ト云フ 名ヲ取 タヅ (蒙 求抄、 六) 

定めて 樣^ かへ 形 fj- やつ さ、 つず る も ふびんな、 又い とけない 者 共が 歎 かう する 事む むざんな。 (天草 本 平家、 四) 

所謂 「かり」 活用 も 近古に BE ゐられ たが、 普通に 終止した 終止形 は 殆ど： n> ^られ ない。 未然形 *連£ 形 .i^^ 形の 川 例 

が 多い。 窒町 時代に、 連用形 を 「官次 ガイ ヤシ カリ タゾ」 (蒙 求抄、 七) としたの は 例外であって、 大抵 促 便 をと るの 

である。 それにしても、 「て」 に績 くこと は 甚だ 珍しい。 抄物に はな ほ 次の 如き 例が ある。 

UK  法  - 
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語法 

爲 陵- 1 隱 居 シテ家 貧 カッテ イクラ ノ 辛苦！ 7 シテ有 タレ ドモ (三體 詩 絶句 抄、 五) 

^ャ醢 ナン ドノ 如キ モノ モ盡 テナ カッテ アツ シゾ (四 河 入海、 二十 ノ四) 

所謂 「たり」 活用 は、 室町 時代に 文語 的の ものに は 用 ゐられ たけれ ども、 口語で は その 勢力 を 失った。 天草 本 平家 物 

なん 

語 を 見れば. 「.^ たる 宿業 か」 など、 その ま、 用ゐ たもの も あるが、 その他の 場合 は • 多く 次の やうに 改めて ゐる。 

き；^ にに ぜ いさんが！^ として まつ ふく 風 もさく^^;: リ みなみに さう か いまん くと してきし うつな み も はう.^ たリ (百 二 

十 句 本、 十) 

さ ヅさッ 00  000000 

北に は 靑山峨 々として、 松 吹く 風 も 現々 とし、 南に 蒼海が？ ぽ々 として、 岸ダ  1^ 打つ 波も茫 々ともつ；：. \ 天草、 本 四) 

〔活用形】 1 〔終止形〕 動詞の 終止形 も連體 形と 同じ 形 をと る やうに なった。 中古の 物語に は、 會 

話の 終 を連體 形で 結んで 餘情を 含めた 言 ひ 方 をして ゐる 例が 多く 兒られ るが、 地の文に 於て 係 結の. 

關係 なく 連體形 止めに した 例 は、 院政 期に 入って 現れた。 

高 サ百丈 許お 一 i ュル浪 立- ァ來ル (今昔 物語 集、 二十. 5 

必ズ此 ノ狗ノ 爲-ー 被 咋效； -IT  (同前) 

00 

これ は 動詞 系の 活用 をな す 助動詞に 就いても 同じで ある。 

姨 母， 迎へ將 来：：； 然__ '本ノ 如.^ ゾ 養ケス 今昔 物語 集、 三十い 

00 

終止形が 連體 形に 同化され て 行く のに. 文の 終に 立つ と、 助詞 「と」 「など」 に 連なる と、 助動詞に 鑌 くと によって、 

如何なる 遲 早が あるか は、 委しい 調 茶 を 待たねば ならない が、 延慶本 平家物語 にあら はれて ゐる听 を 見る と、 「と」 
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「なむ ど」 に 接する 場合の 例が 遙に 多く， 動詞の みで 終止して 文 を 終る 場合の 例が 僅に あり、 助動詞に 述 なる 場合の 例 

は 一 つもない やうで ある。 この 車實 によって、 ある 程度 迄 は 一 般の 傾向 を 推測す る 事が 出来る であらう。 

助動詞に 連なる 場合に、 連體 形の 終止形に 代る ことが 遲 れてゐ たとい ふこと は容 23^ に考 へられる。 何と なれば、 特 

定の 助動詞と 動詞の 終止形との 接 關係は 容：： ^に 動かない ものであって， この場合 も、 接絞關 係の 動搖 によって、 終 

止 形に 接績 して ゐ たもの が連體 形に 接續 する やうに なった ので はなく、 連體 形が 終止形の 位 IJ^ を 奪 ふやう になった 活 

用語 全般の 倾 向に 從 つた ものであるから である。 從って、連體形が終止形を全く同化してしまった{^^町時代に於ても、 

た 助動詞に つ く 時には、 往々 もとの 終止形が 保存され る ことがあった。 

2  〔連用形〕 中古に 於て、 主として 四 段 活用 動詞の 連用形に あら はれた 音便 現象 は、 近古に 至って その 倾向 を； 肝 

强め、 近世に 入れば また 次第に 衰退に 向った。 

ィ 音便。 中古に 於け るィ 音便 は カ行 サ行に 早く あら はれ、 近古に 入っても、 この 兩 行の ィ 音便が 最も 勢力 を た。 

ガ行の ィ 音便 は、 中古に も存 したが、 極めて 稀であって * 鎌倉時代 にも 尙 多く はない。 窒町 時代に なって、 力；， 仃サ行 

及び ガ行の 四 段 活用 動詞の 連用形 は、 話 言葉に 於て 、「い」 の 語尾 をと るの が本體 となった。 さう して、 それ は 多く 

「て」 「た」 に 接 接する 場合の 事で あるが、 その他に も、 「接き」 「突き」 等が 接頭 辭 的に 動詞と 複合す る 場合に 「カイ 伏 

シテ」 「ツイ 立テ」 などと なる 例 は 平家物語 等に 見え、 r 橋ハヒ イツ」 「ヌ ィヅ キッ」 「サイ ッサ 、 レツ」 など、 「つ」 に 接 

する 時 や、 「ナ泣 イソ」 r ナ驚カ イソ」 などの 場合に も 音便 形 をと る 言 ひ 方が 抄物 や 吉利支 丹 物に ある。 サ行の 連用形 

は、 その後 また 原形に 復し、 ィ 音便 をと るの は 一部の 方言に 止まる やうに なった。 
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撥音 便。 撥音 便は屮 古の 文學 語に は 見られないで、 民謠ゃ 漢籍の 訓讀 等の 中に その 用例 を 拾 ひ 得る ので あるが、 近 

古に 入って は、 文學的 作品に も 普通に 用 ゐられ るに 至った： この 音便 は マ行 四 段 活用の 連用形 「、、こが 母音 を 失って 獨 

立の 鼻音と なる 場合に 早く あら はれた もの、 如く、 今昔 物語 集に は、 r 悲 ンデ」 「惜 ムデ」 「惟 ムデ」 などの 例 は ある 

が、 バ行の 撥音 便の 例 は 見られな いやう である C 尤も、 三 善 爲康が 天 仁 ニー (一 一 〇 九) 年に 撰した 童 蒙頌？ gaissi 年 板) 

に は、 r ノ ンデ」 r フ ンデ」 「クン ヂ」 等と 共に、 「ト ンデ」 「ョ ンデ」 「ァ ソン デ」 等の 訓が 出て ゐる。 鎌倉時代から は 何 

れも 同様に 撥 昔 便 をと つたが、 室町 時代に は 撥音 便が や、 衰 へて、 長音に 發 音す る倾向 があった。 然し、 同一 書に 於 

て 同一 語 を 撥音と 長 昔の 兩樣に 書いた 例も少 くないの であって、 日葡辭 書に、 連用形の 「た」 をと つた 形 を 過去形と し 

て標 して ゐ るのに も、 必す しも 一定して はゐ ない。 

ナ行變 格 活用の 「死ぬ」 「柱ぬ」 の 連用形が 撥音 便 をと る やうに なった の はや、 後れて ゐる。 假名 論語 (元弘 三、 一 三 三 

三年 康速 校) に 「死 而後 已不亦 遠 乎」 (泰 伯篇) を、 「しんでの ちに やむ 又と をから す や」 として ゐ るの などが 古い 例で あつ 

て • 窒町 時代から 多くな り、 日葡辭 書で は、 r シ ンダ J 「イング」 の 形 を 過去 に擧 チてゐ る。 

ゥ 音便。 ハ行 四 段 活用 動詞の 連用形 は， 中古 以來ゥ 音便 をと つたが、 近古に 長音と なった。 さう して、 連用 の 原 

形が 「習 ひ」 の 如く. ぬに 終る もの は 開 音の ォ段 長音と なり、 「思 ひ」 の 如く. S に 終る もの は 合 音の 才段 長音と なり、 「a 

ひ」 の 如く. m に 終る もの はゥ段 長音と なった。 連用形が 「て」 「た」 に績く 場合 のみでな く * 終止形 連體 形に 於ても、 か 

かる 長音に 發音 して ゐ たので ある。 マ行 バ行 段 活用 動，^ の 連用形が、 撥音 便から 長音に 變じ たもの はォ 段の 合 音に 

屬 する。 永 萬 元 (一 二ハ 五) 年點香 藥鈔に 「呼」 を 「ョ フテ」 と訓 じたの や、 梁 塵 秘抄に 「好み 給 ふ」 を 「このうた う」 と 書い 
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て あるの など は， 長音 を寫 した もの か K« か 明瞭で ない。 所謂 ゥ 音便が 一 般に 長音と なった 正確な 時期 は 分らない が、 

大體窒 町 時代の 初で あらう。  . 

促音 便。 ハ行及びラ行四段活£動詞の音便形が東西兩方言で相達してゐるとぃふ|9^^實は、 旣に 室町 時代 或は 更に 溯 

つた 時代から ^する 所で ある。 卽ち 、ロドリゲス 大 文典 方言の 章に、 「拂 ふ」 「買 ふ」 等 を、 都で は fardto 又は faraite 

c6te とい ふのに 對 して、 關東 では faratte,  catte とい ひ、 「張る」 「借る」 を、 都で は fatte,  catte とい ふのに 對 ) 

て、 關東 では farite,  carite と 言 ふと 說 いて ゐる (一 七 〇 丁 裏 )。 抄物に も、 「借 ッタ」 は あるが 「買 ッタ」 は兑 當ら ない。 

0 ドリ ゲスは r 拂 ッテ」 「買 ッテ」 の 如き 「ヒ」 の 促音 便 を 文語の 言 ひ 方と 呼んで ゐ るので あるが、 これ は 鎌 <E- 時代 二 

も 京都 語に は 多く あら はれなかった やうで ある。 延慶本 平家物語 にも、 「追 ヒ」 を 接頭 辭 的に E ゐた 「オッス ガヒ」 r ォ 

ッッ メテ」 の 外に は 見出されない。 從 つて、 窒町 時代の 文語に あっても、 ハ行の 促音 便 は 普通ではなかった。 戰記物 

以下に 多 いのは タ行 ラ行の 促音 便で ある。 

3  〔命令形〕 窒町 時代に、 g; 段ナ 變ラ變 以外の 活用に 屬 する 動詞の 命令形が、 「よ」 の 語尾の 外に 「い」 を もとる や 

うにな つた。 然しながら、 それ は 下 一 一段 力 變サ變 の 動， 1 に 限って ゐて、 上下 一 段と 上 二 段の 動， _1 が 「い」 の 語尾 をと つ 

た 例 は 見られな いやう である (室町 時代の 言語 研究 七 六 ICT 天草 本 平家物語の 詰 法  一 一 K) 。ロドリゲスの 文典で は、 下二^お 

用 を 以て 第 一 種 活用と し、 その 命令形 は r 擧げ よ」 「舉げ い」 の 如く、 「よ」 と共に 「い」 もとる こと を 明かに して ゐる (大 

文典 ニニ 丁 表、 小 文典 一九 丁 裏 —二 〇 丁 表： T 上下 一段と 上 二 段 も 亦 この 第一 種 活用に 入れて ゐ るが、 その 命令形 は 「浴 

びよ」 「延びよ」 「落ちよ」 「恥 ぢょ」 「強 ひよ」 「着よ」 「居よ」 の 形 を擧げ て、 「い」 をと る 首 ひ 方 をば 出して ゐ ない (小 文 
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典 ニニ 丁裘 —二三 丁 表)。 又、 一 五 九 叫 (文祿 三) 年 天草 版 拉丁 文典に 於て 拉丁 動詞の 活用に 日本語 を あてはめた 所 を 見る 

に、 Doce に づ oxiyei  (敎 えい) としながら (三〇 丁 表)、 Es に は iyo  (居よ) として ゐる (一 三 丁 表)。 卽ち、 「い」 の 語尾 を 

とった の は、 下 二 段 力 變サ變 だけであって、 その外に は 未だ 及んで ゐ なかった もの、 やうで ある。 

孟子 抄 (二) に 「吳 れい」 を 「タレ へ」 と 書いた 例が ある。 今日の 方言で は 廣く行 はれて ゐる けれども、 室町 末期に 至る 

迄に は 一般に 認められた 言 ひ 方ではなかった。 又、 同じく 孟子 杪 (一) に、 「死 -1 殉 ヘイト 遣 言 シタ」 と 四 段 活用 動詞に 

「い」 を 添へ たもの が ある。 恐らく、 下 二 段 活用 他動詞の r 從ふ」 への 類推 違で あらう。 後に 述べる やうに、 四 段 活用に 

「い」 を 加へ て 命令の 意 を 示す 事 もあった が、 その場合には 未然形に 添へ て 「夠 ハイ」 となるべき であ ，0/ 且又 か. t る 言 

ひ 方は對 手に 向って 直接 言 ふ 時に 限られて ゐた。 

東國に 於て は、 上古 以來 「ろ」 を 用 ゐてゐ た。 文 永弘安 (一 二 六 四 11 二八 七) 頃の 著と 言 はれる 塵囊 (十) にも 「阪 東ノ 

人 ノコ トバ ノス ヱ 二  ロノ 字ヲッ クル 事 ァリ、 ナ 一一 セ 口 カセ a ト 云フ」 と 述べて ゐる。 天 正 日記に は、 「Jt 有ク レ £ ト申シ 

遺ハ ス」 r メ シッレ タレ n ト 申テ」 などの 用例が ある。 ロドリゲス は、 東國 方言の 「ろ」 に は 言及して ゐな いが、 肥 前 肥 

後筑 前で 「見ろ」 「せろ」 「擧 げろ」 「着ろ」 「浴びろ」 などと 「ろ」 を 使 ふこと を 指摘して ゐる (大 文典 一 七 〇 丁 表 JIO 今日で 

も、 九州の この 地域に は殘 つて ゐる言 ひ 方で ある。 近古に、 東國と 九州と に 同じ やうな 古い 言 ひ 方が 存 して ゐ たとい 

ふ 事に 就いては、 上古の 名 殘が邊 地に 見られる ので あると する 所謂 方言 周圈 論からの 觀察も 加 へられる であらう。 新 

. ^博士 は、 寧ろ 東 國方言 が 九州に 傳 へられた の. であって、 その 經路 として、 防人に 東 國人を 置いた の を 初め、 鎌 倉 時 

代に も 1«{國 の 豪族 を鎭 西の 守護に 任じた 事な ど を數へ てゐら はる (「東 國 方言 沿革 考」 東方 一一 目 語 史叢考 三 一 三 頁 以下)。 
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【活用の 變化】 連體 形が 終止形 を 同化した 結果と して、 ラ行 變格 活用 は 四 段 活用に 攝 せられ、 力 變サ變 は 文語と は 

異なった 變格 活用 をと る やうに なった。 その外の 注意すべき 活用の 變 化に 就いて 次に 述べよう。 

1 〔二 段 活用の 一 段 化〕 二 段 活用の 一段 活用に 變 化した 新語 形 は 院政 期 以後の 詣文獻 に 求める ことが 出来る。 「か 

き 寄せる 筆」 〔梁 塵秘杪 )• 「見える か」 (木工 權 頭爲忠 朝臣 家 百 首)、 「隔てる 心」 (建 仁 三年 仙 洞 五十 首)、 「さびる 浦」 (山家 ffio な 

ど、 歌謠は 勿論、 和歌の 中に も 用ゐ、 辭 書類に も載錄 されて ゐる。 例へば. 「更」 r 渝」 を 「力 へ ル」 とよんだ 例 は、 類 

聚 名義 抄を始 として 伊呂波 字類抄 〔二子 鏡 集. 節用集 • 運 步色葉 集に 見られる。 辭 書に 於ても、 この 一 語に 限る ので は 

ないし、 和歌に も 用ゐら れてゐ るので あるから、 一 一段 活用の 一 段 化 は 可な りに 行 はれて ゐた S が 想像 せられる。 

然しながら、 標準語と して は、 窒町 時代の 末に 至る まで、 二 段 活用が 守られて ゐた。 た 町 時代の 二 段 J£ 川 は 終 

止 形が 連體 形と 同形で ある 點が 文語と 異なる。 n ドリ ゲスの 文典 は當 時の 標準語に 於け る 口語 法を說 いたので あるか 

ら、 一 段 活用 を 殆ど 認めて ゐ ない。 さう して、 下 一 一段 活用 を 下 一 段 活用に、 「あげる」 「求める」 「はねる」 「屈け る」 

r 與 へる」 「まぜる」 「見せる」 「へる」 など 言 ふこと は、 閼東 地方に 普通であって、 京都で も 一 部の 人々 が n にす るけ 

れ ども、 一 般には 稀に しか 使 はす (大 文典 六 丁 裏)、 また 上 二 段 活用 を 上 一 段活 m に 「浴びる」 「强 ひる」 などと も 言 ふが、 

用 ゐられ る ことが 少ぃ (小 文典 二三 丁 表) と、 簡 單に觸 れてゐ るに 過ぎない。 

標準語の 中に 最も 早く その 地位 を 占めたの は 「へる」 (經. 綜) であるつ a ドリ ゲスの 文典で も 「へる」 のみ は 「ふる」 と 

共に 擧げて 居り (大 文典 一 〇 二 丁 表、 小 文典 一 九 丁 裹)、 曰葡辭 書に も 「ふる」 「へる」 を 並べて g 、出し、 吉利支 丹 本 も. ぬ 則 

として SI 準 語 を 用 ねながら、 口語 本 は 勿論の こと、 文語 本に さへ 「へる」 が散兑 して ゐる。 ロ；^ji法別記(三四-ri:o によれ 
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ば、 旣に藤 原 淸輔の 和歌 初 學抄に 「糸へ る， 一とした 例が ある。 二 段 活用の 一段 化 は、 下 二 段 活用の 「ふる」 が 「へる」 とな 

つたの などが、 その 魁 をな すので も あらう。 

か、 る變化 は、 關東 方言に 早く 現れた のであって * 窒町 末期に 至る と、 關東 では 一段 活用に よるの が 普通と なって 

ゐた (小 文典 二 〇 丁 裏)。 天 正 十八 (一 五 九 〇) 年の 天 正 曰 記 や 降って 元 和 八 (ニハ ニニ) 年の 三 河 物語な ど東國 方言 を 含む 资 

料に、 一 段 活用の 例が 多 いのも 斯の 車實を 反映して ゐ るので ある (國語 史上の 一 割 期 二 六 

2  〔了 行 ハ行 ヮ行ニ 段 活用の 變動〕 「心得る」 「敎 へる」 「植 ゑる」 など、 ァ行 ハ行 ヮ 行の 下 二 段 活用が 一段 活用と な 

つた もの は、 今日の 標、 準 語で 發音 上皆ァ 行に 屬 する 3 然し 九州 地方で は これら を 「心 ゆる」 「敎 ゆる」 r 植 ゆる」 と ヤ行 

下 二 段に 活 させて ゐる。 か k る 九州 方言 こ そ窒町 時代 の 言 ひ 方を傳 へた ものである。 

か、 る 活用の 語尾 を 吉利支 丹の 羅馬 字で 寫し たもので は、 yo,  yiiru と 書いて ゐ るので、 その 發 音が 明確で あるが、 

假名 書きで は寫し 方が、 一定して ゐ ない。 音訓の 發 音を嚴 密に區 別して 排列して ゐる 落葉 集 も、 附属 的に 加 へられた 

音訓の 假名 遣に 至る と、 完全に 統一 せられて ゐる とも 言へ ない ところがあって、 「餓」 「飢」 に 「う ゆる」 と 書きながら、 

「植」 に 「う ふる」、 「種」 に 「う ゆる」 と訓 じて ゐる。 又 「斷」 に 「た ふる」、 「徵」 に 「く ふる」 とした 例 も あるので、 か、 る 

「ふ」 は ュ と讀 むべき であらう。 

然し、 すべての 場合に 「ュ ル」 とのみ 讀 むべき であると は斷ー 11  一口 出来ない。 ロドリゲス によれば、 ァ 段の 音節に 績 くも 

の は、 ォ 段の 長音に も發 音す る ことがあ つたので ある。 例へば、 at6ru  (與 ふる) totoI161.u  (整 ふる) S01161.U  (儲 ふる) 

Vtt61.u、l^ ふる) cuv6rii (加 ふる) col.6ru (泳 ふる) など、 主として ハ行 下 二 段 活用に 屬 する ものであるが、 その外に も 


「あらゆる」 を al.6ru とい ひ、 「聞 ゆる」 の 如く ォ 段の 音節に 核く もの も quical.u といった。 かくして、 ハ行 下 ニ段沾 

e の 終.^, 形 は 四つあった。 卽ち at6,  at6ru,  atayuru,  atayeru  (與ふ • 與 ふる. 與 ゆる- 與 へる) と、 叫 通りの： ITI: ひ 方 

が 行 はれて ゐ たので あるが、 長音に 發 音す るの は、 特殊な 場合であって、 格言 等の 文語 や 々しい 言 薬逍 にの み 限ら 

れてゐ た (大 文典 七 丁 表、 小 文典 二 一 丁 表)。 從 つて、 ハ行 下 一 一段 活用の 動詞の 語尾 を r フ ル」 「ウル」 など 窨ぃ たもの は、 

長音 を寫 して ゐる かも 知れない が、 その他の 下 一 一段 活用の 動詞に 於て は、 大抵 は 「ュ ル」 とよんで よいで あらう。 

抄物で も、 多く は r ュ ル」 と 書いて あるが、 また 「ウル」 或は r フ ル」 とした もの も ある。 論 Si 抄に、 r ヲシ ュ」 (敎) とも 

「ヲ シゥ」 とも あり、 四 河 入海に 「カズ ュ ル」 とも 「カズ ゥ ル」 とも あり、 中華 若木 詩抄に 「ゥ ュ ル」 とも 「秫フ ル」 とも ある 

など、 同一 一 g を 同 一 書で 色々 に 書いて ゐる。 その 用例. Ar 統計的に 見るならば、 元來 「フル」 「ウル」 と あるべ き. Silf を 

「ュ ル」 とした ものが 遙に 多い ので ある CM 町 時代の 首 語 研究 六 二更)" 故に、 抄物に 於ても、 大體は 「ュ ル」 の發 f!!: を ぬし 

てゐ ると 觀て 大過ない であらう。 

然し、 ァ行ヮ 行 は 本よりの こと、 ハ行の 「ふ」 「ふる」 も、 鎌倉時代に は 「ゥ」 「ウル」 と發 昔して ゐ たので ある。 その 

時には、 ヤ行の 「ゆ」 「ゆる」 まで 「ゥ」 「ウル」 と發昔 する こと もあった やうで ある。 

彼等 は 野 子の ほうるな リ 日蓮が 一 門は師 子の 吼なリ (日蓮、 聖人 御難 事) 

東大寺 興 福 寺な 燒し淸 盛 入道 は 現 身に 其 身もう る 病ん うけに さ (日蓮、 神國王 書) 

卒 家ョモ スガ ラ山ヲ コ ウル ト承ル (延慶 本 平家、 三 末) 

0  0  0  0 

コ ノ兒ハ キヨ クサ カフ ル事モ n ソァ レ (同、 三本) 

0 
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かくの 如く 鎌倉時代の 終り 頃に は 「ウル」 が 最も 優勢であった のに、 窒町 時代に なって、 一部に は 長音 化する もの も 

あつたが、 全體 として は r ュル」 によって 統一せられ たので ある。 それ は 室町 時代に、 ァ 行の 「心え」、 ハ行の r 敎 へ」、 

ヮ 行の 「植 ゑ」 を 何れも ヤ行の 「見え」 など. - 同じく、 その 語尾 を？， と發 音して ゐ たので、 未然形 或は 命令形 殊に 連用形 

が？， である 類推から、 終止形 連 體形も ヤ行 音に 「ュ ル」 と發 音す るに 至った ので あらう と、 橋 本 進吉敎 授から 承った。 

兎に角、 ハ行 下 二 段 活用な どが 「ュ ル」 の 語尾 をと る やうに なると、 上 二 段 上 一段の ものまで この 傾向に 從ふ ことがあ 

つたので ある。 ロドリゲスの 小 文典の 上 一 一段 及び 上 一 段 活用 を 示した 條に、 「强ュ ル」 「用 ュ ル」 の 形 を 擧げ、 「强 ィル」 

「用 ィル」 は 稀に 言 ふと 註して ゐる (三 111 丁 表)。 尤も、 日葡辭 書に は、 これらの 語 を Xij,  iru,  ita.  Mocliij,  is,  ita 

とのみ 標 出して ゐる。 

【敬讓 法】 1 〔形容詞の 敬語 法〕 尊敬の 意 を 示す 接頭 辭 「御」 はもと 名詞に のみ 冠した ので あるが、 

甲 言 の 法 

近古から 形容詞に もっけた 例が ある。 然し 初 は 如何なる 形容詞に も接績 するとい ふので はなく、 中 

古の 用法と 同じく、 名：：^ と 複合した ものに 於て、 その 名詞に 直接して ゐ るので ある。 延慶本 平家物語の 例 を 見る に、 

多く は 「心」 と 複合した ものであって、 「御 心 苦ク」 「御 心ス ゴク」 「御 心ッ ョ ク」 「御 心 許 ナク」 「御 心 弱ク」 などが あり、 

その他に も 「御 後 クラ ク」 「御 人ヮ a ク」 など、 用ゐ たもの が ある。 これらに 就いて 山 田 博士 は 次の やうに 說 明して ゐ 

られ る。 卽ち、 「御 心」 「御 後」 等と 形容詞との 合成語と して 成立した ものが、 「心 苦シ」 「後 クラシ」 などい ふ 名詞 を 戴 

いた 形容詞に、 その 名詞に のみ か \ る 精神で 「御」 を 冠す る やうに なった のであって、 その 時期 は 延慶本 平家物語の 頃 

であらう。 更に 轉 じて、 「御」 が 如何なる 形容詞に も 接する に 至った のであって、 それ を 式に 示す と 次の 様になる。 


一 70 


その 第 一 一の 形式と 見得る 明かな 例 は 

冷泉 院ノ 御物 狂 ハシ クマシ マシ 花山ノ 法皇 ノ御 位プサ ラセ 給 ヒ三條 院ノ御 H ノ クラ ク オハ シマシ 、 モ之方 i-^^  ノ 怨敏ノ 出： 小リ 

トコ ソ承レ ( 1 末) 

である。 この場合に は、 單に 「物」 にだけ 「御」 が 冠せられ てゐ ると は考 へられない からで ある。 且叉、 「御」 を 作 つた 形 

容詞は 悉く 連用形の みし か 用ゐら れてゐ ない のであって、 この 點か らも、 「御」 は 形式 上 名詞に 接續 しながら、 意義 上 

では その 勢力 を隱然 下の 述語に も 及ぼして ゐ ると 認 むべき であると いふので ある (平家物語の - ^ 法、 下 二 〇 一 八— 九- n、o 

延慶本 平家物語に は、 山 田 博士の 所謂 第三の 形式 卽ち 形容詞に 直に 「御」 を 冠した もの は 兒られ ない が、 その後の 諸 

本になる と、 それが 現れて ゐる。 例へば、 二 代 后の 條 「思 ひき や」 の 歌の 前文が、 延慶 本に は、 

先帝 ノ昔ノ 御 面影 思 召 出サセ 給テ御 心所セ キヌ カク ゾ思 食ッ * ヽケサ セ給ケ ル 

と ある 所が、 後の ものに は 次の やうに なって ゐる。 

先帝の 昔 もや 御懋 しくお ぼし 召され けん (覺 一本 別 本) 

さすが 先帝の 御 面影 御懋 しう やお も ひま ねらつ させ 給 ひけむ かう ぞ遊 ばされ けろ (八 坂 本) 

il0 町 時代に はこ 、まで 進んで ゐた。 然し、 「お 懷 しう 存 する」 「おゆかし ぅ存 する」 「おん 嬸 しく 存じ そろ」 などと 川ゐ 

たもの は、 室町 末期に 於ても、 正しい 用法と は考ら れてゐ なかった (大 文典 一 五 九 丁 裘)。 

2  〔動 詞 助 動， E の 敬語 法〕 動詞の 「なる」 「あり」 を川ゐ て、 尊敬 を あら はす 方法が、 近古に は 盛に 行 はれた。 「なる」 


「あり」 そのものに は 尊敬の 意 を 含んで ゐ ない けれども、 これが 動作 を 意味す る漢 l^i の 名詞 か m 言の 連用形 か を 承け る 

ことによって 敬意 を 表すので ある。 「御 寢モ打 解 ケナラ ザ リシ カバ 」 (延慶 本 平家、 二 本) 「御 出 ji^ 条ナ ドャ有 ラム ズラ ム」 

(同、 一本) の 如く、 名詞との 間に 他の 語 を 禅む こと も あり、 上に 敬語の 接頭 辭を 冠す る こと も ある。 窒町 時代になる 

と、 他の 語の 挿入す る こと は 殆どない。 敬語の 接頭 辭は、 固有 語に は 「お」 「おん」、 漢語に は 「ご」 「ぎよ」 をつ ける の 

に、 「ご ffl ゐ ある まじい」 (天草 本 平家、 四) 「ご 許され あれ かし」 (同前) の 如く、 固有 語に も 「ご」 をつ けた 例が 室町 末期に 

ある。 敬語の 接頭 辭を とった もの は それだけ 敬語が 高い ので あるが、 窒町 末期に 於け る その 使 ひ 分け を、 ロドリゲス 

は 次の やうに 述べて ゐる。 「お」 を 伴った もの は、 同 まと 面談し 又は 多少 目下に 當る 者と 話す 時と か 或は その 場に ゐな 

い 目上の 者に 就いて 話す 時と かに 使 ひ、 「お」 を 伴 はない もの は、 主人が 敬意 を 持って ゐる 召使に 對 すると か 親が 成人 

した 子供に 對 すると か 全く 未知の 人に 對 すると かした 場合 等に 使った (大 文典 一 六 二  丁 表 )o 

「なる」 よりも 「あり」 を 用ゐる 方が 多い のであって、 その 「あり」 「ある」 は、 窒町 時代に、 先行の 音と 融合して 拗音 

となり、 或は 融合し ないで 「やる」 と發 音した やうで ある。 吉利支 丹 本に 於ても、 その 發音を その ま、 書き 寫し たもの 

は少 いが、 天草 本 伊 曾 保 物語に は vocacuxare  (お 隱 しゃれ) vosoyeyaraim (お 添へ やらぬ) 等と 書いて ゐる。 和 泉 流 

狂言 S: 古本に も、 

洒 ぉ飮 みやらう とま；^ ぉ飮が IP: るまい とそ なれの 手に めされ」 お れ」 お 待；^ れ」 お 51..^ やれ (以上、 賞 聾) 

など、 拗音に 發 音すべき こと を 示して ゐる。 

二つの 動詞の 熟 合した ものに 接する 場合に は、 天草 本 平家物語に 、「思 ひお いりあった」 「をめ きお 叫び ある」 などと 


「お」 を 中間に 入れた 例が 見えて ゐる。 これら は 文語の 原文に 「思 ひ 人れ 給 ふ」 「をめ き 叫び 給 ふ」 と ある ものである。 

鎌倉時代に は 「御幸 をな し 奉る」 とい ふやう に， 動詞 「なす」 も Effl ゐてゐ たが， 町 時代に は、 「なす」に敬：^^1の助動 

詞を 加へ た 「なさる、」 を用ゐ て、 「おひん なされい」 「おん 計ら ひなされ い」 「御 見物な さる、」 「御 元服な された」 と 

いひ、 口語に 於て は 甚だ 高い 敬意 を：； 小した (大 文典 一六 三 丁 表)。 

「候」 も 亦 「ある」 などの 代りに 用ゐら れてゐ る。 

大將軍  一一 候 御 後 ヲ御覽 候 へ 今 ハナ-一 ヲ御 戰候ャ ラム ト. 5- タリ ケレ バ (延慶 本 平家、 五本) 

身ガ 弟子 デ サフ モノ ヲ將 一一 御ナ シサフ へ (史記抄、 十二)" 

この場合に は、 上に 「御」 を 冠す るの が 常で あり、 「候」 自身が 丁寧の 意 を 示して ゐ るから、 「ある」 など を川ゐ たよりも 

1 1^ 鄭重な 言 ひ 方であった らうと 思 はれる。 

これらの 言 ひ 方に 於て、 「ある」 「なる」 等 はもと 動詞であって、 その上に 來る 動^の 速 m 形 は體肯 の 性質 を^す る 

ので あるが、 室町 時代に は、 その 兩 者の 間に 他の 語の 介入 を 許さす、 相接續 した 全體が 述語 をな して ゐ るので、 ^渾 

氏 は、 「敬意を；^^すべき者の動作を云ぅ動詞の連用形にっけて用ぃる助動詞」と兑られた(.：^町時代の言語硏究 一 三 六 —七 

3S 「候」 が 「ある」 「なる」 等と 同様に 用 ゐられ てゐる こと も、 か、 る兑解 を 助ける もので あらう。 

3  〔敬 譲の 動詞 助動詞〕 「あそばす」 「めす」 「きこしめす」 前代 以來 敬. 語と して 川 ゐられ た これらの 語 は、 近 A にも 

略 同様の 意義 3= 法 を 持って ゐた。 r めす」 は 室町 時代に も 「何事 を 召す ぞ」 「茶 をめ す」 「小袖 を 刀：： す」 「舟に めす」 など 

^^々な動作に用ゐたが、 又 敬語 助動詞 を 伴った r めさる 丄を 一 語の 如くに 使 ふこと が 多かった^ 例へば、 


小官 ヲ モ大 宫ヲモ ー體 -1 メサ レテ隔 ヲパシ メサル 、ナ 我が 耳目 ノ 如-一 メサレ ョ (古文 眞 寳抄、 八) 

「きこしめす」 も 飮食 する ことな どに 言 ひ、 同意義で 「こしめ す」 とも 一一 一一 口 つたが • た 「きこしめす」 に比べ ると 敬意が 薄 

い (大 文典 一 六 五 丁 表 y) 日葡辭 書に も 「こしめ す」 の 語を錄 して か、 る 解釋を 施して ゐ るが、 例文 は擧げ てない。 

「おはす」 「わす」 「おはす」 は 居る *來 る • 往 くな どの 意味 を 持った 敬語であって、 中古 以来 大體に 於て サ行 變 格に 

活用した。 1 兀來 サ行 變格 活用 は サ行 四 段 活用と サ行 下 二 段 活用との 中間に あって その 何れと も關聯 して ゐる。 「おは 

す」 も サ行 變格 活用に 屬 しながら、 多少 動搖 し、 時には 四 段 活用に ひかれ、 時には 下 二 段 活用に ひかれる 事が あって • 

近古に は 四 段 活用への 類推が 往々 にして 現れて ゐる。 例へば • 延慶本 平家物語 にも、 未然形に 「御 サズ」 (三本)、 連用 

形に 「ヲ ヮシ 、手 合一 こ (六本)、 連體 形に 「思 ヲハ ス事 有テ」 (二 中) などの 用例が 見られる。 かく、 四 段 活用への 類推が 

著しくな つたの は、 「おはす」 と 同 語源であって 意義 用法 も 亦 これと 等しい 「おはします」 が、 四 段 活用であった からで 

あらう。 室町 時代の 口語に は 「おはす」 を用ゐ なくなった。 故に 天草 本 平家物語 では、 原文に 「おはす」 と あるの を 「ご 

ざる」 「ま ゐる」 その他の 敬語で 言 ひかへ て ゐる。 

「わす」 は 鎌倉時代に 「おはす」 の 上略に よって 出來た 語で あるが、 平家物語 では、 特に 木 曾 育ちの 義 仲が 田 舍 言葉 を 

寫 すのに 使って ゐる。 窒町 時代に は、 この 語 を 下 二 段 活用に 用ゐ たらしく、 連用形に 「ヮ セタ 時」 (蒙 求抄、 四) とやう に 

言って ゐる。 さう して、 來 ると いふ 意に 限定され、 餘り 身分の 高くない 中位の 者に 對 して 用ゐた (大 文典 二 ハ四丁 裏)。 

「候 ふ」 「そろ」 「さう」 「候 ふ」 は 本来 目上の 人の 許に 伺候す る こと を 意味す る 語で あるが、 轉 じて 謙 語と なり、 更に 

丁寧語の 動詞と して 又 助動詞と して 用 ゐられ た。 助動詞の 「候 ふ」 は 「侍り」 に 代って 勢力 を增 して 行き、 近古の 口語で 


は 次第に 「候 ふ」 が專 用せられ るに 至った。 その 經路を 詳述 せられた. f; 口 澤義則 博士の 「語脈より 觀 たる 日 木 文 (新潮 

社 版 曰 本文 學 講座 及び 國語說 鈴 所收) に 引用して ある 西 光 消息 を 見る と、 

又お ぼしめ し はから ふ 事 や 候と てき かぜ まいらせ 候に 候 かされて いそ Av 、お ほ ぜれぷ ベく 候 又 ま いり 候 ひて. &候 ベく 候。 

の 如く， 消息文で は 「候」 を 盛に 用 ゐてゐ る。 かくして、 貴嶺 問答に 「候 字 事。 此 宇多 者 劣 事 云々」 と 注意す るまでに な 

つた。 鎌倉時代 にこの 語 を 如何に 發 音して ゐ たかは 明かで ない。 延慶本 平家物語に は 「サ フラウ」 とい ふ 假名 書き も あ 

るが、 多く は 漢字で 「候」 とのみ 書いて ある。 塵襄 (十) に 「候 ノ字ヲ サブ ラフト 讀ム」 と 註して ゐ るの も、 原義に 於け る 

讀方を 示した ものであって、 助動詞の 場合に も かくの み發 音すべき であると 言 ふので はない。 

幸 若 舞ゃ謠 曲の 會 話の 中には 「候」 を 用 ゐてゐ るが、 窒町 末期に なると、 旣に 一 般の 口語 界 から は 姿を沒 した" た 

老人が 尊敬すべき 人に 使 を 遣 はす 時の 傳言 とか 又 さう いふ 人と 勿體 ぶって 話す 時と かに、 この 語 を 口にした。 然し、 

それ も 誰し もが 使 ふとい ふので はなく、 何處 でも 聞かれる とい ふので はなかった (大 文典 一 六 四 丁 表)。 P ドリ ゲス も、 

「候」 を 口語の 「で ござる」 に相當 する 文語の 存在 動詞と して 取扱って ゐる。 文語の 中で も 殊に 消 in:- に 川ゐ、 所 iE 候文な 

る ものが 消息文と して 固定して しまったの である。 

室町 時代に は、 正しく は s5r6  (サゥ ラウ) と發 音した やうで あるが、 多く は soro (ソ a) と 短く；；： -a つたら しく、  口 

ドリ ゲスの 文典で はこの 兩語形 を 並べ 擧 げた 所が 多い。 

これらの 語が 名詞 を 承け て 指定の 助動詞と なる 場合に は、 「に」 「にて」 「で」 を 伴 ふの が 齊 通で ある。 か、 る 助， 詞を 

伴 はないで 「ざ ふら ふ」 z6r6 となる こと も ある。 「理り ざ ふら ふ」 「御 奉加 ども ざ ふら ふや」 (八 島の 舞) など その 例で 
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諶  ま 

ある. - これ は、 「サン ザ フラウ」 (世 阿彌 自筆 松沛乃 能) の 如く、 先行の 「に」 が 撥音 便と なった 影響に よって 語頭の 「さ」 が 

濁音と なった の を、 「にさ ふら ふ」 の 代りに 用ゐる やうに なった もので あらう つ silblu.6( サブ ラウ) も窒町 末期に は 女の 

ii き 物に だけ 用 ゐられ た (大 文典 五 二 丁 裏 一 六 四 丁 表)。 

「さう」 とい ふ 形 も 鎌倉時代に 出來 たらしく、 

內府 四方 ヲ見マ ハ シティ シゲ -I サゥ 御氣色 共力 ナトテ ヘシ 口 セラ レケリ (延慶 本 平家、 一 末) 

などと 見え、 窒町 時代に も 抄物に 多い。 「さう」 であるか らして 、「誰 カイラ シ ミサ ゾ」 (勅規 桃源 鈔、 二) 「今 御トヲ リサ 

カト 云テ」 (史記抄、 十) の 如く、 「さ」 とのみ も 言った。 然るに 又 

0  0  0  0  0  0 

ャ ァヲゥ チテソ ゥ者 I 一  ッ レ テ行テ ソ ゥ シ其處 ハ ョ ク知テ サゥ ト云ゾ (史記抄、 八) 

など、 「そう」 とも 書かれて ゐる。 ロドリゲスの 文典で も、 おと 開 音に した もの もないで はない が、 多くの場合、 と 

合 音に して ゐる" 次第に 合 音に 發音 する やうに なった のか も 知れない <」 

口 ドリ ゲ ス は、 「さう」 「ざ ふら ふ」 に 語形 變 化がない と 述べて ゐる (大 文典 四 六 丁 表)。 抄物に 於け る 「さう」 は 命令形 

が 「用心 ヲメ サ レサ ゥへ 」 (史記抄、 十) の 如く 「さう へ 」 とな つ てゐ る。 已然形 も 亦 恐らく 「さう へ」 であつ たらう と考 へ 

られ るが、 用例 は兑 當ら ない。 

「御座 ある， 二 J ざる」 「おはす」 に 「御」 を あて， 「ます」 に 「座」 を あて、 從 つて 「おはします」 に 「御座」 を あてる こと は 

古くから 行 はれて ゐた： 尤も 「御座」 の 二字 は 「おはす」 とか I おます」 とかに も あてた のであって、 必す しも 一 定 して ゐ 

たと は 言へ ない けれども、 延慶本 平家物語 では I 御座」 を r おはします」 にの み 用 ゐてゐ る C 牛 家 物語の 語法、 上 七 二ぶ 頁) つ 
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同書で その 「御座」 ど 音 讀 した證 跡 は 見られない けれども、 その 字面に よつ て 音 讀し、 こ 、 に 「ござ」 なる！^ i を 生じた の 

である。 

揚 御座 間幷左 右二 間 御簾 C 舟 妻 鏡、 四十 二) 

三ケ tn 迄..！ -リ給 はで 胸の 上に 御 有け る 厳重 ふし なリ ける 事 也 (古人， 著 聞 集、 二) 

と あるの など は、 「おましの ま」 「おはしたり」 「おはしましたり」 などと よんだ ので はない かとの 2^ も あるが、 {； ャ町時 

代に は： 御座なくて」 (太平 記、 二) 「御座 をな され」 oig、 大原 御幸) などの 例が あるので、 「ござ ある」 とい ふ 言 ひ 方の 出 

來てゐ た i5_- は 疑ない。 

「ござ ある」 から 「ござる」 となった が、 抄物で は 「御座 ある」 を 普通に 用ゐ、 「ござる」 は 未だ 少ぃ。 吉利支 丹 物になる 

と、 殆ど 「ござる」 のみで ある。 

「御座 ある」 「ござる」 は 貴人のお はします こと をい ふのから 轉 じて、 「ある」 の 丁寧語に m ゐ、 更に 助 rlr に」 「にて」 

「で」 を 伴ったり して、 丁寧の 助動詞と なり、 窒町 末期に は 盛に 用 ゐられ た。 

陛下 ハ聖： 德 御座 アツ テシカ モ漢ノ 中興 王デ 御座 アルト 云 (蒙 求抄、 四)  - 

ヲソパ 二人 ガナ ウテ 一人 御寢 アツ テ御庙 有 タ時ゾ (同、 五) 

かみ さ 44  0  0  0 

上 樣は爽 て させられ てこの 分に ござる と 云う たれ ども (夭 草本^ 曾 保) 

風 は 止う で ござれ ども 沖 は- W 强う ござらう (天草 本； 牛 家、 四) 

ロド リゲ ス は 「これ は 見事でから 眞 にござる」 とい ふ 例文 を殘 して ゐる (大 文典 一 四 〇 丁 表 )o 
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疆  - 

打消に ラ行 叫 段 活用に よって 「ござらぬ」 とい ふの は、 原義に 用ゐた 場合の みであって、 その他 丁寧語と して 用ゐた 

場合に は 「ござない」 或は 「ござるまい」 である。 ロドリゲスの 大 文典で も、 肯定の 存在 動詞と して 「で ござる」 の 活用 を 

示し、 それに 對 する 否定の 活用 はた 「ない」 の 語 を 以てして ゐる (三 丁 裏 以下)。 この 事實 について、 舂 日 敎授は 「こ， 丄 

は 一 般に 事物の 有無 卽ち _tytt すると 否 とが ァ ル • ナイで 表 はされ てゐ るので、 これ を 丁寧に いふ 時に 只 ゴザを 接頭語 

&にゴ ザ アル • ゴ ザ ナイと いふので あるが、 それ を 貴人の イマ スとィ マサ ヌ とに は 用 ひないで、 別に ゴザ ル • ゴザラ 

ヌと いふので ある」 と說 かれた (國語 史上の 一 劃期 三 五 頁 )o 

「御 入リ ある」 「ぉリ やる」 「お入り ある」 は 窒 町 時代の 口語に 於て、 來る 意の 敬語に 用ゐ、 更に、 有る. 居る の 意に も 

用ゐ、 語形 も變 化して 「仁愛 ノ心ガ ヲリャ ッテ」 (蒙 求抄、 六) の 如く 「おり やる」 となった。 吉利支 丹 は羅馬 字で voriaru 

と 書いて ゐ るので、 ヲリャ ルと發 音した ので あらう。 ヲリャ ルと發 音した ので あるならば voriyaru と 書いた 害で あ 

る。 打消 は 「おわない」 といった。 

ソノ人 ハコ、 一 1 モヲリ ナイ 程 II  ( 三 體詩絕 句鈔、 三) 

なんぼう 5JJ るい 事で はお リ ないか (天草 本 平家、 三) 

「御 出て ある」 「ぉぢ やる」 「お出で ある」 も 亦 「お入り ある」 と 同じ 意義 用法 を 以て 用ゐ られ、 「お ぢ やる」 の 語形 をと 

る やうに なった。 抄物に はま だ 新語 形 を 見ない. - 和 泉 流 狂言 稽古 本に、 

なう く 粟田口 もれへ お出 やれ (粟田口)  あすに 早々 とリ にお 出 やれ (地蔵 舞) 

と ある 所 等 は、 狂言 記で 「ぉぢ やる」 となって ゐる。 狂； 一目 本 來の發 音 は 勿論 「ォデ ャレ」 であらう。 ロドリゲスの 文典に 
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は vogiam の 形 を 擧げ、 「ござる」 「おり やる」 と共に 口語に のみ 用 ゐられ る 事を說 いて ゐる (大 文典 一六 五 T 表)。 

吉利支 丹 物に も 用例 はさして 多く はない， V  § 取に 敬語と して のみでな く、  丁寧；^§として£ゐ、 また「て」「で」を伴っ 

て 助動詞 ともなって ゐる。 

一 百と ふ 人 もな うてお •  ちゃらう する (天草 本； 牛 家、 一) 辭儀 法.^ J 知 つれ もので ぉぢ やつ-^ か (2、 三) 

「おしやる」 言 ふの 敬語 「おしやる」 は窒町 時代に 用 ゐられ 始めた。 

カウ 思召テ コソヲ シャツ ッ ラウト 云 レタ虎 デ王ノ マ ヅサゥ デャト 云レタ (孟子 抄、 1)  . 

世間せば い 事 おしやる i (笈 探の 舞) 

狂言 記に この 語が 多く 見える の は 近世に 入った からの 言 ひ 方に よった 所が 多いで あらう。 

大 言海に 「おしやる」 を 「仰せら る、」 の 約と 解した の は從ひ 難い。 旣に ロドリゲス も、 「仰せ ある」 Q 變 化と a- て、 「お 

ん 入り ある」 より 「おり やる」、 「おん 出で ある」 より 「お ぢ やる」 となった のと 共に、 中略で あると 說 いて ゐる (大 文典 一 . 

六 八丁 裏)。 この 解 釋は當 時日 本人の 試みた 所 を 承け たものと 思 はれ、 大體當 を 得て ゐ ると いふべき である。 

「紫ら す」 「まらす る」 r 參ら す」 を 進上す る 意の 謙 語に 使った の は 中古に 始まり、 近古に は、 その 意義に も W ゐ、 ま 

た 動詞の 速 m 形に つく 助動詞と しても m ゐる やうに なった。  、 

マ シテ 力、 ル^ 主 I 一  後 レマヒ ラ セ御 斑 ス御 心中 n ソ 推量 マヒ ラス レ (延慶 本 平家、 1 二 本)  一 

室町 時代に 降って、 抄物に も か \ る謙讓 助動詞の 用例 を 見る ので あるが、 更に 丁寧 助動詞と して 自. H に m ゐられ た。 

さう して 「ま ゐら する」 は 語形が 短縮して 活用 も變 化した。 抄物に は 「マイ スル」 の 形も兑 える が、 多く は 「まらす る」 と 
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した。 r 參ら す」 は 下 一 ；段活 m であって、 「まらす る 」 も 抄物で は 「ナ シ マラ セタ」 「殺 サ セ マ ラ セタ」 C 蒙 求杪) の 如く 連 

用 形が 「まらせ」 となって ゐる けれども- 吉利支 丹 物で は、 すべて 「まらし」 となって ゐて サ變の 活用に よって ゐ る。 

鞍馬の 坊、 H.: 共、 、、れ はな ほ 都が 近うて わるい というて、 奥へ 人れ まら しれれ ども、 比 叙の 山から やがて これ, きゝ つけて、 t 

敷の 山へ なし まねら せれ (天草 本： 牛 家、 三) 

「ま ゐら せ」 を 「まゐ らし」 とした 例 さ へ 見える。 

め ない 人 1.5- この 六 七 年 手 馴れ まねら した 事 ri( 天草 本！ f 家、 二)  " 

口 ドリ ゲ ス の說 明に よれば、 「まらす る」 を 殊に 盛に 用ゐ たの は 京都であって、 目下の 者が 目上の 者に {!: つて 話す 時 

とか、 貴人の 前で 話す 時と かに は、 この 語 を用ゐ た。 一 5^ 子 寧に 言 ふのに は 「御； S の 如く 申しつ け まらして ござる」 と 

やうに 「ござる」 を 添へ たつ 又 「まらす る」 は 「ある」 「給 ふ」 以外の すべての 動詞 助動詞の 連用形に 接繽 する のであって、 

「上げられ まらす る」 「ござり まらす る」 などと 敬讓語 を も 承け た (大 文典 一 六 三 丁 表： T 

殿上人 達が 一 同に よれ 忠 盛の、、 とな 帝王へ 訴 へられ まらし；.： (天草 本 平家、 一) 

右の 文で は、 話者の 動作 者に 對 する 敬語で ある 「ら れ.」 に 純然たる 丁寧語の 「まらし」 をつ けたので ある。 然し、 

なんと こて 君,， ^ば 捨て まら せられう ぞ (天草 本 平家、 四) 

となると、 「ら れ」 は 前文と 同じく 話者の 動作 者に 對づる 敬語で あるが、 「まらせ」 は 動作 者の 動作 を 受ける 人に 對 する 

謙 語で ある。 

「まらす る」 から 「まつす」 とい ふ 過程 を經て 今日の 「ます」 が出來 たの は、 近世に 入って から 後の 事で あると 言 はれて 
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ゐる (^語 史上の 一 劃期 四 二 頁)。 然し、 ロド リゲ ス大 文典に 「まらす る」 の E 法 を說 いた 條 (一 六 七 丁 裏) に、 

有 馬 修理 申し ま マる は、 先日つ.；^ 御 懇ろの 御 使 か；： じけ な、 r 'ござる。 

とい ふ 文例 を あげて ゐる。 原本で は 「申し ま」 と 「する は」 との 間で 行が 改まって ゐ るので、 「ら」 を，！^ 脫 したので はない 

かとの 疑 も 抱かれる。 若しも、 誤脫 でないならば、 「まする」 はこの 頃に 發 生して ゐ たと 兌ら れる であらう. - 

「奉る」 助動詞の 「奉る」 は、 室町 末期に 至る と、 說敎 とか 莊 重な 話 振 をす る 場合と かの 外に は 餘り用 ゐられ なかつ 

た。 曰 常の 會 話で 感 を 極めた 言 ひ 方 をす る 時に 「奉り まらす る」 と li 一口った (大 文典 一 六三丁^^0。 

內々. 5- し 上ぐ る 如く 必す御 光儀 待ち 奉り まらせ うず (黑船 物語) 

「申す」 謙 語の 助動詞 「申す」 は 鎌倉時代に 盛に 用ゐ られ、 町 時代に も 及んで 居り、 消息 語と して は 「巾 しそろ」 が 

された" 尤も 女子の 消息で は r 參らせ そろ」 を 常套語と した。 室町 末期の 口語に 「巾す」 を用ゐ たの は、 關來 地方 や 

九州の 肥 前 肥 後藤 摩 曰 向 等であって、 京都の 「まらす る」 に當 るので ある (大 文典 一 六 三 T 裏)。 

「致す」 「仕る」 「賜 はる」 「承る」 室町 末期に は、 「致す」 も 「仕る」 も 普通に 用ゐ たが、 消息で も 談話で も 「致す」 の 方 を 

多く 使った。 「仕る」 は 「致す」 に 比して 謙遜の 度合が 強かった ので ある (大 文典 一 六 六 丁 裹)" 「受ける」 意の 「赐 はる」 は 口 

語で tiuu6ru と發 音し、 「聞く」 意の 「承る」 も vqetamdru と發 音した。 

「る」 「ら る」 「る」 「ら る」 は 「ある」 を W ゐる言 ひ 方と 共に 近古に 於け る 最も ま H 通の 敬； お 助 動 |_ ^であった。 これらよ 

り 一段 高い 敬意 を 表すのに は、 「す」 「さす」 を 添へ た 「せらる、」 「させら る、」 が {ザ： 町 時代に 多く 用 ゐられ た。 「なさ 

るる」 も 「ある」 より は 敬意の 高い 言 ひ 方と して 「せらる、」 等と 同様に 川ゐ た。 「死ねた」 は 「死なれた」 と ：！： じく、 可 化：^ 
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のみなら す 尊敬の 意味に も 使った (大 文典 一 六 七 丁 裏)。 

「しも」 「さし も」 「しむ」 「さしむ」 窒町 時代の 敬語 助動詞に 「しも」 「さし も」 「しむ」 「さしむ」 とい ふの があって、 

抄物に 多數の 用例 を殘 して ゐる。 各 活用形 は必 すし も 一 定 して ゐ ないで、 種々 併用 せられて ゐる. - 未然形に は 「イカ 

シ マ ヮバ」 (四 河 入海、 一 ノ三) •「 談シ サシ マバ」 (四 河 入海、 十五 ノ 一)*「 知 ラシ モヌ ゾ」 (史記抄、 十 一)- 「イラ シム ゥズ」 

(四 河 入海、 十五 ノ四) など あり、 連用形に は 「死ナ シマ ウタ」 「勝 クシ モウ タ」 (以上 史記抄、 十 一 )•「 ナラシ モ タ」 (史記抄、 

七) •  r ィ ラ シ ム テ」 (三 體詩絕 句抄、 四) など あり、 終止形 連體 形に は r ィ サ シ モゾ」 (史記抄、 HI)  •  r イワシ モ ゥゾ」 (中華 若 

木 詩抄、 上) •「 思ハ シム 事」 (蒙 求抄、 六) など あり、 命令形に は 「カウ サシ メトサ シメ」 (史記抄、 十) •「 モテ ナサ シ マ へ」 

(四 河 入海、 ニノ 一 二) など あり、 已然形 は 用例が 見出されて ゐ ない。 

動詞への 接繽は 未然形 からする のであって、 四 段 活用 及び ナ變 活用に 「しも」 「しむ」 がっき • それ 以外の 活用に 「さ 

しも」 「さしむ」 がっくの であるが、 往々 例外が ある。 例へば、 「歌 ハサ シム ナ」 (三 體詩絕 句抄、 四) と 2： 段 活用に 「さし 

む」 をつ 5^ け、 「生 ジ サシモ タゾ」 (史記抄、 七) と 用 形に つ けた 例が ある。 

湯澤氏 は、 この 語の 本源が、 敬語の 「す」 「さす」 に 「たま ふ」 のつ いた 「せた まふ」 「させた まふ」 にある と解釋 せられ 

た。 卽ち、 史記抄に 「用ゐ させ 給 は i -」 とい ふの を 「用 サ シ タ マウ バ」 (十五) とした 例が あるので、 「せた ま は」 が 「した 

まう」 となり、 次に 「た」 の 音 を 失って 「しまう」 となり、 或は 更に 語末の 長音 を 短く して、 「しも」 又は 「しま」 とい ふ 未 

然 形が 先 づ出來 たが、 末 音が 「む」 となって ゐ るの は、 當時 「見た う もない」 が 「見た むない」 「見と もない」 「見と むな 

い」 など 變 化して ゐ るのと 同じ 音變 化であって、 「しめ」 は 「しまへ」 から 出た と 觀られ たので ある (國 語と 國文學 第 六卷第 


九號所載「足利期の敬1?^2助動詞シ モ シ ム に 就いて」 )o 

窒町 末期に なると、 助動詞と しての 働 を 失ったら しく、 命令形の 「しめ」 「さしめ」 の 外 は m 例な く， 而も 敬 sy: は； g 

ど 失 はれて ゐる。 

「ます」 段に 活用す る 敬語 助動詞 「ます」 は窒町 時代に なると、 單獨 にも m ゐ たが、 多く は 「我 レハ 簾レホ ドノ 天 子 

ゾ ト問シ マ ス」 (蒙 求抄、 二) 「年ゴ 口 モ 相好 モ ョ ク似サ シ マ シ タ」 (四 河 入海、 二十 ニノ  I ) の 如く、 「す」 「さす」 と ね 

用ゐ、 而も 「ます」 は 連 川 形に 綾く 助動詞で あり、 「す」 「さす」 の 連用形 は 「せ」 「させ」 であるのに、 「します」 「さし ま 

す」 となって ゐる。 「せます」 「させます」 の 用例が、 抄物に あるかな いか は 定かで ない が、 ロドリゲスの 言 ふ 所に よれ 

ば- 都に 於て 「る、」 「ら る- -」 を用ゐ ると 同程度の 敬意 を 示して、 「書かせます」 「申させます」 「死なせ まった」 「上 

げさ せまった」 などと 言 ひ、 九州で は それ を 「習 はせ めす」 「讀 ませめ いた」 又は TtM ませ まった」 「上げさせ めす」 と 

言った (大 文典 I 四 丁 表 七 〇 丁 表 一 六 五 丁 裏)。 さう して、 ロドリゲス も 他の 所では 「死なし まった」 が 「死なれた」 と に 

使 はれる こと を 言って ゐる (大 文典 一 六 七 丁 裏 )o 故に、 必す しも 「せ」 「させ」 のみに 繽 いて ゐ たので もない やうで ある。 

コリ ゃドの 日本 文典に も、 この 語 を 他の 敬讓 助動詞と 共に 擧げ て說 き、 拉文 版木 (四 〇 頁) に は 「せます」 「させます」 の 

み を 出して ゐ るが、 西 文寫本 (八 四 頁) に は 「させます」 「さします」 兩方を 出して 「上げさし ます」 との 例 を-: 小して ゐる。 

W 段活川 動詞に つに いた 例に は 「せます」 とのみ 書いて ゐる けれども、 「します」 とも 言った ので あらう。 

【命令法】 1 〔命令〕 命令の 言 ひ 方 は 敬卑の 度合に 應 じて 色.^ あった。 a ドリ ゲス大 文典 命令法の 條 (二 IrlJ 表 II 

四 丁褢) に說く 所に よって、 生と して 窒町 末期の 用法 を 述べて 兑 よう。 
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全く 敬意 を 含まない 言 ひ 方 は、 動詞の 命令形 その ま、 を 使った 「上げい」 「上げよ」 r 讀め」 などで ある" これ は 身分 

げ にんし も  こもの 

の 低い 者 例へば 下人. 下の 者 .男* 小者. 仲間な どに 向って 用ゐ たつ か， -る言 葉 遣 をして よい 身分の 者で あるか どうか を 

聞く のに、 「この 人 はたう せいかう せいの 通り か」 といった。 これと 殆ど 同じ やうな 言 ひ 方 は、 動詞の 未然形に 「しめ」 

「さしめ」 を 添へ て 「請 ましめ」 「{ 儿 めさし め」 などと いふ ものである： 狂言 等に その 用例 は 多い。 敬語の 助動詞 「しむ」 

「さしむ」 の 名 殘と考 へられる が、 ロドリゲス は 召使に 向って 用ゐ て適當 で、 輕 蔑した 言 ひ 方で あると して ゐる。 

幾分 か 敬意 を 添へ るのに は、 「い」 「さい」 を 動詞の 未然形に 加へ た。 

十七 八 はは や 川の あゆ そろ、 よせてく せきふせ て、 さぐらい な ふ、 お 手で さぐらい な ふ (室町 時代 小欲 集) 

なみ さ ひそ (な 見さい tv) く、 人の すいす る、 なみ さ ひそ (閑吟 集)  . 

「い」 は 四 段ナ變 に、 「さ い」 は その他の 活用に 接する ので あるが、 四 段 等が 「い」 をと る こと は 普通でなかった もの か、 

小 文典で は 1 1 段 一 段の 動詞が 「さい」 をと る 例の み を擧げ てゐる (二 〇 丁 裏 二 五丁裘 )。 四 段に 「さ い」 をつ けた 次の 例 は、 

「はなさい」 と あるのに 索 かれた ので も あらう か。 

そと かくれて はして. v)；^、 まづ はなさい な ふ、 はないても の.^ いわ さいな ふ (室町 時代 小耿 集) 

ロドリゲス は、 親が 子に 向 ひ、 主人が 下男 下女 等に 向って 使 ふので あって、 か \る言 ひ 方 をすべき かと 聞く のに 「た 

うさい かう さい 程に か」 と 一一 一一 n つたと 說 いて ゐる。 

「い」 「さい」 よりも 敬意 を こめた 言 ひ 方 は * 「せます」 「させます」 を用ゐ たもので ある。 「たう させ ませ かう させ ま 

せの 衆 か」 といって、 この 助動詞 を 使って 話すべき 程度の 人 かと 聞いて ゐた. - 特に 京都で ほゐた 助動詞であって、 「る 


る」 r らる 、」 とほ ほ 同程度の 尊敬 を あら はして ゐ るが、 「る 、」 r らる 、」 の 方が いくらか 敬意が 重かった。 

-「 せらる 、」 「させら る 、」 を m ゐた もの は 一 段と 敬意が 加 はるので あって、 「この 人 はたう させられ いかう させられ 

いの 人體 か」 と 首へば、 こ の 人に は 「上げさせられい」 「請 ませられい」 などの 言 薬 遣 をすべき であるかと いふ 意味で あ 

る。 「ある」 「なさる」 を 用 ゐた言 ひ 方 もこれ と 似た 尊敬 を あら はした。 

未来の 言 ひ 方 を すれば、 命令形 を その ま k 使 ふよりも 丁寧で ある。 

以上 述べた 事 を 「上ぐ る」 の 語に 就いて 順次に 示す と 次の やうになる。 

1、 上げい *上げ ふ 二、 上げさし め 三、 上げさい 四、 上げさせま^ 五、 上げられい 六、 お上げ あれ 

七、 お上げ あらう 八、 上げさせられい 九、 お上げな されい 十、 お上げな され、 フ 

同義の 敬語 動詞 を 色々 と 持って ゐる 語の 一 例 を あげる と、 

1 、來ぃ 二、 いらい 111、 ぉリ やれ 四、 ぉぢ やれ 五、 ござれ 六、 ござらう 七、 ぉレ でな されい 

<、 お いでな されう 

その他 丁寧な 首 ひ 方と して は、 謙 語の 動詞 を用ゐ る。 例へば、 「書いて 下されよ」 「參 つてた ま うれ」 「人に 遣 はい 

てた もるな」 などが それで ある。 「して 吳 れい」 「書いて くれい」 「人に 云うて 吳 る. -な」 など は、 や、 くだけた 首 ひ 方 

である。 

2  〔禁止〕 禁止の 意 を あら はす 助詞の 「な」 は、 動詞 及び 動詞 的 活用 をな す 助動詞の 終止形に つき、 終 4^, 形と iS 體形 

とが 同形と なつてから は、 「ト： ぐるな」 「着す るな」 と 言った。 サ變の 動詞と 使役の 助動詞と に は 「断りば しすな」 「天 f^;- 


0  法 

を 射さすな しの 如く 文語 的 言 ひ 方が 多く  ffl ゐられ た 3 又- 下 一 一段 活用 を 承け る 場合に は、 「我ガ 子孫 二 バ シ知 ラセ ナゾ」 

(史記抄、 十三)「カマィテ吹入レナ」(三體^^-絕句抄、 三) 「かまへ て 念佛を 怠らせられな」 (天草 本 平家、 二) の 如くに も 接 

けた。 その 活用形 は、 「な ー そ」 を 用ゐる 場合と 關聯 して 考 へ るに、 連用形と 見て よ いやう である。 ロドリゲス も、 「上 

げな」 「着せな」 「召されな」 等の 例 を 出して、 下品な 言 ひ 方で あると て 斥けて ゐる (大 文典 二 六 丁 表 )o 

「な ー そ」 は、 近古の 終に 至る まで 口語の 上に 生きて ゐ たつ 室町 時代に は 四 段 活用の 動詞 や 形容動詞が 揷 まれる と • 

「な讀 ぅぞ」 「な 汚い そ」 「な 習う そ」 「な 斬つ そ」 「な 拜 みあつ そ」 「な 深 かつ そ」 など、 その 連用形 は 音便に よって 變 

るの が 普通であった。 力 變サ變 の 動詞 は 未然形 をと るので あるが、 室町 時代に は サ變が 「なし そ」 と 連用形 をと つた 例 

が 多い。 一般の m 法に 類推した ので あらう。 

この 言 ひ 方で 禁止の 意 は 「な」 にある けれども、 「そ」 のみ を 用 ゐた例 は 近古に ぼつく 昆 える。 

室町 末期に 「上げと」 「讀 うど」 「習う と」 とい ふ 禁止の 言 ひ 方が あった (大 文典 二 六 丁 表)。 恐らく、 「な ー そ」 の 「そ」 の 

み を用ゐ たもの が 音 養 化に よって 「と」 となった ので あらう。 w 段 活用 動詞の 場合に 音便 をと つて ゐ るので、 さう 解せ 

られ る。 「そ」 のみ を用ゐ た文獻 上の 例 は 乏しい が、 實 際の くだけた 會話 では 決して 珍しくなかった ので あらう。 

願望 を 表すのに は * 動詞の 命令形に 「かし」 「がな」 を 添へ る。 「がな」 は 名詞 にもつく。 この場合に は、 

中古 以來、 「人傳 ならで 言 ふ. E もがな」 の 如く 「もがな」 と 「も」 を 伴って 用ゐ たが、 室町 時代に は、 「がな」 を 名詞に 直接 

した。 

0  0  0  0  I  0 

力 ご 力なく うき 名 もらさぬ かごが なな ふ (閑吟 集) セメテ 京 1 ノ 便宜が ナト 思フテ (三體 詩 絶句 鈔、 二) 
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自ら 希求す るのに は、 「たい」 のみでな く、 「讚みたい 事ぢ や」 「見たい もの ぢゃ」 などの 一 一 一一 C ひ 方が 多く 行 はれた。 

4  〔放任〕 放任 を 示す に は、 動 .1 の 命令形 その ま、 か、 命令形に 「かし」 を 添へ たもの を 以てした。 

その外、 室町 時代に は 色々 な 言 ひ 方が あった。 「にても あれ」 「でも あれ」 も 多く 用 ゐてゐ るが、 抄物に は 「で まれ」 

「で まり」 とした 例が ある。 

凡人 トー H モ ノ ハ 其 善心 デ マレ 惡心 デマレ 發スル トキ 二 ハ (四 河 入海、 三ノ  二) 

當 世ノィ カナ 學デ マリナ ンデ マリ 云ィ マ クル ホド -1( 史記抄、 十) 

「までよ」 「ま V」 「ま、 よ」 も S ゐた。 

面 打なら ば： rg 打で あらうまで ぶ (狂贯 、 文 山賊) 

世間 ハナン 卜ムッ 力. シカ ラウト ナ ニト アラウ トマ 、 ョ (四 河 入海、 九ノ 三) 

0  0  0  0  0  0 

あげう とま ゝぁげ まいと まゝ いろは Q。 

【條件 法】 1 〔順 說〕 助 HI, ば」 が 動詞 形容詞 助動詞の 未然形に 接して 順 說の假 定的條 件 を 表す こと は 近 卜 ：！ を：^ じて 

見られる。 その 「ば」 がゥ段 Q 音節に 續く 時には ヮの發 音と なった やうで ある。 抄物に も 「ャ ス クヮ」 「ナラ ズヮ」 の 如 

く 「ヮ」 の 字 を 書いて i5 る ものが あり、 亩利支 丹の ri 馬 字書で はすべ て W  § として ゐる。 か、 る 合に も赛昔 を lii; 入す 

ると 「さな くんば」 「せ すん ば」 の やうに 濁音に 發 音した。 「す は」 は 「ざ」 ともなった。 

見めもふひがか；^ちもふ ぃが人だにふらざな.^ふ^^りぅ(閑吟集) 

ili- 町 時^に は 「ならば」 「たらば」 が接賴 助詞と して 用 ゐられ る やうに なった。 

^  法 
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鳴ク マジ イナ ラバ サテ ョ鳴ナ ラバ 人 ヲ驚ホ ドノ 事ガ アラウ ゾ (史記抄、 十六) 

0  0  0 

わ 力 死んだならば この 笛 かまへ て 御棺に 入れい へ 天草 本 平家、 二) 

我等が 所 へ お いでな されれ らば 面目.^ 施し まらせ うす (ィ ル マン • バウ 口) 

「ならば」 「たらば」 を 「なら」 「たら」 とのみ 言 ふこと も旣 にあら は 1 て ゐる。 

徐州前 住 守傅欽 之卜ノ  、時ナラ坐客ディラシム舒^1ル文トノ幸ーー此 一一 ワタル ガ (四 河 入海、 七ノ 一) 

いとおし いとい ふ；^ ら かな はふず 事 か 叨日は 乂讃岐 へく だる 人, ズ閃吟 集) 

「苦しから ざる 儀に 於て は 申し上げ うす」 などと いふ 「に 於て は」 も、 「ならば」 と 同 一 に考 へられて ゐた (大 文典. 一 一九 丁 

裏 )。 「に は」 もも ゐ たが、 それ を 更に 强 めて 言 ふ ときには 「參 らうに こそ 懇には 申さう すれ」 など 「にこ そ」 とした (大文 

典 一 九 丁 表)。 

室町 末期の 標準 で r 見ば」 「見たら ば」 「せば」 「したら ば」 「讀 まば」 「讀 うだらば」 とい ふの を、 肥 前で は、 「みう 

ば」 「見て あらう ば」 一 せう ば」 「して あらう ば」 「讀 まう ば」 「讀 うで あらう ば」 などと 言った (小 文典 ニニ 丁 表 )。  S 

に 降って 元 綠 文舉 等に あら はれる 「うば」 と關 係が あるので はなから うか 0 

順說の 確定 的 條件を 示す のに、 「ば」 を 已然形に 接する 方法 は 本より 行 はれて ゐ た。. 室町 時代に 「ならば」 が獨 立した 

護 助詞と なった やうに、 「なれば」 も獨立 せんとす る 傾向が あった。 然し その が 限られ、 ？」 によって 雷され 

る 疑問 又は 反語の 句 を 承け た 場合に 使 はれて ゐる。 

0  0  0 

. 儀ハ 何程 ノ位 ダナ レバ 大納言 ホ ドノ 位ゾ (蒙 求抄、 五) 
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險 しい 所 ども，；^ 步 かぜら る、 事 ばいつ 習 はぜられう ぞ なれば 御 OJ- から 流る ゝ 血に 砂ん * 染めて (天草 本： 牛 家、 三) 

「たれば， の變 形した 「たり や」 の 用例 も ある。 

0  0  0 

見ず はれ ft からう 見 仁リゃ - /そ 物な 思 へ ；， 1 V  (閤吟 集) 

鎌倉時代に は 「間」 を接榱 助詞と して 盛に m ゐ たが、 {li- 町 時代の 末になる と 消息の 候文 等に 限られる やうに なった。 故 

に、 天草 本 平家物語 を 見る と、 原文に 「間」 を m ゐて ある 所 を 言 ひ 代へ てゐ る。 例へば、 「面魂に て ある 間」 を 「面魂で あ 

つたに よって」 とし、 「承 候 あ ひだ」 を 「傳へ 聞いて ござる 程に」 とし、 r 通らん とする 問」 を 「通らう とする 所で」 として 

ゐる。 「所で」 は順說 のみなら す、 逆說 にも、 また 單 なる 並列に も用ゐ たが、 室町 時代に 多く W ゐ たの は 顺說の 場合で 

ある。 

a ドリ ゲス大 文典の 條件法 を 構成す る 助 辭を說 いた 所に、 過去形の 「あげた」 未来形の 「あげう する」 につ く 助辭と 

して、 「きざみ」 「時節」 「時分」 「つが ひに」 「に」 「に は」 と 並べて 「さかいに」 を擧 げてゐ る。 さう して、 これら を 用 

ゐた文 は直說 法に も接繽 法に も 解せられ ると 1  一一 口って ゐる (二 六 丁 表)。 卽ち、 「さかいし は 「きざみ」 等と 共に 名詞と も靓 

られ、 「さかいに」 で接繽 助詞と も觀ら れる狀 態に あつたの である。 「さかい」 を 名詞と する の は 「^」( さか ひ) と 解して 

ゐ たので あらう. - 當時 はこの 語の 語源が 明瞭に わかって ゐ たと 思 はれる， - 同文 典に は 又. * 定 動詞の 條件法 未 來の條 に 

「あげまい に」 と 「あげまい さかいに」 と を擧げ て、 上げない だら うからと いふ 意で ある こと を葡 語で 註して ゐる (二 六 

丁 襄)" これによ つて、 今日 近畿 方言に ある 「さかいに」 が 接 精 助詞と なった の はこの 頃で ある こと を 知る ので ある。 

「で」 も 亦 「所で」 「程に」 等と 同じく 接續 助詞と なり、 「お叱り あつたで ゎづ らうた」 の 如く 使った (大 文典 ； 五： 一： 丁 裘)。 


「から」 が接繽 助詞に 用 ゐられ 始めた の も 室町 末期の やうで ある。 

歐陽ヲ It- 士 ト云フ ハ佛法 ヲ信タ カラ 云ト云 (蒙 求抄、 五) 

£ ヲ ハジメ トヨ ム ハ 濫觴 ト云 カラ シテゾ (史記抄、 十 1) 

か、 る 「から」 「からして」 に 就いて、 湯澤氏 は、 動作の 出 所 を 示した ものであって、 直ちに 故にと 譯す るに はま だ 距離 

が ある 樣に思 はれる と 言 はれた (室町 時代の 言語 研究 二 六 五 頁： T  ロドリゲス は、 「から」 の 一 用法と して 故にの 意 を 表す 

こと を 述べて、 「御存じな いからさ やうに 仰せら る 、，一な どの 例 を 示して ゐる (大 文典 一 五 四 丁 裏)。 

2  〔逆 說〕 逆說の 假定に 「とも」， 確定に 「ども」 を 使 ふこと は 言 ふまで もない。 なほ、 「とも」 を 「あつたと も」 「言 ふ 

とも」 「參 らうと も」 と用ゐ て、 「確に あった」 r 必す言 ふ」 「間遠 ひなく 參 らう」 の 意 を 反語 的に 强く言 ひ 表す こと は、 

窒町 末期から あり、 この場合に は 普通と 異なった ァク セン トを 以て 發 音した (大 文典 1 八丁 裏 )o 

「とて」 「とても」 も 用 ゐ* 「て も」 の 用例 も 室町 時代に 增 して ゐる。 

神仙 ナン ドハ 吳 音-一 讀 デモ 不苦ゾ (蒙 求抄、 九) 

0  0 

ド コ ノ官 一一 ナ ？ V テモ ロハ 故ノ アル ャ ウー 一 シ タゾハ 史記抄 r 十二) 

「けれども」 を 「ども 」 「と 雖も」 「と申せども」と同じく背戾の確定的條件を示すのに使ふゃぅになったのは{!^-町時代 

である。 さう して、 特に 注意すべき こと は、 窒町 時代に 於け る 「けれども」 が 多く は 「まい」 「まじい」 に接績 して ゐる 

事で ある。 湯澤氏 はこの 點に 着目して、 「けれども」 の 接繽に 就いて 解釋を 試みられた。 その 說 によると、 「まじ」 の已 

然 形に 「ども」 のつ いた 「まじ けれども」 を 終止形の 「まじ」 に 「けれども」 の接繽 した ものと 考へ、 一 方 「まじ」 を 「まい」 と 


首って ゐ たので、 「まい けれども」 とし、 更に 連體 形の 「まじい」 は 終止形 ともなつ たので、 

此時 ハ范 雎ト云 マジ ィケ レドモ 後世 カラ カウカ イタ ゾ (史記抄、 十 一 ) 

0000000 かみ さ** 

犬は棄てまじ ぃけれども上樣はすてさ^^られて：の分11ご.さる(天草本伊曾保) 

と 言 ふやう になった。 かくて、 「まい」 「まじい」 は 終. 形で あると 同時に 連體 形で あるから、 r 久 キケレ ドモ」 (四 河 入 

海、 サ 一 ノー) と、 形容詞の 連體 形に つ 5^ けた 例 さへ 見える ので ある。 然し、 普通に は 終止形に 接 t 粮 する ものと 考 へた 

ので、 先づ 「白い けれども」 「新しい けれども」 と 一般の 形容 に 及ぼし、 更に 發展 して、 「行く けれども」 「兒 たけれ 

ども」 と 動- 詞助 動詞 にもつく やうに なった ので ある (室町 時代の 言語 研究 二 一 四— 五 買： T 

「なれ ども」 も 疑問 反語 推量 等 を す 句に 績 けて 用ゐら れてゐ る。  . 

其ヮザ n ソアラ ゥズ ラウナ レ ドモ此 一 1 齊之贊 ^也 ト云タ ハ (史記抄、 十六) 

いとけ ない 心に 何事,^ か 聞 さわ. V- ま へられう ぞ なれ どもう ちうな づ かるれば (天草 本： 牛 家、 一 ) 

中古 以來の 「が」 「に」 「を」 は 何れも 行 はれた が、 「が」 の 勢力が 強まり、 「を」 は衰 へ て 行った。 {fi 町 末期に 於け る 

「を」 は S 法が 限定せられ、 「うする を」 と S ゐて 何々 すべきで あるが の 意 を 示して ゐる。 

すな はち 御 目に かゝ らうず る vj* 只今 却て その 座の 妨げと 存 する 故に わ * さと 3^ リ出 でぬ (磨 者 物語) 

消息の 候文に は 「處」 を逆說 の接績 助詞に 用 ゐてゐ るが、 平家物語 等に は 殆ど 見られない。 消 として 發 達した 0 

でも あらう。 ril」 と 同じく、 男 言 系統の 消息に 於て、 初 は 「(候) 之 間」 「(候) 之處」 と W ゐてゐ たのが * 動 j;^ 助 動：^ に 

直接す る やうに なった ので ある. - 「候 處」 とい ふ 言 ひ 方の 現れた の は、 「候 間」 より 後れて 室町 時代に 降る やうで ある。 


【指定の 助動詞】 室町 時代に 於て、 助詞 「で」 の.^ に 「ある」 「ゐ る」 「をる」 その他 敬讓の 動詞の 速績 

助動詞  ， 

した もの は 指定の 助動詞と して m ゐられ た。 

吳代ノ 音が 流布 シタデ アラウ ゾ (史記抄、 九)  居士 (屮 略) 藝 アツ テ隱者 ディ タ者ヲ バ云フ ベ キゾ (蒙 求抄、 五) 

前代ノ^！？：が盜人デヲ ル ナ ンド 、 云テ(勅_减桃源鈔、 三) 

その. e.T である」 が 最も 多く 用ゐ られ、 その 末 音が 落ちて 「であ」 ともなった。 

皆 知 つれ 率で わ"  凡人 i リも 重罪に 附ぜ うする： とで あ (天草 本伢曾 保) 

か、 る 例文の 「であ」 は羅馬 字で (lea と 記されて ゐる けれども、 dea と gia との 中間に 發 音せられ るべき であって、 

gia ともなる こと は 口 ドリ ゲ ス の說 いて ゐる 所で ある (大 文典 一 五三 丁 裏)" 假名で 「ぢ や」 と 記した 例 は 抄物 等から 見え 

てゐ る。 さう して、 「ちゃ」 は 普通に 終止形に 使 ふので あるが、 連體 形に も 時に 「伯父 ぢゃ 人」 或は 「サタ ラナ 相 通. チヤ 

ィハ レ」 (史記抄) とやう に用ゐ た" ロドリゲス は dea,  deal.ll に相當 する 語形と して gia,  gial.u を あげて ゐる (大 文典 

一 七 八丁 表) つ 「ぢ やる， 一の 形 もあった ので ある。 

0  0  0 

-;. ： *>- 人 にになる まじ 物. ちゃ、 なれての 後 に になる る るるる るる るが 大事 ぢ やる 物 (閑 吟集) 

「ぢ や， 一は 「ト、 チヤ カウ ヂャト 云ゾ」 (史記抄、 四) 「奥州の 嗣信ぢ や は 忠信 ぢゃ は辨慶 ぢゃ はな どと いふ 者 共」 (；大 草本 平 

家、 四) など、 並列す るに も ゐ、 又「辛亥ャラゥヂャゾ」(*^.^-抄、 二)：， 人れ まらせ うする. ちゃ」 (天草 本 平家、 四) など、 

述語に 立てる 用言に も 添へ た。 

西部 方言の r ぢゃ」 に對 する 東部 方言の 「だ」 も窒町 時代に あら はれて ゐる。 大體に は 西部 方言 を 以て 書かれて ゐる湯 


山 千 句 や 葛藤 集の 如き 抄物の 中に、 「猛虎 ダ」 などと 散見す るので あって、 それ は關柬 出身の S. 記^が 自己の 方； ば を 混 

じたから であると、 小 林 好 日 氏 は 解せられ た (室町 時代 fas 研究 幾 書 I 九 頁 )，- 

【打消の 助動詞】 「ぬ」 「なんだ」 「いて」 「す」 は、 中古に、 終止形が 「す」連 體 形が 「ぬ」 であるが、 近 杏に、 述體 形が 

終止形の 位置 を 奪って から は、 文語 的 言 ひ 方 をす る 場合に 「す」 を 用 ゐる外 は、 終止形 も 「ぬ」 となった。 

ソモ 渚へ ィヅ ル道ノ 案内 ヲシ ラヌ (延慶 本 平家、 五本) 

など は 早い 用例であって、 室町 時代の 中期から 終止形 は 「ぬ」 になって しまった。 

「ぬ」 の 過去 「なんだ」 は窒町 時代に あら はれた。 この 「なんだ」 の 成立に 關 して、 湯澤氏 は、 抄物に 「行 力 ナンダ レバ」 

(蒙 求抄、 六) 「云 ハナ ン ダル モ ノゾ」 (史記抄、 四) 「ミ へ ッ ミ へ ナン ヅ シテ J (四 河 入海、 九 ノー) 「殺 サ ナン デ候ゾ 」 (^求 

抄、 一) などと 用ゐら れてゐ るのに よって、 「なん」 が 打消の 意 を 持ち、 述 W 形と して 「た」 なる 過去 助 動 _1 に 接- 1 した も 

ので あると 說 かれた (室町 時代の 言語 W 究ニ 〇 六： 遡って、 延度本 平家物語に、 

1 日 -1 二度 參ズ ル日 ハ候シ カドモ 不參， -日ハ 候ヮナ ムシ-一 んマ日 都 ヲ罷出 デ候テ (三 末) 

と、 「なむし」 によって 打消 を 表して ゐ るので、 その 「し」 は 過去 助動詞 「き」 の速體 形であって、 「なんだ」 はこの 系統 を 

ひく もので あらう と、 山 田 博士 は 推定 せられた (平家物語の 語法、 下  一二 一六 一!2。 また、 新 村 博士 は、 萬 紫 集の 歌 防人 

歌に In^ える 「な ふ」 から 出て • 「行かな つた」 「讀 まなった」 と 言った ものが、 室町 時代に 促 昔 を 撥音 化する 倾 e が あつ 

たのに 索 かれて、 「行かなん だ」 などと したので はない かとて、 束國 方言に 由來 する ものと せられた (「天； 牛 時代の^.^ r 

東亜 語原 誌 三 四 五 頁 )，-  、 


過去の 打消の 連用形に は. 「すして」 と續 いた 言 ひ 方 も用ゐ るが、 「いで」 とい ふ 形が 現れた。 梁 塵秘抄 神社 歌の 中に 

「かたびら にしり を だに か & いで」 と あるの を 最古の 用例に 數 へられて ゐる けれども、 幸 若 舞曲 に 「知らいで」 (富 樫) 

「臆せいで」 (和 田義 盛) などと あるの を 以て 確實な 用例の 早い ものと 兒る ベく、 「いで」 が 一 般に 勢力 を 得た の は 窒町時 

代からで ある。 

大槻 博士 は 「いで」 の 成立 を說 いて、 「ぬ」 の 「い」 と變 つた もの か、 又は 文語に 「見す て」 「受けす て」 「讀 ますて」 を 約 

めて 「見で」 「受けで」 「讀 まで」 とも 云 ふの を 延べた ので あらう かとせられた (口語 法 別記 二 四 五 頁 )o 史記抄 (九) に 「王 

ノ 我ヲィ カント モェセ ィ事ヲ 云タテ 、末 二 是無奈 我 何 トシ タゾ」 と ある 「ェ セィ 事」 が、 「えせぬ 事」 の 意で あれば、 「ん 

で」 が 「いで」 となった との 推定 も 有力と なる であらう。 然し 又、 延 音の 類例 も 古來少 くない。 た 近畿 地方に 行 はれ 

る延音 は、 古今 を 通じて 單 音節 語に 限られて 居る。 さう して、 この場合 はィの 音が あら はれて ゐ るので あるから、 上 

一 活用の 單 音節 語が 「で」 に績く 場合に 「見いで」 「射いで」 「着いで」 などと 言った のが 他に も 及んだ と 解すべき であ 

らう か。 それにしても、 ェの 音に 終る 二 段 活用な ど はよ いとして、 ァの 音に 終る 四 段 活用な どに も 適用す るに 至った 

と 見る ことに は 可成り 困難が あるが。 大槻 博士の 提示され た 二 案の 中で は、 後者に 可能性が 多い やうに 考 へられる。 

「ざる」 「ざった」 「す」 と 「あり」 との 融合した 「ざり」 は 中古に 盛に 用ゐ られ、 近古に も傳 へられた が、 室町 時代の 口 

語で は、 中國 及び 豐後筑 前 その他 九州 地方に 用 ゐられ て、 それより 東の 方で は 行 はれ なくなった。 さう して、 その 終 

止 形 は 一. ざる」 となり、 過去に は r 參ら ざった」 「せ ざった」 「上げ ざって ござる」 など 「ざった」 を 用ゐた (大 文典 二 五 丁 裏 

1 五. 一 ハ丁表 一 六 九 丁衷、 小 文典 三 二 丁 裏)。 


「ない」 今日 見る が 如き 西部 方言の 「ぬ」 と 部 方言の 「ない」 との 對立 は、 {ャ 町 末期に 明かに 存じて ゐた。 "ドリ ゲ 

スは、 「あげない」 「讀 まない」 「習 はない」 「申さない」 など を關 方言の 例に あげ、 その 「ない」 は 「ござない」 「おり 

ない」 「おんない」 とい ふ 場合の 「無い」 と は 成立 を 異にする と說 いて ゐる (大 文典 一 五六 丁 表 一 七〇丁^3^)。 關^ 方； H の 「な 

い」 が 上古の 「な ふ」 の 後 身で ある こと は 疑 ふべ くもない。 その 變化 過程に 就いて、 橋 木 敎授は 

ナフの 速體 形の ナ へ は 後 に は その 發 音が ナ H となつ；： と ^^ノ へられ、 更に 後に は速體 形の ナ H が 終止形の 代りにん W ねられ；： 

らうと 思 はれる が、 、、の ナ H は、 形容詞の 「無し」 の 口語の 連體 及び 終止の ナイと 昔が！^ めて 近い 上に、 その 意味 も 相频し ズん 

る爲 に、 遂に 之と 混同して ナイの 形と なリ、 活用 も 之に 準じて 形容詞 的に なつれ ものと 考 へられる C 

と 述べられた (岩波 講座 「國語 概論」 上 五 一 頁)。 

勾 BI!- 字ハ 下-一 注ァ レドモ 勾ノ義 ハ貞， シ ナイト シタゾ (史記抄、 九) 

など は 文獻に 載った 用例の 早い もので あらう。 近世に 入って 東國 方言 を 用ゐた 書物に は ぼつく  えて ゐる。 

ロドリゲス は、 ィル マ ン養 方軒パ ゥ 口の 物語に 「あげないで ごげ る」 「申さないで ござる」 「あげなん だる」 など 流：： 通 

に は 殆ど 用ゐ ない 言 ひ 方 を 屡 用 ゐてゐ ると 述べて ゐる (大 文典 二 六 丁 表)。 バウ 口 の生國は^„ぉ狹なので、 當時 この 方 •.m は 

「ないで」 を 使 ふ 地方に 屬 したので も あらう か。 今日と は 異なって ゐ るので あるし、 「あげなんだ る」 と 言 ふのと 共に 疑 

問と なる 記述で ある。 

「まじい」 「まい」 推 置 的 打消の 「まじ」 の 速體形 「まじき」 は 鎌倉時代に 「まじい」 ともなり、 {ャ 一町 時代から は 「まじい」 

を 終止形に も用ゐ た。 

m  法 


95 一 


： れムリ 越 巾へ 御 下向に なか/ \ 叶 ひ 候 まじい、 それ.^ 如何にと 申す に (幸 若、 笈採) 

室町 時代から は 叉 「まい」 が 「まじい」 と 同義で 終止 連體 形に 於て 併用せられ、 後に 「まい」 によって 統一 せられた. - 「ま 

い」 の 由 來に關 して は、 口語 法 別記に、 「まじ」 は r こよ ひ をば すぐす まじ 物 をと 思 ひける」 (義 I- 記、 四) と連體 形に も 用 

ゐ たので、 その 「まじ」 が 「まい」 となって 終止形 を も 兼ねた と 見て ある (二 五六 H5 のに 從 ふべき であらう つ ロドリゲス 

が 文語 動詞の 活用 を 示した 中に も、 「あぐま じきょし」 「あぐま じきた め」 「あげ まじき もの」 と共に、 「あぐま じ もの 

を」 「あげ まじ もの を」 「あぐま じ 事」 「あげ まじ 事」 と あるので (大 文典 四 三 丁 襄)、 窒町 時代に 「まじ」 を連體 形に も m ゐ 

てゐ たこと が 知られる" 

文 Si の 「まじ」 は 動詞 助動詞の 終止形に つくので あるが、 「せま じき こと」 (宇治 拾遺、 一 ) 「みま じきと 思へ ども」 (後 鳥 

羽 院御百 首) の 如く、 未然形から も接績 する やうに なった。 室町 時代に 至って この 傾向 は甚 しくな つた。 g; 段 活用 は 終 

止 形に っピ くの が 普通で あるが、 それでも 「聽 かまい」 「降らさまい」 「知らまい」 などの 例が 抄物に は ある" ナ變は 

「死ぬまい」 とのみ 言って ゐる。 四 段ナ變 以外 は 未然形に つく 方が 多かった。 然し、 「求め まじい jr 求めまい」 「立て ま 

い」 「せまい」 などと いふの は、 訛りと して 上品な 言葉 遣に は 避けられ たやう である (小 文典 ニニ 丁 表 二三 丁 表： T 

【時の 助動詞】 1 〔過去と 完了〕 「つ」 「ぬ」 完了の 助動詞の 「つ」 と 「ぬ」 と は 中古に 大いに 行 はれた が、 近古に 入つ 

て 次第に 勢 を 失 ひ、 窒町 時代に は、 「ぬ」 をば 「を はんぬ」 とよんで、 打消の 「ぬ」 を 「不 のぬ」 とい ふのと 區 別して、 文語 

的 言 ひ 方 をす る 場合に のみ 用 ゐてゐ た。 「つ」 は 「ぬ」 に 比して 口語の 上に 長く 生き延びた。 然し、 この 助動詞 本来の 意 

義 用法 を全體 的に 保持す る 事 は 出来ないで、 次第に 縮 少して 行った。 「つる」 「つれ」 は 終止 連體形 已然形に 用 ゐられ 


て 完了 又は 過去の 意 を 示し 或は 叙述 を 確め てゐ る。 「つ」 は 特殊な W 法 を 持って ゐた。 例へば、 

甲斐 信 濃の 源氏 共 は 案內は 知つつ、 富士の 腰から 溺 手に ま はる 事ん •  こ. さらう す。 (天草 本 平家、 二) 

か、 る 「つ」 はいくら か 接續の はたらき をな して ゐる であらう。 又 ii: 作 を 並列す るのに も 使 ふ。 

目 マが めつ 目 影 1^ さいて 延びつ 屈う つみる 間に 沖ふリ 涼しき 谳 吹き 來る (黑船 物 1^2) 

わさ ましう あわて 騒いだ 事共，^ 思 ひ 出して 語り だし 泣い つ 笑う つせられ； ^(天草 本 平家、 四) 

か、 る 言 ひ 方 は 「ぬ」 にも あるので あって、 後の 例文 は 百 I 一十 句 本 平家物語 (十) では 「なきぬ わら ひぬ せられけ り」 と 

なって ゐる。 

「た リ」 「た」 「たり」 の 終止形 速 體形を 「た」 とした 例 は、 藤 原爲忠 朝臣 集の 歸 雁の 歌に 「時き ぬと ふる 里 さして 歸 

る 雁 こぞき たみち へまた むか ふなり」 と、 「来た」 に 「北」 を かけた のな どが 古い。 延慶本 平家物語 にも 「殺 シ奉リ タト 中 

ス」 (二 末) と あり、 終止形 連體 形に 「た」 を 用 ゐる倾 向. は その後 次第に 强 まった。 室町 時代 中期 以後 は、 この 「た」 が 他 

の 助動詞に 代って 過去 を 示す やうに なった。 かくして、 文語の 「たり」 の. つかない 形 《介 動詞に も 「ナカ ッタゾ L (蒙 求抄、 

五) 「おびた、 しかった と 申す LOK 草本 平家、 四) などと つけた。 尤も、 「た」 は 過去の みに 用ゐ たので はない。 ロド リゲ 

スも、 現在に いふ 事が あると て、 「知った」 「存じた」 「かしこまった」 「見上げた」 「似 やうた」 「すぐれた」 等 を舉げ 

てゐる (大 文典 一 一丁 裏)。 これら は 繼續態 存在 態に 使った もの を 指して ゐる であらう。 繼 t 械態 存在 態に は 「て ある」 「て 

ゐる」 「て をる」 とい ふ 言 ひ 方 も用ゐ た。 さう して 「つ」 「ぬ」 「たり」 「けり」 の 本來の 意義 を 示す やうに なった。 例へ 

ば、 天草 本 平家物語に 「小枝と いふ 笛 もま だお 腰に さ \ せられて あった を 見て」 (一 一) は 文語文の 「さ 、れ たる」 S) を、 
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「さて こそ 我 主の 行方と も 知って あつたれ」 ( 一 ) は 「しりて けれ」 (三) と ある をロ譯 したので ある。 

「き」 「け リ」 鎌倉時代に は 過去の 助動詞に 「けり」 を 多く 用ゐ た。 殊に 咏 嘆の 意 を こめた 「てけ り」 は テン ゲリ と發音 

して 軍記 物 を 特色 づける 語の 一 つと なって ゐる。 「き」 の 連體形 「し」 を 以て 文 を 終止す る こと は 中古に 萠し、 近古に は 

廣く行 はれた。 室町 時代に なると、 「き」 も 「けり」 も 次第に 「た」 に 勢力 を 奪 はれた。 故に、 

ほう .ち うと もの 御む か へ にまい リズ 候と 人な いれて いはせ ければ は、 御 ビんれ われ， さきにう しな へ とて ぞ なかれけ る。 

此三 とせ は 4^ かく：；，： にも わら は. さりし 人々 の、、 ゑ yj- あげて さけび 袷 ひける。 

と- 百 二十 句 本 平家物語 (十二) にある の を、 天草 本 (四) では 次の やうに 改めて ゐる。 

北條と 申す 者お 迎 ひに 參 つて ござろ と 人,^ 入れて 云 はぜ 4^ れ. ば 母御 前れ われ， cj- 先に 失へ と 泣かせられれ。 、、の 三年に 高う さ 

へ 笑 はなん た 人 々が,， ^もげて 叫ばれ 4^  C 

通鑑ハ アマ リ 繁多 ナホ ド 二 節 略シテ セ ゥトバ シ思 タケル カゾ (史記抄、 二)  " 

文武 ノ與リ ハ 太伯ガ 讓タシ 一一 ョル コトゾ (同、 十九) 

と、 「たし」 一. たける」 を 「し」 「ける」 と 同様に K ゐてゐ るの は、 「た」 の 勢力 增大の 一 過程 を 物語る もので も あらう。 

21: 未來〕 推量の 助動詞 「む， 一は、 時の 未来 を も 表すに 至り、 それと 共に 語形 も 「う」 に變 つたつ 「む」 が 母音 を 失って 

m となり n となった の は 中古に あり、 その 鼻音が 近古に 「う」 と變 化した。 康治元 (一 ig: 二) 年の 奥 書 を 有する 西 念の 

極樂願 往生 歌に 「ゥ シ ャゥシ イトへ ャ イトへ カリ ソメノ カリ ノヤ ドリ ヲ イツ カヮ カレ ゥ」 と 冠 脚の 文字 を 整へ る 爲に用 
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ゐ たのが 古い 例であって、 鎌倉時代 中期 以後に なると 「往生せ う」 (法然 上人 行狀 盥阆、 4=,； ハ) 「ヲ キフ」 「切 ラ レゥ」 (延说 

本： 卞家、 二 末) など、 その 例が 乏しくない。 「むと す」 は 旣に屮 十 3 に 「ん す」 となって ゐ たが、 近 十 " に は なる 未來を あら 

はして 盛に 用ゐ られ、 形 も 「助 ゥズ ルゾ」 「ス マセゥ ズレ」 (延 w,^ 本 や 家、 五本) の やうに 變 化した。 

か、 る 「う」 は 初め 母音の ゥに發 音した ので あらう が、 { せ 町 時代に は 前に 來る 母音と 融合して 長 昔と なった。 

用 ナ 行 變格活 W では § から 11 昔の >o となり、 力 行 變格活 E では g か ら 合、？：：： の .0 となり- サ 行 變格活 川下 ニ段活 W では 

2から合音のォ段拗.4^昔となり、 上 二 段 活用 上 一段 活 m では. m から ゥ段拗 き背 となった。 卽ち、 ィの 昔に 終る ト： 二 段 

及び 上 一段 活用に 於ての みゥ 段の 長音であって、 その他 はすべ てォ 段の- 4i 音であった ので あるが、 {ャ 町お 期になる と、 

上 一 一段 及び 上 一 段活 川もォ 段の 拗長昔 をと るに 至った。 それ を士ロ 利 支 丹の 羅 •is- 緩で 次の やうに 寫 して ゐる。 

め  め 

】=i ひ (nw- う) -=C^£^7W  cocoromiS (試め う， >  vramiS  (恨めう) fagiSzuru  (恥で うずる」 vorco  (下 わう) cieqeG ん r;-.^  、フ) 

forobc-szu (亡べ うす) mochiySzuru (用 うずる) vocl あ ZU1.U (落て うする) 

閉吟 集に は 「爲 よう」 「爲 ようすら う」 と 書いた 例が あるが、 一 方に は 「爲 う」 と 書いた 例 も あるので、 何れも r シ 3 ゥ」 

とよむべき もので あらう。 四 河 入海 (十 ニノ 一 ) に 「山中 一一 ヲル 人ノ ミヨ ゥ ir テ ハ ナイ ゾ」 と ある 「ミ ョ ゥ」 も 亦 r ミ" ゥ」^ 

ち羅ぉ .：：^ で mi へ >  などと 書かれて ゐる發 音を寫 した もので あらう。 さう すると * 上  一^ 活用から 「う」 につ く 時に 才 

段のお 11：： となる こと は 天文の 初年 頃に も 稀に 現れて ゐ たので あらう。 

古 利 支 丹 木に 》 そ の 發ー靑 を寫し てお と. g との 兩 様に 書いた の も、 必す しも 發音上 の "お^ を-: 小 して ゐ るので ない とい 

ふ i* は、 旣に音 韻の 章に 述べた 所で ある。 然し 下 二 段 活用で は、 .8 とのみ 書いて おと 寄く こと はない ので あるから、 
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上 二 段 及び 上 一 段 活用に あって は、 <s とのみ 寫 される のと 全く 同じ 發音 ではなく、 多少 動搔 して ゐ たか、 或は 中間 的 

な發 音であった ので も あらう- ^  tr ドリ ゲス は、 大 文典に 於て、 未然形が gi (ヂ) に 終る もの は 未来形が ぉでスヂ3 ゥ) と 

なり、 jo,  ji ハジ, ジ) に 終る もの は .KK ジ ヨウ) となるな どと、 上 一 一段 活用 も 下 一 一段 活用と 同形の 未來形 をと る やうに 

說 いて ゐる (七 然るに、 小 文典に 至って は、 上 二 段 及び 上 一段の 活用 を說 明して、 未来形 は .1 に a,  「lzu,  ilzuru 

を 添へ ると て、 

(居う) kHL (着う) nia (似う) ml.fl (見う) vra-liK 怨みう) fa ち 恥ぢ う) (k-kiK 出来う) mochiya (用， Q う) 

vocliiSt  (落ち、 7.? 

などと 例示して ゐる (ニニ 丁 裏— 二三 丁 表)。 大 文典の 所說と 異なる のみなら す、 吉利支 丹 本の 實例 にも 反して ゐる。 小 

文典 は 規範的 立場 を 厳守して や- - 概念的に 流れた 點が あるので、 これ も 本 來の雷 ひ 方 を 以て 正しい として、 當時 普通 

に 行 はれて ゐる ものに 就いて 敢 て觸れ なかった ので はなから うか。 何れにしても、 上 二 段 及び 上 一段の 未來 形が ォ段 

拗 長音 をと つたの は 吉利支 丹 本に 限らなかった ので ある。 和^1^流狂言稽古本にも「過，£ぅぞょ」(寢音曲)「樣子をが^ぅ 

と存 する」 (隱 狸) とやう に、 ォ段拗 長音に 發 音すべき こと を敎 へて ゐる。 今日の 方言で も、 愛知 縣ゃ 近畿 四 國の諸 所 

にこの 樣な言 ひ 方が 殘 つて ゐ るので ある。 

か、 る 言 ひ 方 をな した 所から 「よう」 の 新語 形 を 生じた ので はない かと 考 へられる。 さう して、 上 一 段 活用の 「ゐ る」 

の 語に 先づ あら はれた ものら しい。 天草 本 平家物語 ( 一 ) に 「其 儀なら ば 北面の 輩 箭をも 一 つ 射よう する」 (iy6zuru) と 

あり、 天草 版 拉丁 文典に 存在 動詞 sum の 活用 を 示して 日本語の 「である J  r ゐ る」. を あてた 所に も、 直說法 未来 及び 
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命令法 現在に 「ゐ ようす」 (iy<^zu)、 可能法 現在に 「ゐ ようか」 (iy へ sa) など、 すべ て 「ゐ よう」 の 形 を 出して ゐる (一 ；：： 丁 表 

—一七 丁 裏： P 帝國 11 書 館 藏寫本 詠歌 之 大概に 「かたいと を こなた かなたに よりかけ て」 の 歌 を 註す る條に 「こなた も か 

なた も あは ひで は 何に 玉の をに して かけて いよう ぞ との 心 也」 と あるの が、 日本側の 文献に 兌え る 「よう」 の 例と して 

は 早い ものである。 狂言 稽古 本に も 「己に 負けて ゐゃ うか」 (水 掛^) 「待って 居 やうと^ する」 (隱 ii) とのみ あって、 拗 

音に 發 音すべき 記號の 傍線 を 加 へ てない。 他の 拗音に 言 ふべき 場合に も 記 號を脫 した 所がないでも ない が、 S^Ta 本 一 一 

十五 册を 通甓 して 見出し 得た かの 二 例 は 何 一れ も かくの 如くな つて ゐる。 「よう」 と 「やう」 との 開 合の 別 は亂れ てゐる 

が、 この 點は 稽古 木に 考慮して ゐな いので あるから、 「よう」 の 用例に 舉げ てよ いで あらう。 かくして * 「よう」 は先づ 

「ゐ る」 (居 • 射) の 語に 於て 發 生して、 他の 上 一段 活用の 語に 及び、 上ニ段活mゃ下ニ段活mにも適用せられるに•f^-っ 

たものと m でしれ る。 「ゐ よう」 以外の 例が 見當ら ない の を 見れば • 他の 語に 及んだ の は 近世に 入って からの ：£J- であらう。 

尤も、 それ は 京都 語に 就いての ie$ であって、 東部 方言に 於て は：： 十かった に 違 ひない。 

なほ 關束方 一一 一一：： として は、 「參り 申す ベ い」 「あぐべ い」 「習 ふべ い」 など 「ベい」 を 盛に 用ゐ、 尾 張から 束へ かけて は 

「うす」 の 原形 r んす」 を 使って 「參 らんす」 「あげん す」 「せんす」 などと 言って ゐた (大 文典 一  一 丁级 一 七 〇丁 お)。 

【推量の 助動詞】 「む」 「う」 が 推量 を 意味して 用 ゐられ た 事 は 勿論で あるが、 窒町 時代に 推 3; の 助動詞と して 勢力 

を 得た の は 「ら む」、 その 新語 形の 「らう」 であった。 町 末期に 於て、 「らう」 を 特に 盛に 使った の は 九州 地方であった 

(大 文典 二 〇 丁 表 四  一丁 衷 一七 〇 丁 表 「らう， 一は 動詞 助動詞の 終止形に 接 精し、 語形の 變 化がなかった. - 「つらう」 は 過 

去の 推量、 「うすらう」 は 未來の 推量 を 示す が、 又 疑問の 語と 共に 用ゐて 車の 不明な 意 や a- を存 する 意 を 表す 場合が 

語 
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「うすらう」 に 於て 殊に 多かった。 この 時に 「つら」 「うすら」 とした 例が 抄物に 見える。 

信 陵 君 ャ ナン ドハ 北 シ テコゥ ズ ラ 今 ハ對 合- 1 迎ン トス ル ゾ (史記抄、 十 一 ) 

臨 罪 トキ -I 不知 法シテ カシッ ラト 云 (四 河 入海、 十三 ノ四) 

「にゃあらん」 も 熟 合して、 「我 子 一一 テオ ヮシマ セバ 一一 ャ ラム 人 1 一勝 レ ティ ミジ クミへ 給フ J  (延慶 本： 牛 家、 二 本) の 如く 

「にやらん」 となり、 更に 「何 ナル目 ヲ見ル ベ キー 一 テ候ャ ラン」 (延鹿 本； 牛 家、 一 末) の 如く 「やらん」 となり、 又 「多い やら 

ぅ少 いやら う をば 知 候 はす」 (覺 一本 別 本 平家、 四) の 如く 「やらう」 となって、 すべて 推量 を 示し 又 不確實 さ を 表した。 

.「 やらう」 に 類推して 「からう」 とい ふ 言 ひ 方 も 四 河 入海に 「山 力 ラウ 雲 力 ラウト 思テ」 (十 ニノ 一 ) と 見えて ゐる。 

「べし」 も 亦用ゐ た。 上 一段 活用 動詞に ついて 「見べ し」 など、 いふ 事 は 中古 以來往 々あるので あるが、 室町 時代に は 

「見るべし」 とい ふよりも 多く 用 ゐられ た。 下 二 段 活用 動詞に ついて 「コ 、 口  ^lべ シ J 「梅 ヲゥ H ベ シ」 など、 連用形 を 

承け る こと も 抄物に は 例が 多い。 

完了の 助動詞 「つ」 を 伴った 「つべ し」 は {It- 町 時代に 「つべ い」 又は 「つべ しい」 の 形で 「此様 ナ事ハ 小人 ノ 小智 ナ者ノ 云 

イツべ シィ審 ゾ」 (古文 眞 寶抄、 七) 「季 倫ハ 豪傑 ナル租 -1 泣ッべ 、ンゥ ハナ ィゾ」 (四 河 入海、 八ノ 三) などと いひ、 又 「物ヲ 

力 M シッ ペイ 者 一一 ナラ デハ不 借」 (史記抄、 十八) など. - 可能の 意 を：； 小したり した. - 「つべ う」 「つべ い」 と共に 「つべ し 

う」 「つべ しい」 なる 形の 行 はれた の は、 文語の 「つべ し」 が 惯用的 語句と して 同定して しまったので、 これ を 語 斡と し 

て 「う」 「い」 の 語尾 をつ けたので あらう と、 湯澤 氏は說 かれた (室町 時代の 一 ぼ g 研究 ニー 一  頁)。 この 特殊な 語形 は 窒町末 

期の 一 般のロ！^^2には餘り用ゐられなかったもの k やうで ある。 
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〔受身の 助 動. 詞】 受身の 助動詞 は 可能の 意 も 表すが、 その 時には、 中 十：： に 於け ると： li: 様に、 「祈 ド モ祈ラ レズ 祝ドモ 

祝ハ レヌ我 身 也」 (延慶 本 平家、 三 末) 「大 ナル物 ハナ ユカ 擧 ラレ ゥゾ」 (史記抄、 五) の 如く、  ぽ不. ^の 意 を 云す のが 《お 

ひ ある。 さう して、 「サフ ハは護 マ レス ゾ，： (史記抄、 三) など、 叫 段 活用に ついた 「れ」 は 上に 來る音 と 融合して、 r 此ヲ 

中ト ハョメ ヌゾ」 (电 記抄、 十五) の やうに ェ 段の 音と なること があった。 その 形 は 肯定に も用ゐ られ、 こ、 に： 能 を 

意味す る 下 一 段 活用の 動. M が 現れた ので あるが、 それ は獨り 可能 のみでな く、 「此" i ハ 近頃 兑出セ クゾ」 (古文 《1 丧抄、 

一) と 受身に も 用ゐ、 また 「皆 カウ ョメ候 ガ師古 ハ此 ノ義ヲ キラ ウタ ゾ」 〔蒙 求抄、 一) など 尊敬に も W ゐ た." 

「ら る」 が 下 一 一段 活用 動 11 につく とき、 「忘れら る」 が 「忘らる」 となるな ど は 中 十； I の 和歌に も 例が 少く なく、 近， に 流 3 

通の 事で あるが、 サ行變格活ポ動，^に接して「復せらる、」が「復さる &」とゃぅになったのは、.«1^-町時代にぁるらしく、 

抄物 等から その 用例が 見え 始めて ゐる。 サ行 變格 活用に は、 朱然 形の 外に 「サテ モ文忠 ノ膝上  一一！^ テ愛シ ラレ- ン モノ 

力" 四 河 入海、 二十 ニノ 一) の 如く、 速 m 形から も績 いた。 

【使役の 助動詞】 「す」 「さす」 は 下 二 段 活用の 形式に よるので あるが、 速 W 形 を 「し」 「さし」 とする ことが 鎌 介 時 

0  I 

はから 始まり、 沙石 集に も 「 コ 、ラ アツ マリ ヒサ メキ テヲガ マン トイへ バイ" ケ、 ヲ ガマ シ ケリ」 (ゆ) と： 111^ え、 町 時代 

に 降る とその 用例が 多い。 ili- 町 時代に は、 この 助動詞が サ行 變格 活兩 に接績 する のに、 朱然 形に ついて 「せ さする」 と 

なること は少 く、 多く は 「さする」 の 形 をと つた。 「さする」 の^ 例 は，： 千 保 物. S や 枕れ い 紙の 流布本な どに も =5- えて ゐる 

けれども、 室町 時代の 義經記 や 曾 我物 語 等から その 數を增 した。 殊に 二字の 漢語から なる サ行 變格活 川 動 rl に 於て 顯 

著で ある 3 又、 「らる 、」 が サ變の 連用形に つく やうに、 「さする」 も 亦、 「1^ シサセ ヌホド 一 こ (^記 抄、 七) 「松，：^ の 行 を 
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修 しさせられ うする に は」 (天草 本 平家、 四) と、 連用形に つく ことがあった。 

「す」 「さす」 は 尊敬の 意 I すのに も用ゐ たが、 その 際に は必 I の 尊敬の 助動詞 を 伴って ゐて、 

とはなかった。 院政 鎌倉時代の 武土 I に、 受身の f 「す」 「さす」 を 用ゐて 表した 事 は、 軍記 物に よって、 よく 知 

られ てゐる 通りで ある。 

「しむ」 はト： 古に 榮气 中古に は 漢文の I に傳 はり、 近古に は その 系統 を ひく 文献に 散見して ゐる。 儒者 や 憎呂の 

is 用 ゐられ たか も 知れない が、 一 般の ng 上で は 早く か I 裏した やうで ある。 

【比況 の 助 i 一  「ごとし」 は 近古に 於て 助歸 としての 活動が 衰へ、 末期に は 「ごとく」 の 形の みが 用 ゐられ た。 鎌 

倉 時代に も？ 如ク § タ；」 (業 平家、 I 本) 「草ノ 風-一 靡 ナぶ」 (同、 i 「時 I 變：； ノヲ 

トナ 共」 (同、 二 末) と- 「如く」 「如き」 が 「に」 「なり」 「の」 を 伴って 修飾語 をつ くる 傾向が 現れて ゐ るが、 その 頃 向 は 

寿 時代に 降って 一 墨し くず、 「如きの」 も 「如く？ なって、 「前の i ひの 案 達 も あり」 ま i) な I 目つ 

た 天草 本 平家物語 では、 原文の 「ごとし」 を 「ごとくに ござる」 など k 改めて ゐ る。 

「如し」 がか ま變化 をな したに 就いては、 この 語と 同義に ほ ゐられ た 「やう」 の 類推が 與 つて 力 あるで あらう。 「や 

う」 は 「さま」 にあて た擎の 「様」 を i して 出来 I であって、 「やうに」 「やうな り」 「やうの」 などが 用 ゐられ 、室 

ぼ J お 代に は 「如く」 よりも 優勢に 向った： 

助 詞 助詞 は、 助動詞と 同じく、 近古に 於て 大きな 露 をな し、 語數の 上で は 大體に 於て 中古よりも 滅少 

する 傾向 息った。 ミに は、 旣に言 及した 以外の i すべき 助詞に 就いて 簡單に 述べよう。 
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「だに」 「すら」 「さへ」 中古に は、 この 三つの 助詞の 中 「だに」 と 「さへ」 とが 物； 諧 類に 盛に 甩 ゐられ た 。「すら」 は 上 

古に 榮 えて、 中古の 和歌に 傳 はり、 漢文の 訓 讀に殘 つた。 歌 語 以外に は 主として は 儒^ や 僧侶の 問に 保存せられ たの 

であって、 近古に 至る と、 それらの 人々 の 手になる 文 寧 的 作品に は 「すら」 が 見えて ゐる。 「すら」 は 「そら」 ともなり、 

00 

寧ろ 「そら」 の 方が 多く 用 ゐられ た。 今昔 物語 集ハ廿 六) では 「人.^ 見ル 時ソラ 己-な-一見 f マ」 の 如く 修飾語 にもついて ゐ るが、 ii 

書 寮藏寫 本寳物 集で は、 「カイコ ーヲ ソラコ n スべ カラ ズ」 と、 目的語に ついた もの は 一 つ だけで、 その他の 數例 は、 

「東方 朔と申 仙人 ソラ西 王 母 之 桃 ヲバ盜 メル 事 三度 ナリ」 とやう に、 主語に ついて ゐる。 延度本 平家物語 でも、 n 的 Si 

についた の は 「名字 ヲスラ 聞 事 ナカ リキ」 (二 本) の 一 例に 止まり、 殆ど 全部が 主語に ついて ゐて、 「すら」 はニケ 所に 兑 

える のみで、 大抵 は 「そら」 が 用ゐて ある (平家物語の 語法、 下 一 五六 〇s)。 此の 如く、 「すら」 「そら」 の 用法が 限定 せら 

れて 行く につれ 次^に 滅亡に 向った ので ある。 

「だに」 と 「すら」 と は 一 端 を 擧げて 他 を 類推せ しめる 事に 於て 相似て ゐて、 た 「だに」 は 極端の 場合 を 提示す る もの 

であるから、 「すら」 の 示す 場合 を も 包含す るに 至った ので あるが、 窒町 時代に 入る と、 「だに」 と 「さへ」 との 混！^ も 生 

じた。 さう して、 一般に は 「さへ」 が 優勢と なって、 「すら」 「だに」 に 代用 せられる 倾向を 持って ゐた。 ロドリゲス は、 

「さへ」 「すら」 「だに」 に 何等の 一 £il 別 を 立てす、 主として 「さへ」 に 就いて 說 明して ゐ るので あって、 これらの 語 は 二つ 

の 事柄 を 比較す る 場合に 用ゐる 副詞 又は 條件的 接續詞 であると て、 その 用法 を精敍 して ゐる (大 文典 一 一 八丁 表 II 一九 

丁 裏)。 旣 にある もの、 上に 更に 添 はる 意 を 示す r さへ」 の 本義が 忘れられて、 寧ろ 「すら」 「だに」 に 代用して、 條件法 

に 立てる 句の 中に 用ゐる ことが 最も 多 か つたから である， - 
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B 本の 諸お の 巾に は 揮 宗ん- 第 一 と 云 ふさ へ 此の 如く. _ ？れ. は、 この 後 何ん- 賴み まらせ、 つ. ぞ (警 物語) 

0  0 

、、、i- との 渡海に さへ 何とも 迷惑 致す やうに. こざる 程に、 なか/ \黑 船な どに _^ る-、 となるまい (物 Jf!g) 

かう して ili? る さ へ 腹の 立つ に、 ゎが眼の前で別の^など^^持ゎぜっにぁられ、フものか(天草本伊曾保) 

「だに も」 は 「だ も」 の 形で も 用 ゐられ たが、 ロドリゲス は、 一 だし」 「だし も」 が 「すら」 「だに」 「だ も」 と 同一 の 意義 

用法 を 持って ゐた とて、 

0  0  0 

女房 侍 多 力 つれれ ども， 物.^ さへ とリ し.；^ れ めす、 門, y たし もお しも 立てす。 、、の 「だし」 に 「さへ」 と 同じい。 平家、 一、 四 章 

と 例文 を あげて 註して ゐる (大 文典 一 一九 丁 裏 この 文 は 天草 本 平家物語に 屬す るが、 同 本で は 「だし も」 でな く 「だに」 

と あり、 もとの 文語文で も 「物 を だに 取した- - めす 門 を だに 推 もた てす」 となって ゐ るつ 「だし も」 としたの は ロド リゲ 

スの しわざで あらう。 「だし」 「だし も」 が 如何なる 範圍に 於て E ゐられ たの か、 他に ffl 例 を 見出し；^、 ねる ので • 明瞭 

でない が、 「ばし」 の 類推 語形の やうに 思 はれる。 

「ばし」 近古 語の 特色 をな す 助詞に 「ばし」 が ある" 更級 日記に 「心 もしらぬ 人 を やどし たてまつりて かま はし も ひき 

ぬかれな ば」 と ある 「かま はし も」 を 「签 ばし も」 とよんで、 「ばし」 の 文献に 現れた 最初と せられて ゐる。 「ばし」 は 「をば 

しも」 の 省略 形と 見られる けれども、 更級 日記の 場合 は 「は I しも」 と 解す る說 が穩當 であらう (宮 E 和 一郎 氏 「更 扱： n 記 

評釋」 三 二 一 頁)。 

「ばし」 は 「をば」 から 出て ゐる爲 に、 延慶本 平家 物： 語で も、 大部分 は： E 的 語に ついて ゐ るが、 「ばし」 は 旣に格 を 示す 

ので はなく、 修飾 添 意の 助詞と なって ゐ るので、 目的格 以外 にもついた。 然し、 これが 用 ゐられ る 場合 は 限られて ゐ 


て、 先づ I. か 一 に疑問推量を^^す句屮に用ゐ、 「小 蟹ガ ユタへ パシヤ 知 タル」 (延 平家、 二 本) 「身 バシ投 二 m 一一 ケルャ 

ラム」 (同、 六 末) 「網 をば し 引く か」 (謠 m、  iti 川) 「何とした 次第でば しござる ぞ J(； 大 草本 价贫 保) など、 つた。 チ、 に は 

，止 を 表す 句 中に 用ゐて 「无 禮バ シ仕 ルナ」 (延慶 本 平家、 五本) 「かやう に 巾す とばし 思 ひ 給 ふな」 物 r 文 王テ 釣 

タヤ ゥ 一一 バ シァ ルナ」 (屮華 若木 詩抄、 中) 「御 心にば し 違 ふな」 (天草 本 平家、 一 ) などと 一："； I つた。 その外 r 闕所バ シモ アジ 

バ」 (沙石 集、 三) 「志 ヲパシ 得 ラレ タラ バ」 (史記抄、 四) など、 假設の 條忭を 示す 句 中に 用ゐた 例が 稀に あるが、 SI の 

用法から 派生した ものである。 

「ぞ」 「ぞ」 は句屮 にあって 係の 助 詞に 立つ よりも、 文末に あって 所謂 終 助 詞 となる 傾向 があった。 文末に m ゐた 

r ぞ」 は、 指定と 疑？！ と を 表し、 指定の 意 を 示す もの は、 用言の 速體形 をう ける か體 IrE をう ける かした。 抄物で n; 詰の 

解釋に 「父ノ 兄ヲバ 伯父 ト云 ゾ」 「甘 泉 ハ 山 名ゾ」 など、 いふの も 指定の 意 を 表すの に基づいて ゐる であらう が、 旣に 

中 十 ：！ から 漢文 解釋の 一形 式と して；：^ した 所で ある。 

疑問の 意 を 示す もの は、 「イカ 二 己 程 ノヤ ッ ハ 入道 ヲバ倾 ケムト ハ ス ルゾ」 (延慶 本 平家。 1 末) r ナ ントテ 比輿ナ ヲ 

イワシ モゾ」 (史記抄、 十七) 「して 合戰は どこであった ぞ」 (天草 本 平家、 三) など， 疑問の 代名詞 か HSI かに 應 じて ゐる。 

この 「ぞ」 が 「誰」 につ く 時には 「たれ ぞ」 とい ひ、 「た」 につ く 時には 「た そ」 と淸 む。 然し 室町 末期に はこの^ 刖も亂 

れ たらしく、 天 isf 本 平家物語 等に は 「た そ」 「た ぞ」： si に 書いて ある。 反語の 場合に も 用ゐ、 「夜更けて たれ か は 尊ね 

ぅぞ」 (天草 本 平家、 二) 「何ぞ 運の つきた 平氏に 同心して 運の 開く 源氏に 背かう ぞ」 (同、 三) などと せ 口った。 終の 文の 如 

く 「何 か」 を 「何 ぞ」 とい ひ、 又 「ド コゾ ニー  ァリ ゾス ル ラウ」 求抄、 六) r 隴西ゾ ナン ドア チ コ チ邊邶 太守 二 シゲゥ ナツ 
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タゾ」 (史記抄、 十四) など， 「ぞ」 を 疑問 助詞 「か」 「や」 と 同じ やうに 用ゐ るに 至った ので ある 0 

室町 時代に は 、用言の 終止形と 連 難と が 同形と なった ので、 「ぞ」 に對 する 特別の 結が 意識せられ なくなった 爲 

に、 文語文に 於ても 終止形 をと つて、 「コ レゾ。 士ト 云，、 r ハ」 (論 I、 子路) とした やうな 例が 見られる。 

「こそ」 「こそ」 に對 して U 鐘 を 以て 結ぶ 葡は、 室町 時代に な f、 や. 亂れ たけれ ども、 大體に 於て は、 近古 

末に 至る まで 係の 助詞と しての 力 を 持 精して ゐ たと 曾って よい。 

主語に 「こそ」 を 加へ る 時に • 穆に 「よ」 を添 へて 述語 を搆 成す る ことが 近古に 多かった， 例へ 「ヮ簾 

〇 0 そ  0  "  fi^  r/  To  ノ 

人ョ」 (延慶 本 平家， 二 末) 「これ こそ 其よ と 云 ひも あへ す」 (天草 本^ 家、 一) など X いふが、 「こそ」 の 代りに 「ぞ」 を用ゐ て、 

「コ レゾ此 入道 ガ相 傳ノ 主ョ」 (延慶 本 平家、 二 末) とい ふこと も 稀に あつ >MO 

「にこ そ ある なれ」 が 鎌倉時代に 「ござん なれ」 と 熟 合し、 室町 時代に なっても 多少 用ゐら れてゐ るが、 末期に はム, 3 ビ 

言はなかった ものと 見え、 「さらばよ きかたき ごれ.^ 一とい ふ 百 二十 句 本 平家 (九) の 文 は、 豪 本に 於て 「さらば 

よい かたき ぞ」 (四) と 改められ、 同じく 「か はしりに げんじ どもお ほくう かべて 候と かや 申され 4,- ャ"， -ぉ 一 (十一) な 

る 原文 はロ譯 本で 「河 尻に 源氏 共が 多う 浮 t でゐ まらす ると やら 申されて { ^た 四) 奋 ひ.^ へられて ゐる。 

用言の 未然形に 「ば こそ」 を 加へ て 下 I した 反語 的 言 ひ 方 は. 宇津 保 物語に も 「里に 住め ども あこより 外に 見え 通 

ふ 人の あらば こそ」 (俊 藤) と 兄え て ゐる が、 ③に, S に用ゐ た： その外に、 寿 時代に は 、「てこ そ」 を 連用形に つけ 

て 一た へられて こそ」 と い ふやう にも 言った。 

ロドリゲス によれば、 問に 對 して 確答す る のに、 「こそ」 を 用ゐて 次の 如くに 言った。 卽ち、 「これ を 見た か」 の 問に 
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答へ て、 「見て こそ ござれ」 とも 言 ふが、 「こそ、 見 申して ござれ」 とも 言った。 或は 义 「参って こそ ござれ」 を 「こそ、 

參 つたれ」 とも 言 ひ、 時には、 た こそ」 とだけ 答へ る 事 もあった ので ある (大 文典 一 二，、 丁 丧)。 

第 四 章 結  語 

近古に は、 漢文 漢語 を崇拜 する 思想が 強く 流れて ゐ たので、 漢語の 借用が 活潑に 行 はれた。 その 漢. 語の 發 fpi:: は 多く 

ゆ X  T- ゆ は  とつ ぼ  ざ ふたん  くわんだ ゆ 《く ぶち く 

日本化した もので あつたが、 「猶 豫」 「宗派」 「獨 歩」 「雜 談」 「微喜 踊^」 「逢 著 j 等 今：：：： と 異なる ものが 甚だ 多い。 平 

民 佛敎の 隆昌 は 怫敎語 を 流布せ しめ、 「南無 一一： 寶」 が 感動詞と して 日常 用 ゐられ るに 至った こと は、 怫敎 語が 如何に 民 

衆の 生活に 食 ひ 入って ゐ たかをよ く 物語って ゐる。 鎌倉時代 以来 彼我 禪 僭の 往來 によって 宋 元の！ 背が 傅 へられ、 {If^ 町 

時代に は 明 音も裔 されて、 これら を 唐音と よんで、 我が 國 語の 中に 取り 人れ たもの も、 「普請」 「ず 經」 「行 在」 「111」 

ひやう S ん まんち 

「剽 輕」 「饅頭」 など 少 くない。 

單に 支那 語 を その ま、 輸入した のみでな く、 固有の 日本語 も 漢字に よって 害き、 そ の 當字を 音 讀し て 和製の 字 昔！^ 叫 

び ろ 5  しゅつ ちゃ、 r-  だんか ふ 

を 製 出した。 「を こ」 から 「尾籠」. 「ではる」 から 「出張」、 「かたりあ ふ」 から 「談合」、 「おはし まし 候」 から 「御座 候」 を 

つくった など それで ある。 「世ヲ 御憚リ 有リ」 「公-一 ナリ タイト 思ィァ ルカ」 「鎌 倉へ お入りあった」 などの 言 ひ 方が 現 

れ、 「に 於て は」 「ときんば」 (則) 等が 盛に m ゐられ たの も、 漢文 訓讀の 影響と 見 倣され る。 その他 漢文の 訓 譏から 出た 

特殊な 語法 一一 一一 口 葉 遣が、 この 時代から 一 般 化して 普通に 行 はれる やうに なった 事 は 着 過 出来ない。 これら は雖. 1^儒 者 や 

^侶が 智識 階級の 地位に 立って、 前代からの 支那 崇拜 漢語 尊重の 念 を 一 歷 助長せ しめたからで ある。 


結  窶 

ぢ0-、>  によ ほふ 

然し， その反面に は 日本語 尊重の 氣 運が 動いて ゐた。 「善 惡」 (必ず) 「治 定」 (必 す) r 如法」 (宛 も X 端的」 (直に) の 如き 漢 

語が 副詞にまで 侵入せ る 時、 「はたと」 「むすと」 「きと」 「しゃくと」 「きょと」 など こそ 和語の 本體 であると て、 「虞 

名ノ 文字 二 ハセ ラレ ヌコ トバ ノムゲ 一一 タ *ヽ 事 ナルャ ゥナル コトバ n ソ 日本 國ノ コ トバ ノ本體 ナルべ ケレ」 と 喝破した 

の は 慈 鎭和尙 であ つ た (愚资 抄附錄 

慈鎭が 「無 下-一 輕々 ナ ル言 葉」 を 用 ゐて愚 管抄を 書いた の も、 泰 時が 貞永 式目の 文句 を 平易に したの も、 眞名を 知ら 

ぬ. i^i 民に 理解せ しめようと 志した からで ある。 抑 近古 は 武家に よって 代表 せられる 庶民 階級の 勃興した 時代で ある。 

院政 時代 以來 田舍 武士の 京都への 進出と 權 力の 增大と は 自然 京都 語に 影響 を與 へたに 相違ない。 平家物語に 於て、 「物 

ナム ド云 タル 詞ッ キノ 頑ナル 堅固 ノ  W 舍人 一一 テ 淺猿ク ヲカシ カリ ケリ」 と 評せられた 義仲 等の 言葉の 中に 當 時の 新し 

い 言葉 遣 を 殊更に 用 ゐてゐ るの も、 その 間の 消息 を 物語る ものが あるで あらう。 武家 は 公卿の 生活 を 憧れ、 京都 語に 

魅力 を覺 え、 公卿 は 武士 を 東 烏と 侮り、 關東語 を 「えびす ことば」 と贬 して ゐる は、 さして 大 いなる 影響 も 現れな か 

つたで あらう が、 關東 人に 於て、 「ことばつき 音なん ども 京な めり (訛) にな」 る こと を 極端に 嫌って 「言 をば 但ぃ なか 

ことばに て あるべし」 (日蓮、 法 門 可 被 申樣之 事) との 自覺が 高まり、 京都に 於ても、 尊 氏が 征夷 大將 軍に 任ぜられる 頃 は、 

「公 〔水の 人々 いつしか 云 ひも 習 はぬ 坂東聲 をつ かひ、 着 も なれぬ 折 烏帽子に 額を顯 して 武家の 人に 紛れん と」 する やう 

になる と (太平 記、 廿 一 「天下 時勢 粧の 事」)、 關 東の 武士 雷 葉 は 京都 語に 直接 間接の 影響 を 及 ほさす に は 措かない： 自稱代 

名詞の 「おれ」 の 流行 は 尊 氏が 世の中 を專 にした 頃に 始まる とい ふの も、 その 一例に 過ぎな からう。 その後 も 京都の 地 

は 運 兵亂の 巷と 化した ので あるから、 京都， ば： i は 動^せざる を 得ない。 信 長 秀吉の 上洛から は 尾 張 方言の 感化 も 免れな 
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かった であらう (東 嫩總 < き)" 武士の 接頭、 關東 語の 西漸の みが、 近. w に 於け る 京都； の 1- 遷を 生ぜし めた 直接の -wz 

ではない かも 知れない。 然しながら、 重： 要な 役割 を 演じて ゐる こと は 想像す るに 難くない。 少く とも、 その を 無視 

して は 近 十 ：！ 一お の正當 な 理解 は 得られない であらう。 

贵 族の 支. 配した 時代に 繁雜な 然し 微妙な 一； ：ョ 語、 優お な 現が 發達 し、 武士の 践 した 時代に な 然し 雄勁な. K お、 

簡潔な ili^ 現が 流行す るの は 自然の 勢で ある。 卽ち、 n 本 l^i は 中. fn から 近古に 入って、 簡單 化する 倾，； 1： を 現出した ので 

ある。 中！^；^^を特色づける多數の助詞助動？^は、 この 時 變動を 受ける ことが 最も 火き かった。 例へば、 時の 過去 や 

了 を：： 小す 助 動 1 は 淘汰 せられて 「たり」 の 系統 を ひく 「た」 のみと なり、 助詞の 「だに」 「すら」 「さへ」 はー^！：別を失って 

「さへ」 に應 倒せられ るに 至った。 すべて大まかな^^コへ方をし慌しぃ生活をなす時、 微妙な 差異 を 能く 識別す る i$ は ひ丄 

まれない。 類推 作 m による 單 一 化 は 愈 機能 を發 揮す る わけで ある。 活用語は述體形が終止形を：^化して；^！^形變化を減 

少し、 動^！の活用は^：段活用と 一 段 活用との 二 大型 式に 整理 せられる 傾向 を 現して 來た。 Si 形の 短縮 も gi 々な 方面に 

認められる。 係 結の 如き 非論理的な 贅物は 次第に 勢が 衰 へた。 

されば とて、 國 語の 精密な 表現が 出来 なくなった とのみ も斷定 出来ない。 古語の 衰退に 代る 新. 語の 發生、 殊に は丧 

現形式の變化を^^.^慮に入れねばならなぃ。 概して 言 へば、 總合的 表現から 分析 的 表現へ と 推移した-〕 助^^助動-wは減 

じた けれども、 副， 1 等に よって 補 はれた ものが 少 くないの である。 

斯の審 實に對 して、 ィ * スペル セン 流の 言 史觀を 以てするならば、 口 本； S が 進歩への 一 路を 躍進した ので あると 

も ti はれる であらう。 然し、 前代への 文化 を 追慕して 「何事 も 古き 世の みぞした はしき、 今やう は むげにい やしく こ 


0  0 

そな り ゆく めれ 一と 觀 じた 當 代の 人 は、 「車 もたげよ， 一 「火 か、 げょ」 との 昔 言葉 を， 令 様 に 「もて あげよ」 「かきあげ 

よ」 と 言 ふの を 聞いて さへ、 歎が はしい 限りであった らしい (徒然 草 )2 世上 は 愈 亂れ言 葉 も 亦 下^上す る 現狀を 目前 

にして は、 因襲の 世界に 立籠った 者で なくと も、 之 を 放任す るに 忍びない ものが あつたに 違 ひない： かくして、 國語 

の 規範 意識が 近古 末に 勃然として 起って 来たので ある。 それが、 人国記に 於け る 諸 州 語の 批判と なり、 ロドリゲスの 

日本 文典に 反映し、 降って は貞窒 の 片言 を 出現せ しめたので ある。 

追記 簡約に と 志して 筆，. ^ 執 つれので あるが、 書き上げて 見る と、 豫定の 紙 數>^1^ たしく 超過した ので、 更に 筆.， ^ 加へ て壓 

縮に これ 努め；^ それが 爲に、 往々 理解し 難い 所 fj- 生じ 4^ や、 r である。 讀 者の 寛恕.^ 乞 ふ 次第で ある。 
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